

[image: ]
















極上パイロットが愛妻にご所望です



若菜モモ










目次




極上パイロットが愛妻にご所望です


憧れの人の不可解な行動

突然の告白

返事のできないメッセージ

ふい打ちのパイロット

恋のライバルの策略

愛する気持ちは増すばかり

朝陽のサプライズ旅行

結婚の条件






あとがき
















極上パイロットが愛妻にご所望です










憧れの人の不可解な行動




　――ピピピピピ……。

　床に置いてある目覚まし時計が起床時間を知らせる。その音で私、水みず樹き砂さ羽わの意識が浮上した。だが、目覚まし時計をセットした時間は早朝三時四十五分。私の瞼まぶたはなかなか開かない。

「んーっ、起きなきゃ……」

　しだいに大きくなっていく機械音。これ以上けたたましく鳴って、近所迷惑にならないように、目を閉じたまま上体を起こし、床に足をつけた。

　うっすら瞼を開けて数歩進んで、鳴り続ける目覚まし時計を止める。ベッドのそばのサイドテーブルではなく、床の上に置いているのは、無意識に止めてしまうのを防止するため。そのおかげで今まで寝坊の失敗はない。けれど――。

「う～ん……まだ眠い……」

　もう一度ベッドにダイブしたい誘惑に駆られる。しかし、そうはいかない。仕事が待っている。遅刻をすれば、同僚に迷惑がかかるのだ。

　私は「はあー」と声を漏らし、洗面所へ向かう。

　バシャバシャと若干手荒に顔を洗うと、ようやく頭が起床モードになり、急いで出勤の支度を始める。

　手早く、けれど手抜きをしたように見えず、かつ華やかなメイクを施していく。続いて胸の位置まである髪をまとめ、ピンを使って手際よく夜会巻きにしていった。出勤時、この髪型は毎回のことで、この職業に就いてから五年目の私は慣れたもの。

　社内規定に違反しないくらいの明るさのブラウンの髪。くっきり二ふた重えの目に、少し低めの鼻。口角が上がった形のいい唇の私だが、美人系とは言いがたい。

　少し低めの鼻のせいで、どこにでもいる顔。そんな顔を、仕事のできる女性に見られるよう、メイクを施すときはアイラインに気を使っている。

　身長も百五十五センチと、人並み。

　まだみんなが眠っている早朝に出勤する私の仕事は、空港で働くグランドスタッフ、通称ＧＳ。カウンターでお客さまの搭乗手続きや、機内への案内をしている。

　十歳の頃、空港で目にしたキャビンアテンダント――ＣＡに憧れ、将来は飛行機に乗って世界中を飛び回りたいという夢を持っていたが、残念なことに私が希望する航空会社の審査規定が厳しくて、身長が足りず、ＣＡを断腸の思いで諦めた。

　それでも外国や飛行機好きの私は、航空関係の仕事に就きたいと、都内の私立大学の英文科を卒業後、航空会社のグランドスタッフの派遣会社に登録した。

　そして去年の九月。二十五歳のとき、国内最大手の航空会社のグランドスタッフとして転職することができ、この四月で八ヵ月目に突入。

　現在、私が働いている会社『ＡＬＬオール　ＡＩＲエアー　ＮＩＰＰＯＮニッポン』――通称ＡＡＮが国内最大手ということもあり、以前の派遣会社より、給料や待遇なども若干だけれどよくなった。

　洗面所から出ると、急いでクローゼットから服を出し、黒色のブラウスとサックスブルーのペプラムスカートを身につける。その上から、四月の中旬にふさわしいブラウンの春コートを羽織った。

「これでよしっ！」

　ショルダーバッグを手にして、ワンルームマンションを後にした。




　私の住まいは羽はね田だ国際空港がある大おお田た区。最寄り駅まで徒歩十分、空港までは電車で二十分ほどだけれど、早朝のこの時間ではまだ電車は動いておらず、空港で勤務する者のために、最寄り駅から会社の運行バスが出ている。

　自販機で缶コーヒーを買ってバスの出発五分前に乗り込む。先に乗車していた数人の顔見知りの空港職員に会え釈しゃくすると、真ん中辺りのいつもの窓席に腰を下ろした。

　まだ外は日の出前で薄暗い。走りだしたバスの揺れが気持ちいいが、ウトウトとまどろんでもいられない。

　十五分ほどで職場に着いてしまうので、寝ないように缶コーヒーを飲みながらスマホを弄いじっている間に、ＡＡＮの空港事務所にバスが到着する。降りた私は社屋に入り、グランドスタッフ専用の更衣室へ向かった。

「おはよう！　砂羽！」

　先に来て制服に着替えていた同僚の小こ西にし比ひ呂ろが、私にニコッと笑いかける。

「比呂、おはよう」

　私も笑顔で挨拶をしながら、彼女の並びのロッカーを開けた。話があるのか、ひょこっとロッカーのドアの裏から比呂は顔を出し、口を開く。

「今日からＯＪＴよ。新人が入って、ようやくこの忙しさが緩和されるわね」

　そう言ってから、あとはスカーフを首に巻くだけの状態になった比呂は、口をすぼめて「ふう～」と息をつく。

　ＯＪＴとは現場研修のこと。今日から慌ただしくなるだろう。

「新人がようやく戦力になるのは……どうだろう。一ヵ月後くらいじゃない？」

　私は手早く服を脱ぎ、制服の水色のブラウスと、スカート、ジャケットを身につける。紺色の地にピンクのピンストライプが入った制服で、スカートの丈は膝より少し上。ＡＡＮのトレードマークの、水色に赤で縁取りされたスカーフを首に巻けばでき上がりだ。

　比呂はテキパキとスカーフを巻き終え、ロッカーをパタンと閉めている。

「砂羽が入社してくれたときは嬉うれしかったわ。即戦力だったもの」

　他社でグランドスタッフとして働いていた私は、ＡＡＮでも仕事内容は同じで、一日だけ先輩がつき、翌日からはひとりで仕事を任された。上司や同僚たちからは、真面目で人当たりがいいと言われている。

　大学卒業後からここで働いている比呂は、私と同い年。同じグループに配属され、すぐに仲よくなった。

　腕時計で始業時間の十分前だと確認し、私はスカーフを巻く手を速めて支度を終わらせ、比呂と共に更衣室を出てブリーフィングルームへ向かった。

　ブリーフィングルームではスーパーバイザー、通称ＳＶの日向ひゅうが真ま由ゆ美み主任の周りに、今年入社の初々しい新人が六人いた。中には男性もいる。

　ＳＶとは、グランドスタッフの人員配置の調整をしたり、整備や運航を管理する者と連携し、空港運営に支障をきたさないようにする、旅客業務全般の責任者である。

　日向主任は立ったままタブレットを確認し、配置を指示していく。

「水樹さん、あなたには住すみ田だくんのインストラクターをやってもらうわ」

　私は「ええっ？」と目を見開く。

　入社五年目の比呂がインストラクターになるのは当たり前だが、私はまだこの会社に入って一年も経っていない。

「そんなに驚くことはないでしょう？　あなたはスタッフの中でも優秀なんだから。住田くんを頼みます」

　日向主任の横にいた男性は私のほうへ一歩進み、「住田利とし樹きです。よろしくお願いします」と元気に自己紹介をして頭を下げる。

「水樹砂羽です。よろしくお願いします」

　私も、目鼻立ちのはっきりしたなかなかのイケメンの住田くんに挨拶をした。

　男性の制服は細身の紺のスーツで、ネクタイは私たちが首に巻いているスカーフと、色もデザインも同じものになっている。

　ＧＳの座学研修は入社前からあり、新入社員は基礎知識を詰め込んだところ。

　ゴールデンウィークを二週間後に控え、繁忙期に突入する前に、ある程度ひとり立ちできるようにとの会社の方針である。

　今日の私の担当は、カウンターで乗客の搭乗手続きの後、十一時発のヘルシンキ行きのゲート業務。トラブルがなければ九時から一時間休憩、十四時に退勤となる。

　ブリーフィング後、私は住田くんへ視線を向けた。ここから休憩時間まで気が抜けない。

「住田くん、行きましょう」

「は、はいっ！」

　私は住田くんを伴い、出発ロビーＡＡＮカウンターへ急いだ。早いものでは八時過ぎの出発便がある。始発でやってくる乗客のチェックインを、なるべく待たさず、滞りなく行いたい。




　住田くんは頭がよく回り、インストラクターである私はときどき手伝うだけで、スムーズに乗客をチェックインさせている。

　特にトラブルがないことはグランドスタッフとしては当たり前なのだが、私が新人になりたてのＯＪＴのときは、緊張と慣れない作業で、パスポートと予約の名前の一文字一文字を確かめるのに時間がかかった。

　しかし住田くんはスペルチェックも余裕で、慣れたような笑顔で接客しており、私は彼の働きに感心していた。




　九時になる少し前、交代のＧＳがやってきて私たちのカウンターを引き継ぐ。

「住田くん、疲れたでしょう。休憩よ」

「座学研修より楽しくて。もう休憩なんですね」

　疲れた様子のない笑顔の住田くんに、私は『やっぱり若さってすごい……』と思いながら事務所へ向かう。

「早番のスタッフは、この時間に食事をしているのよ」

　缶コーヒーを口にしただけで仕事を始め、この休憩時間に朝食を食べる。その後、退勤の十四時までは食事をとらないため、わりとたっぷりの朝食だ。

「座学研修のインストラクターから聞きました。朝が早いので、みなさんは休憩時間に食べていると教えていただきました」

　住田くんと歩いていると、彼の身長は私より十センチほど高いことに気づく。笑顔が可か愛わいいアイドル系の顔をしている彼が、今後どんなＧＳになるのか楽しみだ。

　食堂へ向かう途中、前方から袖口に金色の四本ラインが入った黒い制服の男性と、隣を歩く三本ラインのパイロットの男性が話しながら歩いてきた。

　四本ラインは機長、三本ラインは副操縦士コーパイの印。

　なによりも目を引くのがコーパイの男性だ。高身長でモデル級のスタイルの持ち主だが、パイロットの制服姿がビシッと決まっているのは、鍛えられた体たい躯くで着こなしているからだろう。

　キリッとした眉。切れ長の目。鼻び梁りょうはうらやましくなるくらい高く、唇はセクシーな雰囲気を漂わせるほど形がいい。限りなく恵まれた容姿の彼だ。

　機長を前にして余裕のある身のこなしと、滲にじみ出るような気品で、洗練されているように見える彼は、桜さくら宮みや朝あさ陽ひ副操縦士。

　桜宮さんはＡＡＮの創始者のひ孫にあたり、生まれながらにしての御曹司。ＣＡの間では彼は『王子』と呼ばれている。

　私たちＧＳは『王子』と呼ぶのも恐れ多くて、『桜宮さん』や『桜宮副操縦士』にしている。それどころか、目と目を合わせることもおこがましく、遠くから眺めるしかない存在だ。

　桜宮家には彼の上に兄・優ゆう成せいさんと、姉・華はなさんがいる。三十五歳の優成さんは我が社の専務取締役で、最高財務責任者。そして独身。華さんは三十二歳で外国に住んでいるらしい。

　次男同様、優成さんも端整な顔立ちのイケメンと聞いており、モテモテだそうだ。

　桜宮さんはジュニアハイスクールからアメリカに留学。大学を飛び級の二十歳で卒業し、パイロットの免許を取得した華々しい経歴の持ち主。帰国後、順調に副操縦士になり、三十一歳の若さで来月五月から機長になる。

　航空業界では最年少機長で独身。転職前でさえ、颯さっ爽そうと歩く桜宮さんの姿はときどき目にしており、私の憧れの人だった。

　情報に疎い私でも、彼の恋人になりたい女性たちが列をなしているとの噂うわさを耳にしていた。ＣＡやＧＳの女性たちが目の色を変えているらしい。

　機長と桜宮さんが私の横を通り過ぎる。もちろん彼らがこちらへ意識を向けることはない。

　それでも桜宮さんの姿を見られるなんてツイていると、胸をドキドキさせたとき、背後から私を呼ぶ声がした。

「砂羽っ！」

　休憩にやってきた比呂だ。

　私はにっこり笑って振り返る。比呂へ視線を向ける前に、通り過ぎた桜宮さんが振り返るのが目に入った。涼しげな目を少し大きくして、私のほうへ向けている。

　黒い瞳と目が合った瞬間、私の心臓は大きくドクンと跳ねた。慌てて頭を下げ、桜宮さんをポカンと見ている比呂へ意識を持っていく。

　彼と目が合っていた時間はスローモーションのように思えたが、実際は数秒のことで、桜宮さんは前を向き、機長と共に去っていった。

「比呂、お疲れさま」

　不思議そうに桜宮さんを見送っていた比呂は、我に返ったように肩を揺らし、目を瞬しばたたかせながら私のほうへ意識を戻す。

「お疲れさま。ねえねえ。桜宮さん、振り返って砂羽を見ていなかった？」

　そう言ってから、私の隣に立つ住田くんにも「お疲れさま」と比呂は口にした。

　私も比呂の隣にいる新人の畑はたけ中なかさんに言葉をかけてから、否定する。

「そんなことないよ。比呂の声が大きかったから驚いたんじゃない？」

　一瞬、桜宮さんと視線が絡んだせいで、私の心臓はまだバクバクしている。

「そうかしら……砂羽を見ていた気がするんだけど」

　小首を傾かしげている比呂を、私は「お腹が空いたわ。早く行きましょう」と食堂へ促した。




　四人がけのテーブルに、それぞれが食べたい料理をのせたトレイを置いて席に着く。

　私と比呂は鮭さけといくらの親子丼とマカロニサラダ。新人ふたりは野菜サンドとマカロニサラダ、ベーコンエッグを選んでいる。

「いただきます」

　お腹が鳴りそうなくらい空いている私は、着席すると両手を合わせて食べ始めた。

「あの、さっきの男性は桜宮朝陽さんとおっしゃるんですよね？」

　少しして、半分ほど食べ進めていた私と比呂に、住田くんがおずおずと尋ねる。

「そうよ。ＣＡやＧＳが憧れるコーパイの桜宮さん。あ、五月からは機長だけどね。なんといっても我が社の御曹司だから、玉の輿こしに乗ろうとしている美人ＣＡが後を絶たないの」

　箸を動かす手を止めて、比呂が誇らしげに言う。

「男の僕から見ても本当にカッコいいです。畑中さんもそう思いますよね？」

「思います、思います！　めちゃくちゃカッコいいです」

　住田くんの言葉に、畑中さんも好奇心たっぷりな様子で頷うなずく。

「ちょっとちょっと～。桜宮さんは人気者なの。それに、御曹司にふさわしい女性を娶めとるはずよ。ねっ、砂羽」

　比呂に話を振られ、私は肩をすくめて苦笑いを浮かべる。

「娶るって、なんか古風ね。でも、ピッタリな表現かも」

　桜宮さんの浮いた噂は聞かないけれど、あれだけ素敵なのだから、内緒の恋人がいるのではないかと思っている。

「桜宮さんは、いまだかつて私たちＧＳと雑談さえしたことないって話だし、見ているだけにしなさいね」

　畑中さんに笑いながら、比呂は釘くぎを刺した。

　彼女の言う通り、桜宮さんがＧＳと気さくに話をしたなんて聞いたことがない。

　やっぱり手の届かない、至高の存在なのね……。

　比呂の言葉に、畑中さんはタジタジになって「も、もちろんです」と頷いた。




　休憩時間が終わる前に歯磨きをして、メイクを直し、私と住田くんはゲートに向かう。ゲートには私たちの他にもＧＳが数人いる。

　これから、十一時三十分発ヘルシンキ行きの乗客のパスポートをゲートでチェックして、搭乗の手伝いだ。

　ときにカウンターでチェックイン後、出発ゲートに来ない乗客を捜したりすることもある。

　ゲート横のカウンターで準備をしているうちに、機長をはじめ、ＣＡたちがぞろぞろと二列に並んでやってきた。

　きびきびとした足並みで近づいてくるのは、食堂前の廊下で見かけた機長と桜宮さんだった。先ほどは機長も桜宮さんも制帽をかぶっていなかったが、今はフル装備のパイロットの制服に身を固めていた。

　隣の住田くんから「カッコいいな」と小さな声が聞こえてくる。私も声や顔には出さないけれど、同じ気持ち。

　桜宮さんを二回も見られるなんて、本当に今日はラッキー。そう思っていると、機長が通り過ぎ、後ろに続く桜宮さんも歩を進める。しかし、あろうことか、ふいに桜宮さんがゲートの横にいる私の前で立ち止まった。

　えっ……？

　彼の目線の先は、私が首から下げているＩＤカードのよう。

「あ、あの……？」

　私の戸惑いも桜宮さんは気にせず、数秒間ＩＤを見てから、今度は顔をジッと見つめた。

　う、うわっ。な、なんなの？

　目の前の桜宮さんに、心臓がドクドクと痛いくらい暴れ始める。

　桜宮さんは、なぜか口元にうっすらと笑みを浮かべた。そうこうしているうちに、彼の様子に、後ろにいるＣＡたちがざわつく。

「い、いってらっしゃいませ」

　平静を装うも、声が上ずってしまう。なぜ見られているのか戸惑い、頬に熱が集まる。きっと顔が赤くなっているだろう。

　なにも言わずに桜宮さんは少しだけ目を細め、そこから離れて、機内に向かう通路を歩き始めた。

　ＣＡたちが続いて、困惑している表情を隠さずに通り過ぎていく。桜宮さんが私の前で足を止めたことで、彼女たちの視線が痛い。

　どうして桜宮さんが私を見たのか、わからない。なにか知らないうちに、失礼なことでもした？

「砂羽っ」

　最後尾を歩く、黒いキャリーケースを引いたＣＡが立ち止まる。大学のときからの友人、平ひら尾お久く美みだ。

「久美、このフライトだったんだね」

　私も小声で久美に言葉をかける。

「砂羽、王子と知り合いだったの？」

「えっ？　ううん。話したこともないわ」

　目をパチクリさせ、首を左右に振った。

「そうなの？　王子がいきなり立ち止まったから驚いたわ。じゃあ、行ってくるわね。砂羽も仕事、頑張って」

「いってらっしゃい！」

　長話をしているわけにもいかず、足早に通り過ぎていく久美の後ろ姿を見送る。

　相変わらず久美はカッコいいな。

　大学で同じ英文科にいた私たちは一年生の頃から仲がよく、目指す職種も一緒だった。その頃、私はまだ身長は伸びると思っていて、毎日牛乳を飲んだり、垂直ジャンプをしたりして期待していた。

　だけど、いっこうに背は伸びず、私はＣＡを諦め、ＧＳに進路を変更した。

　久美は身長百六十五センチのスレンダーな体型で、紺色のＣＡの制服が本当によく似合う。

　去年、ＡＡＮのＧＳの枠に空きがあると教えてくれたのは久美だった。彼女はいつも私のことを考えてくれている親友だ。

　そんな彼女は今年の六月に、ＡＡＮの機長・城しろ田た誠せい司じさんと結婚する。三十六歳の城田さんは、去年機長に昇格した若手のホープ。ふたりは二年前から交際し、愛を育み、結婚を決めた。

　城田さんも甘いマスクのイケメンで、ＣＡやＧＳに人気があり、いろんな女性から妻の座を虎こ視し眈たん々たんと狙われていたようだ。

　結婚を公表したのは約半年前で、私がＡＡＮに入社した直後。久美は容姿端麗で仕事ができるから、先輩ＣＡから面と向かってねちねちと嫌味を浴びせられることもなかったようだけれど、それでも文句を言いたい人はいたようだ。

　城田さんを狙っていたＣＡの陰口からは免まぬがれなかった様子で、私も食堂で聞いたことがあった。私は新人という立場上、陰口をたしなめることもできず、悔しかったことを思い出した。

　先ほどのＣＡたちの視線を回想する。

　本当に、どうして私のＩＤを見たの……？　まさか、あれくらいで妬ねたまれたりしないよね？　それにしても、間近で見る桜宮さんは迫力のあるイケメンだったな。

　そこで私はハッとする。

　搭乗までもう少し。近くのベンチには搭乗を待つ乗客たちが座っている。

　桜宮さんの謎の行動で暴れる私の鼓動は、まだ収まっていなかった。

　でも今は桜宮さんのことを頭から切り離し、迫ってくる搭乗時間のほうに集中しなければ。

　気持ちを切り替え、カウンターに入るとマイクのスイッチを入れて、搭乗案内をアナウンスした。

　それから私はゲートに戻り、住田くんの後ろで、エコノミークラスの乗客のパスポートチェックと、搭乗券を機械に通す作業を見守る。

　今回、車椅子などの特別な手伝いはなく、スムーズに業務を進められた。




　この仕事が終わると、また別の出発便のゲートへ。

　そして今日の業務終了時刻の十四時になり、事務所へ戻った私はＯＪＴの報告書を書き終えて、更衣室へ向かった。

　この仕事は朝が早いが、十四時の退勤後は趣味やショッピングに使えて、時間に余裕がある。

　通常、四勤二休のローテーションとなっている。早番が二日間。翌日から遅番が二日間。そして二日間の休日。遅番は十三時から二十二時で、一時間の休憩が入る。

「はあ～」

　疲れてはいないが、仕事中は桜宮さんのことを考えないようにしていたせいで、職務から解放された今、ふいに彼の顔が脳裏によみがえり、無意識にため息を漏らしていた。

　いつもは桜宮さんの姿を見かける程度だった。それが、振り返った彼と一メートル以内で目が合い、そして手を伸ばせば触れられるほどのところで、涼しげな眼まな差ざしを向けられた。

　どうなってるの……？

　考えても仕方がない。さてと、私も着替えよう。もうそろそろ比呂も来るはず。

　私服に着替え、制服をハンガーにかけているところに、比呂が戻ってきた。

「あ、砂羽っ。ちょっと待っててね」

　今日は比呂と空港内のカフェレストランで食事をして、スイーツを食べる約束をしていた。

「ゆっくりでいいからね」

　比呂は大急ぎで着替え始める。

　春コートとバッグを持ってすぐ後ろのベンチに座り、リップだけ直していると、比呂の支度が終わった。

「お待たせ！　どこへ行こうか」

　パタンとロッカーを閉め、比呂はクルッと回って私に尋ねる。

「どこでもいいよ。比呂は行きたいところある？」

「んー……、おうどんを食べて、和スイーツの気分かな」

　出入口に歩を進めながら、彼女は店の名前を言う。

「いいわね。そこなら二店とも同じターミナルだから、移動しなくて済むしね」

「じゃあ、決まり！」

　私たちは更衣室を出て、店のある国際線ターミナルへ向かった。




　十分ほどで、旅行客や見送り客があふれ返る、ターミナル四階のうどん店に到着した。店の前には五人ほどが並んでいる。これくらいならさほど待たずに入れるだろうと、私たちは最後尾についた。

「旅行、行きたいな～」

　比呂がこれから出発するウキウキと楽しそうな旅行客を眺め、嘆息する。

「だね。まだ先だけど、比呂は夏季休暇を取るんでしょ？」

　私たちがまとまった休暇を取れるのは、ゴールデンウィークの後や、世間一般のお盆休みやお正月休み明けの閑散期。しかも早めに届けを出さなければならない。

「もちろんよ。見送りばっかりじゃ、やってられないもの。浩こう介すけと一緒にどこか行きたいと思ってるんだ」

　岡おか本もと浩介さんは比呂のひとつ年上の彼氏で、ＡＡＮの航空整備士をしている。

　一年前、航空整備士とＧＳの数人で合コンをしたときに知り合った彼だ。ひょろっとした、眼め鏡がねをかけた真面目そうな人で、私も何回か一緒に飲みに行く機会があり、優しくて好青年という印象。

　店内からぞろぞろと中国人客が出てきて、私たちは着物姿の店員に中へ案内された。

　転職して給料が若干よくなったとはいえ、ひとり暮らし。頻繁に贅ぜい沢たくはできないが、ときどき比呂とこうして外食をしている。

　ふたりがけのテーブルに着いた私たちは、カフェに寄ることも考えて、軽めの卵とじうどんに決めた。

　店員に注文した後、「ＯＪＴはどうだった？」と、ちょっと疲れた表情の比呂に聞かれる。

「住田くん、私が新人の頃とは雲泥の差よ。対応もいいし、落ち着いてお客さまの案内をしていたわ」

「彼、なかなかイケメンよね。可愛い弟って感じ」

　私たちと四歳しか違わないが、新人が入ってくるたびに年を取った気分になる。

「フフッ。畑中さんは？」

「う～ん。当たり前だけど、まだまだね。おどおどしているのよ。それに今日は、出発五分前になっても来ないお客さまを捜し回ったから、余計に疲れたわ」

　両肘をテーブルについて、手に顎をのせた比呂は、口をすぼめて「ふう～」とため息を漏らした。

　そこへ卵とじうどんが運ばれてきて、食べ始める。熱々のうどんを私たちはハフハフと冷ましながら口へ運び、そしておしゃべりも止まらない。

「あ、そうだ！　ゲートで桜宮さんが足を止めて、砂羽を見ていたんだって？」

「もう比呂の耳に？」

　みんな桜宮さんのこととなると、電光石火のごときスピードで話が飛び交う。

「本当だったのね！　勝手に噂がひとり歩きしているのかと思ったんだけど」

「う、ん……びっくりしたわ。突然立ち止まって、私のＩＤを見ていたみたい」

　あのときのことを思い出すと、また胸がドキドキと暴れてくる。

「砂羽のＩＤ？　どうしてなんだろ。もしかして、その豊満な胸のほうを見ていたのかもよ？」

　対面に座る比呂はニヤニヤと口元を緩ませ、身を乗り出すようにして私の胸へ目を向けた。

「やだ！　比呂っ」

　両手で胸を隠すようにして、目を細めて彼女を睨にらむ。

　私の胸はＦカップ。Ｂカップだという比呂は、私の大きな胸を「うらやましい」と口にする。

　身長とは反対に、私は中学三年の頃から胸だけがすくすくと育っていき、嫌だった。その頃から異性の目線が胸にいくようになって、それがコンプレックスになった。胸の分だけ、背が伸びてほしかった。

　社会人になって、異性に見られるのが嫌で仕方なかった思春期と比べると、幾分コンプレックスも克服している。視線が集中するのに慣れてしまったからかもしれない。

　桜宮さんは胸ではなくＩＤを見ていたのだと思っていた。いやらしい目つきなんて微み塵じんも感じなかったし。

　でも、気にならなかったとはいえ、比呂のような普通の大きさの胸になりたかった。

「華きゃ奢しゃなのに胸があるから、砂羽がうらやましいわ。桜宮さんがＩＤか胸のどっちを見ていたのかはわからないけど、砂羽のことが印象に残ったんじゃないかしら？」

「わ、私のことが印象に残った？」

　そんなことない、と一笑に付す。

　いつもは遠巻きにしか桜宮さんの姿を拝めなかった。今日は初めて、彼がコーパイを務める旅客機に携わることができたのだ。

　正直言って、自分が印象に残ってほしいのかどうかわからない。ううん。忘れてほしい。きっと私のことなんか、過ぎ去った途端、きれいさっぱり頭から消えているはず。そう思えば、今度は話しかけてほしいなんて淡い期待をせずに済むから。

「そうよ。食堂前でも振り返って砂羽を見ていたし、それから二時間も経たないうちに、ゲートで立ち止まってまで見たんでしょ？」

「……私、無意識のうちに、気に障さわることをしちゃっていたのかな？」

　気づかずに足を踏むとか……。いや、そんなことはない。桜宮さんがいたらすぐにわかる。

　アホすぎる考えを追いはらおうと、うどんのスープをゴクンと飲む。

「ともあれ、今度会ったら今日のことを聞いてみれば？」

「ええっ？　話しかけられるわけないじゃない」

　比呂の無茶ぶりに、思いっきり頭をふるふると振って否定した。

「確かに……そうだよね。桜宮さんは誰もが憧れる王子さまだしね」

「間近で顔を見られたから、得したかな。それだけでいいの」

　桜宮さんは到底手の届かない人で、私とはアイドルとファンくらいの距離があるのだから。

　その後、店を出た私たちは、抹茶ソフトクリームがのったあんみつを食べて満足したところで家路についた。










突然の告白




　ゴールデンウィークの繁忙期が過ぎ、あっという間に六月に突入。今年入社した住田くんや畑中さんもひとり立ちして、日々奮闘している。

　明日、六月八日は久美と城田機長の結婚式。久美に結婚すると聞かされてから、ずっと楽しみにしていた。

　好きな仕事に就き、愛する人と結婚できる久美は、まさに順風満帆の人生を送っており、うらやましくもあった。

　でも、人は人。自分は自分。彼女は人並み以上の努力も怠らなかったのだと思う。だから、私も素敵な女性になれるように自分磨きを頑張らなければ。明日の結婚式に出席したら、もっとそう思うのではないだろうか。

　私の心臓を暴れさせた桜宮さんとは、あれからまったくなにもなかった。いつものように遠くから、颯爽とゲートに向かう姿を見かけるだけ。それも二週間に一度あればいいくらいだから、姿を見かけた回数は、あの日から数えてもゆうに片手で足りる。

　俳優やアイドルだったら、テレビや雑誌で毎日でも見られるのに。

　私は今日は遅番で、カウンターのチェックインを担当している。比呂もいるからチームワークは抜群で、スムーズに進んでいる。

　スーツケースや、段ボールに梱こん包ぽうされた電化製品などの荷物がいつもより多く、パスポートやチケットを確認し、チェックインする比呂の隣で、私は荷物の重量を測っている。

　それがほとんどエコノミークラスの重量オーバーで、超過料金を払いたくない外国人乗客の対応をしながら、こなしていく。

　重量のあるスーツケースを何度も持ち上げては計量器の上にのせ、フライトのタグをつけたのち、後方のベルトコンベアに流す。

　今日はいつにも増して大変な作業量だった。チェックインのお客さまが途切れ、右手首をさすっていると、それに気づいた比呂が心配そうに私を見る。

「砂羽、手が痛む？」

「ちょっとね。ひねっちゃったのかも」

「今日は格別に重量級のスーツケースが多かったからね。交代しましょう」

　比呂と立ち位置を変わり、再び並び始めたお客さまを手を上げて呼び、痛みを気にしないようにして笑顔で接客する。

　チェックインの際、キーボードを打つだけなのに、右手首から肘にかけてズキッと痛みが走る。

　今までも痛かったことは何度もあるし、そのときは翌日には治っていた。今回もたいしたことはないはず。




　テーピングを巻けば痛みは和らぐはずだと比呂に言われ、休憩時間に食事をしてから医務室へ向かった。

　社屋の三階にある医務室で、右手を年配のベテラン産業看護師に診てもらった。

　腱けん鞘しょう炎えんの疑いがあり、詳しくは病院へ行くようにとの見解だ。勤務中ということもあって、湿布は貼らずにテーピングを施された。

「ありがとうございました」

　産業看護師に頭を下げ、ドアへ歩を進める。医務室のドアの取っ手に手をかけて押したのと、廊下側から引かれたのが同時だった。

「きゃっ！」

　私の身体はドアと共に引っ張られ、前のめりに。ドアを引いた人物にぶつかりそうになったとき、私の肩が掴つかまれて無様に倒れるのは免れた。

「すまない。大丈夫？」

「はい。こちらこそ、すみません」

　そう口にしながら顔を上げた私は、驚きで目を大きく開く。

　私を支えてくれたのは、コーパイから機長に昇格した桜宮さんだったのだ。

「ケガはしなかった？」

「だ、大丈夫です。申し訳ありません。ど、どうぞ」

　突然の桜宮さんの出現にテンパってしまい、しどろもどろになりながら脇へよけると、その場から小走りで立ち去った。

　食堂で待っている比呂のところへ向かいながら、もっと落ち着いて接すればよかった、と後悔が残る。

　あれじゃ、落ち着きのない女に見えたよね。とはいっても、私のことなんて気にも留めないだろうけれど。

　ジッと見られたあのときのことはなんだったんだろうと、いまだに首を傾げてしまうが、知っている人に私が似ていたのかもしれない、などと思っていた。

「はあ～……」

　思わずため息を漏らす私だった。




　食堂に着くと、比呂は窓際の席で俯うつむき加減でスマホを弄っていた。

「お待たせ」

　気を取り直し、私は明るく声をかける。

　食事は終わっていて、比呂はアイスミルクティーを飲んでおり、私も同じものを手にして彼女の前の席に腰を下ろした。休憩時間は、あと十五分ほどだ。

「どうだった？」

「腱鞘炎みたい。詳しく検査する場合は病院へ行かないと。テーピングしてもらったら痛みは楽になったから、大丈夫そうだけど」

　肌より濃い色のテーピングで巻かれた右手を上げてみせると、比呂は顔を顰しかめる。

「ひどく痛むようなら病院へ行ってね。私たちの仕事は身体と体力が資本よ」

「うん。明日は久美の結婚式だから、土曜日に開いている病院があったら行ってみる。痛かったら、だけどね」

　私はアイスミルクティーをひと口飲み、思い出したような顔になった比呂に微笑む。

「そうよ！　明日は平尾さんと城田機長の結婚式じゃない！　うわー、砂羽、いいなあ。招待客が豪華そう。我が社の錚そう々そうたるパイロットたちも来るんじゃない？　独身のコーパイくんがいたらいいね」

「比呂ったら。大勢のパイロットがいっせいに休めるわけないよ。コーパイとお近づきになるなんて、そんな期待してないし」

　明日の結婚式は社内結婚だから、ＡＡＮの上層部の人やＣＡも多そうで、私が出席するのもおこがましく思える。出席者の中に、大学時代に仲がよかった友人がいることだけが救い。

　彼女は商社で働いているので、ＡＡＮとはまったくの無関係。ＧＳは私だけのはずだから、終始、緊張感しかない式になってしまうかもしれない。けれど、久美の晴れ姿は楽しみで仕方がない私だった。




　翌日はまだ梅つ雨ゆに入っていないこともあって、カーテンを開けると雲ひとつない晴天だった。

　十一時から始まる結婚式に合わせ、八時に目を覚ました私は支度を始める。

「痛たた……」

　ファンデーションの蓋を開けるだけなのに、手首にズキンと痛みが走る。昨日、医務室で巻かれたテーピングのままだ。

　テーピングをして結婚式に出席する？

　でも、パーティードレスは半袖で、テーピングが肌色とはいえ目立ってしまう。

　湿布に包帯では余計だろう。おしゃれな空間で美お味いしい料理を食べるとき、ツンとする湿布のにおいは避けたいし……。

　動かすたびに痛む手首を気にしないようにして、いつもより華やかになるようなメイクを施した。

　この日のために買ったパーティードレスは淡いラベンダー色で、両肩まで緩やかなカーブを描いたバトー・ネック。胸の位置から上と袖の部分は、チュールレースがロマンティックで女らしく、ひと目惚ぼれだった。

　ウエストで切り替えが入ったスカートは、ちょうど膝までのストレートラインで、足の形をスラリと見せてくれる。

　髪の毛はスッキリと夜会巻きにして、顔を囲むようにサイドをクルンと巻いたほうが、このパーティードレスに似合うのかもしれないけれど、手首の痛みでいつものようにうまくセットできず、ハーフアップに仕上げるのが精いっぱいだった。

　準備を終えてテーピングを外し、時計を見ると、あと五分で家を出なくてはならない時刻だった。

　用意していたシルクのショールとバッグを手にして、自宅を慌ただしく飛び出した。




　電車を乗り継いで、結婚式が行われるチャペルのある青あお山やまへ向かう。大学の友人・三み宅やけ友ゆ莉り子ことはチャペル前で待ち合わせをしている。

　最寄り駅に到着し、バッグからスマホを取り出した。

　初めて行く場所は苦手で、スマホを片手にアプリで地図を確認しながらチャペルを目指す。金曜日の平日でも青山を行き交う人々は多く、どの人もおしゃれな服装だ。

　ここを曲がって……。

　路地を右に入ると、少し先にチャペルの小しょう尖せん塔とうの一部が目に入ってきた。チャペルの外壁はクリーム色だ。

　うわーあ、素敵。

　早く見たくなり気が急せいて、七センチのヒールをカツカツと音をさせて早足になる。

　すると、ゴシック様式の細かい装飾が施された美しい建物の正面が目に飛び込んできた。

　壮麗なチャペルの敷地へ入る鉄柵の門のところで、友莉子が立っているのが見える。

　大学時代から大人っぽかった彼女は、光沢のあるグレーのパンツスーツ姿だった。身長があってスタイルもいいから、パンツスーツをスマートに着こなしている。

　ジャケットから見えるブラウスは私と同じチュールレースで、エレガントな華やかさをプラスしている。明るいブラウンに染めた肩けん甲こう骨こつまでのストレートの髪は、そのまま肩に流していた。

　近づく私に気づいた友莉子が笑顔になり、手を振る。

「砂羽っ！」

「友莉子、久しぶり～」

　私もスマホを持った左手を振って、彼女のほうに歩を進めた。

「ごめんね。待った？」

「ううん。私も着いたばかりよ。久美に会えるかしら？　控室へ行ってみない？　あの建物にいるみたい」

　結婚式まであと三十分。私たちが行ったら迷惑がかかるのでは？と思ったけれど、できれば三人で写真を撮りたい。

　私は頷いて、友莉子と共にチャペル横にある大きな建物へ向かった。

　観音開きのドアは開かれており、そこに受付があった。ロビーの窓辺で華やかな女性の集団が談笑している。

　どの女性も姿勢が正しく、スタイルがよく、ゴージャスなパーティードレスを着ている。見かけたことがある人もいるので、久美の先輩や同僚のＣＡだろう。

　やっぱりＣＡはそこにいるだけで華があって、目を引くわ。

　彼女たちに比べたら、私と友莉子は地味に見える、と苦笑いを浮かべた。

　ご祝儀を渡し、記帳を済ませる。

　記帳するときに手が痛んだが、なんとか書き終えた。かなり乱れた文字になってしまったけれど。

　受付が終わったとき、私たちの元へ年配の女性が現れた。

「砂羽さん、友莉子さん！」

　華やかな鶴や亀、松竹梅の柄の黒留袖を身につけた女性は、久美の母親だ。

「おばさん、本日はおめでとうございます」

　少し緊張の色が窺うかがえるが笑顔のおばさんに、私たちは口元を緩ませてお辞儀する。

　大学時代、久美の自宅に何度も泊まらせてもらっている。彼女の家は旧家で広く、私たちが遊びに行くたびにたくさんの料理を振る舞ってくれた。

「ありがとう。久美からときどきあなたたちのことを聞いていたわ。元気そうでなによりね。久美はこの先の控室にいるから、顔を見せてあげて」

　おばさんは奥のほうを手で示してから、ひらひらと振る。

「はい！」

　おばさんから話を振ってもらえたので、私たちは久美のいる控室へいそいそと向かった。

　ブルーの絨じゅう毯たんが敷かれた廊下を進み、オーク材のいくつかのドアのひとつに【花嫁控室】を見つける。

「ここだよね？」

「たぶん」

　友莉子は私にコクッと頷き、ドアを軽く叩たたいた。

　中から「どうぞ」と開けてくれたのは、年の離れた久美の妹・香か織おりちゃんだった。彼女とも面識はある。確かまだ高校生の彼女は、ベビーピンクのＡラインのパーティードレスを身につけていて、ピチピチしていて若々しい。

「友莉子さんっ、砂羽さんっ！　お姉ちゃん、お待ちかねの人たちよ！」

　香織ちゃんは久美と私たちの話をしていたのか、奥のソファに座った姉にうずうずしたような声で言って、振り返った。

　花嫁は、ロココ調が美しいアイボリーのレザーソファに座っていた。

　純白のウエディングドレス姿の久美はまばゆいばかりに美しく、その場が幸せのオーラに包まれているような雰囲気だ。

　私たちは「きゃーっ！　久美～、きれい！　おめでとう」と、口々に言葉をかけながら新婦に駆け寄る。

「ふたりとも、来てくれてありがとう」

　私はお姫さまみたいな久美にハグをしたかったが、純白のウエディングドレスということもあり、ふんわりと床に落ちている裾を踏まないように近づくだけにした。

「きれいすぎて、これ以上は近づけないわ」

　私がそう口にしたら、間髪を入れずに友莉子も大きく頷く。

「なに言ってるの。もっとこっちに来てよ」

　久美はひらひらと手を振って招いてから、ウエディングドレスの裾を手繰り寄せる。

「でも……」

　近づかなければ一緒に写真も撮れない。しかし、ウエディングドレス姿の久美は美しすぎて、近寄りがたい。

「もうっ！　砂羽、友莉子、隣に来て。写真撮ろうよ。香織、お願い」

　躊ちゅう躇ちょしている私たちに、久美は幸せそうな笑みを浮かべて、肘までの純白のグローブをつけた手で自分の両サイドをポンポンと叩く。

「はーい」

　姉に頼まれた香織ちゃんも弾んだ声で返事をして、テーブルからデジカメを手に取る。染みひとつない純白のウエディングドレスに近づくのがまだ怖い私たちに、久美はケタケタと笑い、「早くっ！」と焦じれる。

「う、うん」

　私と友莉子は顔を見合わせて頷き、ウエディングドレスを踏まないようにしながら、おずおずと近づいた。

「撮りますよー。はいっ、笑ってー」

　香織ちゃんの合図で、笑顔で撮影に集中する。カシャカシャと何枚も撮ってもらった後、私たちのスマホでもお願いした。

　そこへ部屋がノックされ、久美の友人たちがドアから顔を覗のぞかせた。

「久美、私たちはチャペルのほうへ行ってるね。披露宴も楽しみにしてるから。お幸せに」

「ありがとう。あ！　砂羽っ。披露宴、私からのサプライズがあるから、それも楽しみにしていてね」

　サプライズ……？　なにかの演出があるのね。

　花嫁の言葉を特に気にも留めず、頷いてソファから立ち上がる。

　それから友莉子と一緒にドアへ向かい、入ってきた人たちに会釈をして花嫁控室を退出した。

　廊下へ出ると、ふたりで改めて久美の美しさにうっとりしたのち、友莉子が口を開いた。

「いいな～、花嫁。私も早く結婚したい」

「もうすぐ二十七になるしね。今日の久美を見て、少し焦らないとダメなのかもって思ったわ」

　私は口をすぼめて「ふう～」とため息をつく。

「それなら今度、婚活パーティーへ行ってみない？」

「こ、婚活パーティー？」

　友莉子の提案に目をパチクリさせる。

　婚活パーティーには興味があったけれど、ひとりで参加する度胸はなかった。友莉子が一緒なら勇気も出てくる。

「探しておくよ？」

　友莉子も去年のクリスマス前に彼と別れたっきりで、その後、恋人はできていない。出会いを切に期待している友莉子に「うん」と答える私だった。




　チャペルの祭壇の背後では、窓一面に施された百五十年の時を刻むアンティークのステンドグラスが外からの光を取り込み、輝かしい色が放たれていた。

　そして祭壇の前には、ビシッと決まった白いタキシード姿の長身の城田機長と、ドラマティックなウエディングドレス姿の久美。ふたりはお似合いで、出席者から感嘆の声が漏れるほどだ。

　パイプオルガンの重厚な音色が荘厳さを醸し出し、私たちは息を呑のみながら素敵な結婚式を見守っていた。

　左右の席に、新郎側と新婦側の参列者。新婦側は同僚や友人が女性ばかりなので、パーティードレスが色とりどりなこともあり、華やか。逆に新郎側は数人の女性を除き、ほぼ黒かグレーだ。

　参列者にはやはり、ときどき見かける機長やコーパイの姿が窺えた。

　ふと、先ほど久美と別れるときに、彼女が口にした言葉を思い出す。

『披露宴、私からのサプライズがあるから、それも楽しみにしていてね』

　私と友莉子はスピーチを頼まれていないから気が楽だけれど、久美がそう言うくらいだから、なにか余興があるんだろうな。




　結婚式が終了し、先にチャペルの外に出た参列者たちはライスシャワーの準備をして、今か今かと主役のふたりを待っていた。

「久美、幸せそうだったね～」

　新郎新婦の登場を待っている間、友莉子がそわそわしながら出入口へ視線を向ける。

「うん。理想の結婚式だったわ」

　私もこんな美しく荘厳なチャペルで結婚式が挙げられたら、と思った。

　チャペルでの結婚式の出席が初めての私は、わくわくしている。右手が利き手だけれど、今は左手でライスを持って。

「あ、扉が開いたわ！」

　友莉子は興奮したように、一オクターブ高い声になった。

　私たちの立ち位置はチャペルの扉から離れた最後尾なので、新郎新婦の最高の笑顔を長く眺めていられる。

　バージンロードの赤い敷物の上を、久美と城田機長がゆっくり歩き、両サイドに並ぶ参列者たちに会釈をしていた。

「おめでとー」

　祝福の声とライスシャワーが新郎新婦に降り注ぐ。

　そして、私たちの前にやってきたふたりにライスシャワーを降らせながら「おめでとう！　お幸せに！」と祝福する。

　目と目が合った久美は瞳を潤ませ、コクコクと何度も頷くので、私も目頭が熱くなってしまった。

　ライスシャワーの祝福が終わったところで、ブーケトスになる。

　独身の女性たちが、幸せにあやかろうとしてブーケを受け取るために並ぶ。久美の招待客は独身のＣＡが多いから「きゃあきゃあ」と浮かれた声がその場に響く。

　私みたいな平凡な容姿の者から言わせてもらうと、容姿端麗のＣＡならばブーケを受け取らなくてもいいのでは？

　でも、これは結婚式のイベントのひとつ。盛り上がったほうがいい。しかし、思いのほかブーケを取る気満々の人たちの中へ行くのは、怖いものがあった。

「砂羽、行こう！」

　考え込んでしまった私の腕を友莉子が引っ張って、向かおうとする。

　歩を進めるものの、利き手を痛めているから参戦するつもりはない。だけどここで行かないのも……。

　周りでは男性陣や既婚者の親族たちが、楽しそうにブーケトスを眺めている。

　友莉子は私から離れ、ちゃっかり真ん中のほうに陣取る。

　私は端のほうに立ち、久美が後ろ向きで美しいラウンドブーケを投げるのを傍観していた。




「砂羽っ！　どうして目の前に飛んできたブーケ、取らなかったのよ」

　披露宴会場に向かいながら、友莉子は私にキッと目をつり上げてみせる。

　あの後、久美の投げたブーケは私のいる端のほうへ飛んできたのだ。そのまま前に手を伸ばせば、ストンと私の腕の中に落ちるはずだったのだけれど、隣の女性にサッと持っていかれた。

　私が強引に手を伸ばせば取れたのか。……ううん。ブーケをゲットした女性は私よりかなり背が高くて、どう考えても分が悪かった。

「まあ……次の花嫁は私じゃないってことで」

　もったいなかった、と残念がる友莉子に微笑んだ。

　披露宴会場は、緑と白を基調としたいろいろな花で装飾され、大きな窓から日差しが入り込み、まるでお花畑にいるような気分になる。

　六人がけの丸テーブルが九卓。全員で五十四人ほどだ。気心の知れた出席者を新郎新婦は厳選したようだ。

　私たちは受付でもらった、テーブルの花の名前が【バラ】と書かれてあるカードを確認して、ひな壇から二列目の窓側へ向かう。テーブルセッティングされたカトラリーの上に、席札があるらしい。

【バラ】のテーブルに近づくにつれ、私は目を疑った。すでに三人が席に着いていたのだが、全員が若い男性だったのだ。

　隣の【ユリ】のテーブルを見ると、ＣＡのグループだ。その向こうのテーブルも女性だけ。

　友莉子が私の腰の辺りを指でつっつき、小声で「合ってるよね？」と聞いてくる。

「う、うん」

　席には私の席札があり、左隣は友莉子になっていた。友莉子の左隣は若い男性。見たことのあるコーパイだ。

　うわー……緊張しちゃう。でも、ＣＡグループのテーブルだとしても、それはそれで緊張するだろう。

　私たちは席に着いて話をしている彼らに会釈をして、椅子に腰を下ろす。

　隣の友莉子を見ると、いつもよりも魅力的な笑みを浮かべている。そしてこそっと「なんてラッキーなの」と周りに聞こえない声で私に言う。

　ラッキーなのかな……。彼らは副操縦士で、将来は機長になり得る人たちだから、もし連絡先を交換できたら、友莉子にとっていい出会いになるかもしれない。ＧＳの私なんて、相手にされないけれどね。

　そのとき、私はハッとした。控室での久美の言葉を思い出したのだ。

『披露宴、私からのサプライズがあるから、それも楽しみにしていてね』

　もしかして、このテーブルがサプライズ……？　久美のことだから、私たちに出会いを作ろうとしたの？

　座って会話中だった三人のコーパイがふいに立ち上がり、私たちの背後に向かって頭を下げて、挨拶をしだした。

　そういえば、私の右隣がまだ空いているから、その人が来たのね。そして彼らより立場が上の人のよう。

　椅子が引かれ、その人が腰を下ろす。

　一応、会釈だけでも……と右隣を向いた瞬間、私は目を大きく見開く。

「どうも。水樹砂羽さん」

　ブラックフォーマルスーツを着こなした人は、目と目が合った私に向かって口元を緩ませ、驚くことにフルネームを口にした。

　サラッと私の名前を呼んだ男性に、びっくりしすぎて返事もできない。

　そんな私の左横から、友莉子がひょっこり顔を出して「新婦の大学時代の友人の三宅友莉子です。砂羽とお知り合いなんですか？」と、めちゃくちゃ愛想よく自己紹介する。

「桜宮朝陽です。知り合いというか、これからよく知ろうと思っている、かな」

「ええっ!?」

　私は驚いて素っ頓狂な声を出してしまう。

　こ、これからよく知ろうと思っている……？　なんで……？

　桜宮さんの思いがけない言葉に、顔が熱くなっていく。友莉子も一瞬呆あっ気けに取られた様子。

　彼をこれ以上注視できなくて前を見たが、それはそれでコーパイ三人組の六つの目で見られていたことを知り、私は俯くしかできなくなった。

　私、からかわれているんだよね……？

　友莉子に肘でつつかれて、左隣へ視線をやると、彼女は意味ありげにニヤニヤしている。

「あんなにカッコいい人と、いつ知り合ったのよ？」

　私にも聞き取れないほどの小声で尋ねてくる。

　どう話せばいいのか困ったそのとき、ピアノの音と共に、女性司会者の透き通るような美しい声でアナウンスが始まった。

　私は、助かった、とホッと胸を撫なで下ろした。

　パイロットの制服姿も素敵だけれど、桜宮さんはブラックフォーマルもこなれた感じで着ているから、イケメン度がさらにアップしている。

　桜宮さんを意識してしまい、私の心臓の音が痛いくらいにドクドクと高鳴っている。

　暴れる鼓動を抑えるように、右手を胸に置いてしまったのが失敗。無意識に右手を使ってズキッと痛みが走り、顔を顰める。

　披露宴に集中しなきゃ。

　そう思っても、隣の桜宮さんが気になって仕方がないのだが。

　金色の気泡が立つシャンパンがグラスに注がれ、城田機長の上司であるロマンスグレーの機長が、ふたりに祝福の言葉をかけて乾杯の音頭を取った。

　乾杯の後、フランス料理のコースの前菜が置かれていく。

　男性の目もあることだし、フォークとナイフを持って上品に口に運びたかったが、ナイフを持って動かすと右手首がひどく痛む。

　仕方なく、慣れない左手でフォークを持って食べ始めた。

「痛むんだろう？　なんでテーピングをしていないの？」

「えっ!?」

　突如として聞こえてきた桜宮さんの声に、身体がビクッと揺れて、彼のほうへ目を向ける。その途端、彼の整った顔が近くにあって、先ほど収まった鼓動が再びドクンと跳ねた。

「昨日、医務室を出たときはテーピングをしていただろ？」

「覚えていたんですか」

　一瞬の出来事だったのに、彼の記憶に残っているなんて……。

　眉を寄せ、戸惑いの表情を見せると、桜宮さんはフッと口元を緩ませる。落ち着いた大人の微笑みのはずなのに、私にはいたずらっ子のように感じられた。

「もちろん。さっきも言っただろ？　君のことをよく知りたいと思っているとね。それから敬語は使わないで。俺も使わないから」

「は、はあ……」

　桜宮さんのような、黙っていても容姿端麗の女性が近づいてくる人にそんなことを言われると、からかわれているようにしか思えない。

　現に、二メートルほど離れた隣のテーブルのＣＡグループは、こちらのテーブルを窺っているようだった。

　私たちの会話にも聞き耳を立てているかもしれない。それほど桜宮さんは人気がある。私から見れば、彼は雲の上の人だ。

　目の前の男性たちは隣の人と話をし、友莉子の左隣のコーパイは彼女とおしゃべりをしている。友莉子の楽しそうな声が聞こえていた。

「どうして――」

　なぜ私にそんなことを言うのか理由を聞こうと口を開いたとき、司会者が次のスピーチの主で、久美の職場の上司である女性の名前を呼び、そこで拍手が始まる。桜宮さんは右隣のコーパイに話しかけられ、そちらのほうを向いてしまった。

　そして出席者の面々が祝福の言葉を述べていく中、料理が次々と出される。

「砂羽、美味しいね」

　友莉子は満面の笑みで舌鼓を打つ。

「さすが久美と城田機長が選んだだけあるね」

　世界中を飛び回るふたりは、各地で美味しい店を探して訪れるほど食通である。

　前菜やスープは、ぎこちないスプーンとフォーク遣いでも食べられた。問題は次だった。目の前のフィレ肉のローストの皿に、ジッと視線を落とす。

　フォークで刺して、かぶりつくことはできないし……。

　友莉子に切ってもらおうかと横を向くも、左側に座るコーパイとの話に夢中である。

　ふうっとため息を漏らし、再びフィレ肉のローストへ意識を向ける。

「切ったから、これをどうぞ」

「え……？」

　驚いている間に、桜宮さんが私の皿を取り上げる。そして、彼のフィレ肉の皿が置かれた。丁寧にすべてひと口サイズに切られている。

「あ、ありがとうございます！」

「ナイフも使えないほど痛いんじゃ、かなりひどいんじゃないの？」

「平気です。助かりました。かぶりつくわけにもいかないなって」

　私は苦笑いを浮かべた。

「かぶりつくのも見たかったな。やっぱり皿を戻そう」

「あっ！　それはダメですっ」

　皿へ伸びた彼の手を私が無意識に掴んで、我に返り、パッと離す。

「す、すみません……」

「触れたくらいで謝らなくてもいいよ」

　サラッと言ってのけられる。桜宮さんはなんとも思っていないよう。意識しすぎてしまう私がおかしいのだ。

　平常心、平常心。

「い……いただきます」

　彼に小さく断りを入れて、ひと口サイズに切られたお肉にフォークを刺し、パクッと口の中へ運ぶ。

　軟らかくて美味しい……。

　チラッと桜宮さんを見れば、上品なナイフとフォーク遣いで食べている。その姿はロマンス小説に出てくる、どこかの国の王子さまのようだ。

　そんな彼が、私のことをこれからよく知ろうと思っているなんて、聞き間違いだったのよね？

　披露宴はどんどん進んでいき、ハート形のムースやジェラート、ひと口大にカットされたフルーツが盛られたデザートが運ばれる頃合いに、ケーキカットが始まった。

　新郎新婦は少し前にお色直しのために席を外しており、再び登場したときは、城田機長はパイロットの正装に衣装を変え、久美は肩を出した真紅のドレス姿になっていた。整った顔立ちの久美は、こういった原色がよく似合っている。

　ふたりの純白のウエディングドレスとタキシードもお似合いだったが、こちらも見とれてしまうほどだ。

　新郎新婦はケーキカットが終わると、各テーブルを回り、キャンドルに火を灯しながら談笑している。

　そして私たちのテーブルに主役がやってきた。ひと際賑にぎやかに囃はやしたてるコーパイたちの声と拍手に、新郎新婦は照れた笑みを浮かべている。

「おめでとうございまーす！」

「久美、おめでとー」

　私から桜宮さんに久美が視線を向け、そして戻してパチリとウインクをする。

　えっ……？

　彼女の意味ありげなウインクに、サプライズがやはりこの席、桜宮さんの隣のことだったのだと気づいた。久美は私が桜宮さんに憧れていると知っていたから。

　新郎新婦は一歩下がり、私たちのテーブルにお辞儀をして、隣へ歩を進めていった。

「砂羽、久美の真紅のドレスもきれいだったね」

　友莉子はうっとりした表情で、ほーっと息を吐き、ジェラートを口に入れた。

　フィレ肉も切ってもらえたし、桜宮さんの隣の席にしてもらって久美には感謝だけれど、隣の席のＣＡたちの視線を披露宴中ひしひしと感じて痛かった。




　披露宴は滞りなく終わり、招待客はぞろぞろと会場から退出する。廊下へ出てもコーパイと話が盛り上がっている友莉子に、「ロビーで待ってて。レストルームへ行ってくるね」と声をかけ、向かう。

　レストルームのドアを開けた瞬間、その中にいた数人の女性がいっせいにこちらを見て、私の足が止まった。隣のテーブルにいたＣＡのグループだ。

　私と目が合った、ひと際目立つ美しい女性が口元を引きしめ、カツカツとヒールの音をさせて近づいてくる。

「あなた、今日、桜宮さんの隣の席にいた人よね？　確かカウンターで見かけたことがあるわ」

「そうですが……」

「ずいぶん馴なれ馴れしい態度だったんじゃない？　勘違いしないでね。桜宮さんには素敵な恋人がいるんだから」

　恋人が……。もちろん、ハイスペックであんなに魅力的な人なのだから、恋人がいないわけがない。

「勘違いなんてしていません。ご心配なく」

　私は高飛車に忠告してくる彼女に会釈して個室に入ると、鍵をかけて、小さく吐息を漏らす。

　なんなのよ。そんなこと、わかっているわ。

　嫉妬心を向けられて、さっきまでの久美の結婚式で幸せのお裾分けをもらい、浮き立っていた気持ちがしぼんでしまった。

　暗い気分で個室から出て、レストルームにもう誰もいないのがわかってホッと脱力する。

　思いのほか時間を使ってしまい、ロビーで待っている友莉子の元へ急ぐ。友莉子はスマホを弄りながらひとりで柱の横に立っていた。

「お待たせ」

　スマホに視線を落とし、笑みがこぼれていた友莉子は顔を上げた。

「友莉子、嬉しそうだね？」

「まあね～。実は真ま木きさんと、メッセージアプリのＩＤ交換しちゃったんだ」

「びっくり……」

　私は友莉子の隣に座っていたコーパイの彼を思い出した。桜宮さんには及ばないけれど、彼もＣＡやＧＳに人気のある爽やか系イケメンだ。

「でしょ。思いきって聞いてみたら、いいよって。あ、それよりも砂羽、右手が痛かったんだね。言ってくれればよかったのに。でも、あの極上のイケメンにお世話されていたから、結果オーライかしら。あの人、砂羽に気があるみたい」

「お世話って。それに、気があるわけじゃないの。痛いのを知って、気を使ってくれただけ。腱鞘炎はたいしたことないし」

　心配する友莉子にニコッと笑う。

「それなら、お茶しない？　この辺りにはおしゃれなカフェがたくさんあるし」

　二次会はなく、ロビーではまだ出席者が話をしていて賑やかだ。私に忠告をしたＣＡも残っている。話の相手は桜宮さんだった。恋人がいると言ってきたのに、彼女は桜宮さんを狙っているみたいだ。

「そうだね。久しぶりだし――」

「君は病院へ行ったほうがいい」

「えっ!?」

　ふいに男性の声に遮られて後ろを振り向くと、ＣＡの彼女たちと話をしていたはずの桜宮さんがそばに立っていた。

「さ、桜宮さんっ！」

「せっかくの約束だけど、またの機会にして。彼女の手は医者に診せたほうがいい」

　桜宮さんは涼しげな眼差しを友莉子に向ける。

「も、もちろんです。砂羽、病院へ行ったほうがいいよ。お茶は今度にしよう」

　友莉子は目をパチクリさせ、桜宮さんが私の左手にある引き出物を取り上げるのを見ている。

「あ、あの……？」

　なぜ引き出物を桜宮さんが持つのかわからない。まだロビーにいるＣＡたちの視線をひしひしと感じて、隠れたい気持ちに襲われる。

　彼女たちの視線などまったく気にしていない彼は、私と自分の引き出物の紙袋をまとめて持つ。そして、私の左腕を軽く掴んで歩きだした。

「行こう」

「い、行こうって……ゆ、友莉子っ」

「砂羽、またね！」

　友莉子はニコニコと笑みを浮かべながら、桜宮さんに連れていかれる私に手を振った。彼女から離れるときに振り返った私の視界の隅に、ＣＡたちが茫ぼう然ぜんとしている顔を捉えた。

　これって、まずいよ。またなにか言われてしまう。なんといっても同じ会社で働き、食堂などで会うこともあるし、ゲートでも。

　そう思いながらも、きっぱり断れない自分がいる。

「あの、どこへ……？」

　チャペルの門を出たところで、思いきって口を開いた。

「どこへって、病院だよ。車をこの近くに停めてある」

　車で来ていたのだと言われ、桜宮さんが乾杯のシャンパンも掲げただけで、食事中の飲み物はノンアルコールビールにしていたことを思い出した。

　掴まれた左腕にある、桜宮さんの手に意識がいく。

「手を……」

「手？　ああ」

　一瞬、わけがわからないというように片方の眉を上げた彼は、小さく頷く。だけど手は離されない。

「手を離してください」

「嫌だね」

　そう告げる口調はそっけない。

「そんなっ」

　路地をどんどん歩いていく長身の桜宮さんの歩幅に、小走りでついていくのがやっとの私だ。

「離したら逃げそうだから」

「に、逃げませんっ」

　どうして桜宮さんが病院へ連れていこうとするのか困惑しているが、彼は憧れの人。一緒にいられる嬉しさは否めないし、こうして腕を掴まれて歩いていることが信じられない。夢みたいで、ふわふわ浮いている感じだ。

　五分ほどで、商業施設の地下駐車場に停められた高級外車の前に着いた。

　ＳＵＶ車は車高が高く、がっしりしていながらも洗練されたフォルムで、ホワイトパールの艶やかなボディは、いかにも高級車の風格がある。

　助手席のドアを開けた桜宮さんは、私に乗るように促す。

「どうぞ」

　私を助手席に座らせると、後部座席のドアを開けて引き出物の紙袋を置き、車の前を回って運転席に落ち着いた。

　エンジンをかけた彼は、私のほうへ顔を向ける。

「住まいは？」

「す、住まいですか？　ど、どうして……？」

「万が一通院することも考慮し、近いところの病院がいいだろ？」

　桜宮さんはエンジンをかけ、ナビの検索メニューを出している。

「ＧＳだから、空港の近くに住んでいるよな？　もしかして寮？」

「寮ではなくて……」

　私は最寄りの駅を伝える。ナビで検索するのかと思いきや、彼はなにも操作せずに身体の向きを戻し、アクセルを軽く踏んで車を動かす。

「病院の検索はしないんですか？」

「空港の近くに住んでいるのなら、俺の知り合いの病院へ連れていく」

　車は地下駐車場から地上に出て支払いを済ませると、歩道前に立っていた商業施設の警備員の誘導で幹線道路の波に合流させた。

「手首を痛めた原因は？　仕事中に？」

「昨日は特に重量級のスーツケースと荷物が多数で、ちょっと痛めたんです」

「なるほど。それなら労災だな。しかもちょっとどころじゃないだろ？」

　運転中の桜宮さんは前を見据えたまま話している。

　さすがパイロット。車の運転も静かで、心地いい。高級車のシートは身体を包み込むようで、ほんのりと革のにおいがする。それは彼から漂ってくるグリーン系のフレグランスと交じり合って、心臓がドキドキしてくる。

　話したこともない桜宮さんが、どうしてここまでしてくれるのか不思議で仕方がない。私は思いきって聞いてみようと口を開いた。

「桜宮さん、どうして病院へ連れていってくれるんですか？」

　多忙な人だと思うから、私なんかに構っている暇はないはずなのに。

「君の手が心配だから」

「心配してくださるのはありがたいのですが、親しい間柄でもないのに……不思議なんです」

　赤信号になり、静かに車を停止させた桜宮さんは横を向いて、私のほうへグイッと顔を近づけた。

　うわっ、そんなに接近しないで。

　思わず顔を引いて、見つめる彼の視線を避けて俯く私だ。しかし、その瞬間、桜宮さんの片方の手がステアリングから離れ、私の顎を持ち上げた。

「な、なにを……!?」

　慌てふためく私を、桜宮さんは真面目な顔で見つめてくる。

「ねえ？　水樹砂羽さん。俺と会ったことはない？　食堂前とゲート以外でね」

「あ、ありませんっ！」

　即答でふるふると頭を左右に振れば、桜宮さんの形のいい唇から「はあ」と息が吐かれる。そこで青信号になり、私の顎にかかっていた指が外され、彼は前を向き、軽くアクセルを踏んだ。

　わけがわからない……桜宮さんと会ったことなんてない。会っていれば絶対に忘れない自信はある。

「桜宮さん、誰かと間違えているのではないでしょうか？」

「……間違えてはいないはずだ。じゃあ、質問を変える。朝陽の名前に覚えは？」

　食い下がられるとは考えてもみなかった。『そうだな。人違いだ』で、この会話は終わると推察していたのだ。

「桜宮さんのお名前を知らない社員はいないと思います」

　彼は我が社の社長の息子であり、最年少機長。モデルのような身長の持ち主で、なおかつスタイルがいい。顔も美形で、いつでも注目を浴びる存在だ。

　入社してからは、月刊の航空情報誌などにも幾度となく出ているから、会社外でも顔を知られている。

「……覚えていないか」

　驚くことに桜宮さんは落胆したように肩を落とし、ぼそっと声に出した。

　覚えていないかって？

「あ、あのっ、私、知らない間に桜宮さんに失礼なことでもしたのでしょうか？」

　桜宮さんの落ち込んだようなオーラで、車内がなんとなくどんよりとした雰囲気になったのを感じる。

「まあいいや。さっき言ったよな？　俺は君をよく知りたいと」

　吹っきるように口にした桜宮さんは、チラリと私のほうへ流し目を送ってから、視線を前へ戻す。

　あの場のリップサービスだと思い込んでいた私は、呆気に取られた。

「わ、わ、わ、私をよく知りたいって、どういう意味でしょうか？」

「俺と付き合って」

　脳内で桜宮さんの言葉を反復する。

　俺と付き合って？　付き合うって、ちょっとそこまで……ってこと？　……じゃないよね？

　私、からかわれているに違いない。桜宮さんのようなモテる人の誘いを真に受けちゃいけない。

『はい』と答えた途端に爆笑されて、『今のは嘘うそ』と言われるのではないか。

　そう思ってしまうのは、つい最近まで私の存在を知らなかったのに、付き合ってと言うのがあまりにも軽いから。

　その場のジョーク……？

「……桜宮さん、私はどう答えればいいのでしょうか？」

「は？」

　私へと顔を向けた桜宮さんはポカンと口を開け、鳩はとが豆鉄砲を食らったような表情になった。

　それからハッとして、前方へ意識を集中させる。

　一瞬、シーンと静まり返った車内で突然、桜宮さんはおかしくてたまらないというように笑い声を上げた。

　爆笑の中、私は眉をハの字にさせて困り果てる。

「砂羽って、天然？　それとも俺を警戒して、わざとわからないフリをしているのか？　ああ、着いた。話は後でな」

　私の名前が彼の口からすんなり出て、あたふたしているうちに、桜宮さんは目的の病院の駐車場へ入る。車をバックさせ、無駄のない動作でピタッとスペースの中に停めた。




　総合病院の整形外科で待つ間、ここに似つかわしくないブラックフォーマルスーツとパーティードレスの私たちは、患者さんたちの注目を浴びてしまっていた。特に桜宮さんが。

　彼はソファに腰を下ろすなり、腕を組んで目を閉じた。

　整った寝顔をまじまじと見てしまう。

　まつ毛が長い。廊下の照明が当たって目元に影を落としており、うらやましくなる。

　鼻梁もスッと高いし、少し日に焼けた肌も、男の人なのにきめが細かくてきれい。唇だってなにもつけていないのに、薄ピンクで発色がいい。

　こんなにきれいな男性を間近で見ることなんてないから、隣に座る私の鼓動がドクドク波打ってくる。

　病院なんて居心地がいいわけないし、帰ってもらおう。

「……桜宮さん、ここで大丈夫ですから、お帰りください」

　付き合わせてしまい、申し訳ない気持ちから、眠ってはいないであろう桜宮さんに声をかけてみる。

　すると、彼はパチッと目を開けて黒い瞳を覗かせる。

「まだ話は終わっていないだろ」

　からかわれていないのかもしれない。でも、返事に困っているところへ――。

「水樹さーん」

　診察室のドアから看護師が顔を出して、私の名前を呼んだ。

「はい。……桜宮さん、行ってきます」

「診断書も書いてもらって」

　ソファから立ち上がった私はコクッと頷き、ドアへと進んだ。




　診断結果は腱鞘炎で、炎症があったため外用鎮痛消炎薬の湿布を貼られ、包帯で巻かれた。

　できるだけ右手を使わず、安静にとのことで、眼鏡をかけた男性医師の見解は私が考えていた通りのものだった。

　胸のネームプレートには一いち条じょうとある。

　明日の仕事は休みだけれど、明後日は早番。みんなに迷惑をかけてしまいそうだ。

「一週間後に診せに来てください。それまでに痛みが変わらないようであれば、いつでも」

「はい。ありがとうございました」

　丸椅子からすっくと立ち、お辞儀をする私を、一条先生は「ちょっと待ってください」と引き止める。

　若く見える一条先生は看護師を下がらせ、ふたりきりになると口を開いた。

「ところで、失礼ですが、あなたは朝陽の恋人ですか？」

　そう聞く彼の眼鏡の奥の瞳が楽しそうに輝いている。

「えっ!?　ち、違いますっ」

　私が大きく首を左右に振ると、一条先生は持っていたペンをクルクルと指で回しながら笑う。

「ふ～ん。違うのか……おかしいな。朝陽は、好きでもない女性を心配して病院に連れてくるなんてことはしないのに」

「あの、桜宮さんとお知り合いで？」

「ええ。家族ぐるみの付き合いなんですよ。まあ悪友でもありますが。だから朝陽のことならなんでも知っているはずなのに……あ、どうぞ」

　一条先生は自分と桜宮さんの関係を教えてくれたのち、椅子から立ってドアへ歩を進めた。

　ドアを開けてくれて、私を先に出させた。

「朝陽、久しぶり」

「よっ、元気そうだな。彼女の手の具合は？」

　組んでいた足を解いて、優雅にソファから腰を上げた桜宮さんは、一条先生を見てニヤリと口角を上げる。

「腱鞘炎だ。腫はれているから右手はなるべく使わないようにと伝えてある」

「わかった。ありがとう。じゃあな」

　桜宮さんは私の肩に手を置いて促す。その動きは自然で、躊躇することなく私の足は前へ出た。

　ロビーでも会計待ちの患者さんたちが、異様な服装の私たちが気になるみたいで視線を感じ、居心地が悪い。

　数分後、名前が呼ばれ、会計を済ませた私は処方箋と診断書が入った封筒を受け取る。薬は自宅近くの薬局のあるドラッグストアでもらおう。

　それらをパーティーバッグにしまおうとすると、診断書の封筒が横から奪われた。

「これは俺が代わりに書類を書いておくから、出社したら印鑑を押して、総務部に提出して」

「自分でしますっ。桜宮さんはお忙しいことですし」

「これくらい、わけないから。数日間はまともな字が書けないだろ？　行くぞ」

　封筒をジャケットの内側のポケットに入れ、桜宮さんは困惑している私の背を軽く押して出入口に向かわせる。

　パーキングスペースに停められている彼の車は、周りの車よりも目立っていた。

　まだ当惑中の私の頭でさえ、優美で堂々としたパールホワイトの車は、桜宮さん自身みたいだと考えを巡らせてしまう。

　桜宮さんはジャケットの袖を少し上げて、時計へ視線を落とす。

　まだ外は明るいけれど、時刻は十七時を回っていた。

「桜宮さん、ありがとうございました。ここからひとりで帰れます」

　ここは電車で自宅から五つ目の駅だ。この病院は駅からすぐのところのようだし、問題なく帰宅できるだろう。

　車までついてきたのは、引き出物を預けていたからだ。

「約束は十九時だからまだ時間は大丈夫だ。話がしたい。終わったら送っていく」

　有無を言わせない口調で助手席のドアを開けた彼は、私をまっすぐ見つめる。

「話……ですか？」

「そう。どうやら、ちゃんと目と目を合わせて言わないと君はわからないようだから。乗って。近くのカフェに入ろう」

　どういうわけか桜宮さんは私と話をしたいと言う。理解しがたい状況だった。

「砂羽？」

　彼から再び名前を呼ばれた私は、目を大きく見開く。

「どうしてそんなに驚く？　君は水樹砂羽だろ？」

「そ、そうですが……」

「いいから。早く乗って」

　仕方なく助手席に乗り込むと、ドアが静かに閉められた。




　十分後、一面の大きな窓から東京湾が見えるカフェレストランに到着した。店内はビジネススーツ姿の男性やアフターファイブの女性グループが数組いて、ビール片手に楽しそうである。

　窓際のテーブルに案内され、四人がけのテーブルに私たちは落ち着いた。

「なんでも頼んで」

　店員にメニューを差し出され、無意識に右手を出してしまうと、「俺がもらいます」と桜宮さんが受け取る。

　店員がその場を立ち去り、彼はメニューを開きながら顔を顰めて首を左右に振る。なんだか呆あきれている様子。

「右手は使わないように言われただろ？」

「あ、は……い。つい……」

「気をつけて」

　軽くたしなめる桜宮さんにペコッと頭を下げて、メニューから飲み物を決める。

「カフェオレを」

「それだけ？　そろそろ小腹が空いたんじゃない？　ケーキは？」

「大丈夫です。まだお腹は空いていないので」

　小さく頷いた桜宮さんは、通りかかった店員を呼び止めた。

　コーヒーとカフェオレをオーダーしている対面の桜宮さんを、急に意識してしまっている。

　心を落ち着かせようと、水の入ったグラスへ視線を落とした。

　車でも病院でも隣同士だったけれど、これから彼が話す内容を想像すると困惑してしまい、さらに緊張している。

「右手を使わないように、数日は休暇を取ったほうがいいんじゃないか？」

「明日は休みなので、よくなると思います」

　そう言うと、桜宮さんは拳を握った手を口元に置き、「クッ」と喉の奥で笑った。

「砂羽、それってどこからくる自信？」

「自信はないです。でも、以前痛めたときはすぐに治ったから」

「それはそれ。今回は前回よりひどいんじゃないか？」

　テーブルの上に置いた、包帯を巻いた私の右手へ、彼は視線を動かす。途端に、右手をテーブルの下に隠したくなった。

「とりあえず、様子を見ます。休めば他のスタッフに迷惑がかかるし」

　桜宮さんは不服そうだけれど、そこへ飲み物が運ばれてきて口をつぐむ。

「砂羽の名前って、人に説明するとき、どう教えるの？」

　突拍子もない質問に、私はキョトンとする。

「えっと、お砂場の砂に、鳥の羽です」

　昔から聞かれることもあって、いつもこう答えていた。

「よかった」

　桜宮さんの顔に嬉しそうな笑みが広がった。

「よ……かった……？」

「ああ。気にしないで。飲もう」

　彼がブラックコーヒーのままひと口飲むのを見てから、私もカフェオレのカップを左手で持つ。右手には気をつけていますアピールだ。

「いただきます」

　葉の模様が描かれたカフェオレを、熱さに気をつけながらコクッと喉に流し込む。

「砂羽、俺を見て」

　桜宮さんの声が甘く耳をくすぐり、胸がトクンと跳ねた。

　カフェオレのカップから顔を上げたくなかった。改まった言い方に、どんな顔で彼を見ればいいのかわからなかったから。

「砂羽？」

「は、はい……」

　私は大きく深呼吸をして、そっとカップをソーサーに戻して前を向いた。

「付き合って、俺のことを知ってほしい」

「……桜宮さんのような人が、私にそんなことを言うなんて信じられません」

　目と目を合わせ、真剣な瞳で見つめられている。でも、まだ信じがたいのだ。桜宮さんなら容姿端麗の美女が選り取り見取りなのに。

「確かに、会ったばかりで付き合ってほしいと言われれば困惑するだろう。信用できないのもわかる。しかし、俺とのことを真剣に考えてくれないだろうか」

「不思議なんです。私のどこが？　桜宮さんの周りには美人のＣＡさんばかりなのに」

「誰もが美人を好きってわけじゃないだろ。あ、砂羽が美人じゃないって言っているんじゃないからな。君は可愛い」

　サラッと可愛いと言ってのけられ、頬に熱が集まってくるのがわかる。しかし、ハッと思い返す。桜宮さんの取ってつけたような『可愛い』を。

「……からかわな――」

「からかってはいない。本当のことだ」

　きっぱり遮られて、一瞬あんぐり口を開ける。そしてすぐ我に返り、ギュッと目をつむってから頭を大きく左右にぷるぷる振った。

「でも、私を好きってことではないですよね？　桜宮さんが私の存在を知ったのは食堂の廊下でしょう？　それからゲート。今日まで片手でも足りるほどしか顔を合わせたことがないんですよ？」

「俺に関心がないわりには、よく覚えてるな」

　私が墓穴を掘ってしまったのか、桜宮さんの顔に楽しそうな笑みが広がる。

「気になっていたんだ。俺は直感を信じたい」

　ええっ!?　気になっていた？

　顔からボッと火が出そうなほど熱を帯び、恥ずかしさから、挙動不審に視線を泳がせる。

「動揺中？」

　桜宮さんはクッと笑い、楽しそうに私を眺めている。

「……んんっ。わ、私に、恋人がいるかもしれませんよ？　もうすぐ二十七になりますし」

「いないのは調査済み。今日の花嫁から聞き出したから」

　今日の花嫁――久美ね。隣同士の席にしたのも合点がいく。

　桜宮さんは少し冷めてしまったコーヒーを飲み、椅子の背に身体を預けて不敵な表情で私の言葉を待つ。

「……考えさせてください」

「そうきたか。俺はいい物件だと思うけど？」

　自覚しているところが憎たらしい。もちろん最高の男性なのはわかっている。だからこそ、すぐに頷けないのだ。

　私が答えられないのを見て、桜宮さんは「ふう。難攻不落の城みたいだな」と、ぼそっと呟つぶやき、ジャケットの袖を少し上げて腕時計へ視線を落とした。

「ＯＫ。少し考える時間をあげる。俺、明日からロンドンに飛ぶんだ。四日は戻れないな。また連絡する……っと、スマホの番号は教えてくれるよな？」

「はい」

　頷き、隣の席に置いていたパーティーバッグを膝の上に持ってくる。

「バッグ貸して。開けるから」

　パーティーバッグは留め金をクロスさせるもので、右手が不自由だと開けづらい。テーブルの上に置くと、桜宮さんは長くて男らしい指で、留め金をカチッと音をさせて開けた。

「ありがとうございます」

　左手でスマホを取り出し、番号を交換する。

　憧れだった桜宮さんが付き合おうと言ってくれているのに、まだ遠い人にしか感じられない。

　桜宮さんの番号を登録しながら、踏みきれない気持ちは変わらなかった。




　電車で帰れるからという私を桜宮さんは再び車に乗せ、自宅マンションまで送ってくれた。

　頭の回転が速く、気のつく彼は途中で駅前のドラッグストアに寄り、病院の処方箋で薬をもらうところまで、私がすっかり忘れていたことをやってくれた。

　自宅マンションの前に車が停められた。

　桜宮さんは車から降り、後部座席から荷物を出している。

　助手席からスマートに降りようと思ったのに、ＳＵＶ車は高くて、地面に足をつけた瞬間によろけてしまった。

「あっ！」

　ヨロヨロとふらついたところへ、桜宮さんの腕が慌てた様子もなく腰に回り、強引に引き寄せられた。

「気をつけて。またケガをするところだった」

　桜宮さんの胸に抱かれる形になってしまい、私の胸がドクドクと暴れ始める。

「あ、ありがとうございます」

「俺って頼りになるだろ？」

　ドキドキしすぎて胸が痛いくらいで、その音が彼に伝わってしまわないようにパッと離れる。

　茶化した物言いにも、桜宮さんを意識しすぎて気軽に返答できず、無言で彼が持っている引き出物を右手で掴んだ。

「っう……」

　痛みに荷物を手放すが、そもそもまだ彼は手を離していなかったため、地面に落ちるのは免れる。

「はあ～。本当に右手を使わずにいられるのか？　注意しろよ」

　端整な顔に苦笑いを浮かべ、桜宮さんは私の左手に荷物を持たせてくれた。

「……すみません。ありがとうございました」

「ゆっくり休んで。俺のことを忘れずに」

　颯爽とした足取りで桜宮さんは運転席に戻っていく。

　すでに日は落ちていて、薄暗くなっていた。

　運転席のドアが閉まり、車が動きだす。

　私はお辞儀をして彼を見送り、テールランプが見えなくなるまで複雑な気持ちで眺めていた。

　なんだか夢みたいな出来事だったな。

　包帯が巻かれている右手を目の前にかざして見つめる。

　夢じゃないんだよね……。




　今日の結婚式と桜宮さんのせいで、気分の浮き沈みが激しい。

　久美のような結婚式がうらやましく、いつかは私も、と思う。でも、相手は……？と自分に問いかけると、桜宮さんの美麗な顔がポワンと脳裏に浮かび、慌てて首を左右に振る始末。

　桜宮さんのアプローチは嬉しいと思うけれど、彼の恋人になる自信はなかった。

　そもそも、どうして周りの美人を差し置いて私なのか……。

「はあ……」

　ベッドの上にゴロンと身体を横たえ、目をギュッと閉じる。

　そこへ枕元に置いたスマホから着信音が聞こえてきた。夕方、チャペルで別れた友莉子だ。

「もしもし？　友莉子」

『砂羽。今、大丈夫？』

　友莉子にしては珍しく、若干遠慮がちな声色。桜宮さんと一緒にいると思っているのかも。

「大丈夫よ。あの後付き合えなくてごめんね。私も電話しようと思っていたの」

　上体を起こして、壁に寄りかかる。ちゃんと左手でスマホを持ち、耳に当てている。

『ううん。いつでも会えるし。病院へ行ったんでしょう？　手はどうなの？』

「腱鞘炎。数日間、右手は安静にだって。でも湿布をしてもらってから、少し痛みは軽減されたみたい」

『そっか。お大事にね。でさ、あのイケメン、砂羽に気があるみたいね？　かいがいしくお世話してくれちゃって。正直、うらやましかった～。あの人もコーパイくん？』

　桜宮さんに興味を示す友莉子だ。

「コーパイではなくて、五月から機長になったばかり」

『ええっ!?　機長に？　彼、若く見えるだけ？　あのテーブルにいた誰より年下に見えたよ？』

　確かにあのメンバーで、桜宮さんは一番若いはず。コーパイでも四十歳を過ぎてからの機長昇進はざらだ。

「桜宮さんは、海外で若くしてライセンスを取得したらしいから」

『そうなんだ。で、素晴らしい男性が砂羽のお世話を？　いい雰囲気になった？』

「な、なっていないわ」

　付き合ってと桜宮さんは言ったけれど、いつも余裕の表情で、始終ドキドキと胸を高鳴らせていたのは私のほうだ。

『でも、砂羽をよく知りたいって言っていたじゃない。もしかしてあの場の軽いジョーク？』

　友莉子の声がだんだん怒りを秘めてきたように聞こえて、急いで「違うと思う！」と弁明した。

『よくわからないわね』

　電話の向こうで友莉子がぶつぶつ言っている。

『じゃあ、ただ優しかっただけ？　あれだけ砂羽に気を持たせておいて？』

　私がはっきりしないから、桜宮さんが悪者になっている。

「友莉子、そうじゃなくて……付き合ってと言われたの」

『なんだ！　危うく悪い男に格下げするところだったわ。で、もちろん付き合うのよね？』

「……悩んでるの」

　突として、友莉子の『ええええーっ!!』という悲鳴が耳をつんざいた。

「友莉子、耳痛いよ」

『ごめん、ごめん。どうして悩むの？　彼氏いないんだから即ＯＫしなさいよ。もったいない』

「彼は私なんかが付き合えるような人じゃないの。今日だってＣＡたちが目の色を変えていたの、見ていない？」

『そんなの気にすることないって！　恋愛は周りに気を使ってするものでもないし。自分たちの気持ちが一番じゃないの？　また、いい子ちゃんの砂羽が出てるよ』

　友莉子に指摘されて、周りの様子を窺ってしまう私自身にフッと苦笑いを浮かべる。

　その後も、桜宮さんと交際するべきだとさんざん説得された後、通話が終わった。

　周りを窺う、いい子ちゃんの私か……。

　友莉子の話を考えながら、眠りに落ちた。










返事のできないメッセージ




　火曜日の午後、出社後に更衣室で制服に着替え、上司である日向主任がいる事務所へ向かう。

　実は日曜日と月曜日の二日間、休暇をもらっていた。土曜日はもともとの休日だったが、スタッフには自分の不在で二日間も迷惑をかけてしまった。休暇をもらったというよりも、取らされたといったほうが正しいのだけれど。

　右手が多少痛くても日曜日は出勤するつもりだった。それが土曜日の昼間、日向主任から電話をもらい、右手の具合を尋ねられた。桜宮さんから私の腱鞘炎の件で日向主任へ連絡が入ったとのことだった。

　そのことを日向主任に聞いてから、桜宮さんは本当に私のことを考えてくれているのだと心が温かくなり、気持ちがぐらついている。

　事務所では日向主任がパソコンで作業をしていた。私が近づくと気づいてくれて、キーボードを打つ手を止めて席を立つ。

「日向主任、お休みをいただきありがとうございました」

「腱鞘炎の具合はどう？　無理をしたら長引くと判断して休んでもらったのよ」

　日向主任はいたわるような笑みを浮かべた。

　私の右手には肌色のテーピングが巻かれている。

「だいぶよくなりました。迷惑をおかけした分、頑張ります」

「今週はチェックインカウンター業務から外したから。住田くんとゲートのほうをお願いね」

「ありがとうございます」

「桜宮機長と知り合いだったのね？　病院へ一緒に行ったと聞いたわ」

　日向主任の配慮に感謝し、もう一度頭を下げたところで、彼女の質問にギョッとした。なにか言われると予想はしていたけれど。

　私は急いで、なんでもない表情を作ってから、顔を上げる。

「金曜日の平尾さんの結婚披露宴でテーブルが同じだったので、気にしてくださったようです」

「テーブルが一緒だった……。それで……。水樹さん、桜宮機長とあなたが一緒に出ていったと噂になっているから、行動に注意してね」

　社内恋愛が禁止されているわけではないけれど、桜宮さんは特別な存在。日向主任は私のことを思って軽く釘を刺してくれたのだ、と理解できる。

「はい。わかりました。それでは失礼します」

　会釈をして日向主任から離れて事務所の隅へ行き、並んでいるパソコンのひとつを使用して、本日の業務を確認後、仕事に向かった。

　桜宮さんと私、日向主任の耳に入るくらい噂になっちゃっているのか……。

　思わず小さく開けた口から、重いため息を「ふう～」と漏らす。

　もしも……桜宮さんとお付き合いするとしたら、どうなってしまうのだろう。交際が社内に知れ渡ったら……妬みで針の筵むしろのような状態で仕事をすることになる。

　そう考えたとき、結婚式でＣＡの女性に、桜宮さんには恋人がいると告げられたことを思い出す。

　そうだ。すっかり忘れていた……。でも、恋人がいるのに付き合おうなんて言う人には思えない。

　久美の情報では、パイロットの生活は飲酒規定や体力維持などストイックなところもあるらしい。充分な睡眠を必要とし、ストレスを溜ためないようにするなどの心身の健康管理にも気を配らなければならない。

　そして月の半分以上は海外。日本に交際中の人がいて、私とも会うのは時間的にきついだろうと思う。もしかしたら、各国にモデル級の恋人が？なんてことが脳裏をよぎり、頭を左右に強く振る。

　桜宮さんはいつ戻ってくる予定だった……？

　毎日十九時到着のロンドン便があるが、土曜日に飛んでいるから、おそらく明日の便だろう。ロングフライトは、身体を休ませるために数日向こうに滞在するから。

「水樹さん！」

　背後から声をかけられ、住田くんが駆け寄ってきた。

「住田くん、お疲れさま」

　立ち止まり、爽やかな彼が隣にやってくるのを待って口を開いた。

「手の具合はいかがですか？　あ、テーピングを」

　住田くんの視線が私の右手にスッと移動する。

「ありがとう。だいぶ痛みはなくなったの。ローテーション、迷惑かけちゃったね」

「迷惑だなんて、とんでもないです。手は大事ですから。特に利き腕なんですし。あの……」

　住田くんは言葉を切って、目線を落とし、気まずそうな顔になる。

「どうしたの？」

「いえ。なんでもありません。お客さまのお荷物を持つときは、僕に言ってください」

「ありがとう」

　私もどんな噂になっているのか知りたい気持ちもあったけれど、ゲートは目と鼻の先だ。

　そこからは仕事モードになり、会話をやめ、出発前の楽しそうな乗客に目を配りながら向かった。




　勤務が終わり、帰宅途中の電車でスマホを見た私は思わず「あっ！」と声を漏らした。桜宮さんからメッセージが入っていたのだ。

　開いてみると、文章はなくＰＤＦのみ。それは桜宮さんの今月の勤務表だった。

　これをどうしろと……。なにか書いてくれればいいのに。

　あ、やっぱり明日のフライトだったのね。

　予想通り、今日ではなく明日の十九時着のフライトだ。

　うわっ、翌日は台タイ北ペイの往復……。

　その後も、ローマ便やタイ便などがあり、日本でゆっくりできる日は来週末。

　航空法によりパイロットの乗務時間は一ヵ月百時間、三ヵ月二百七十時間、一年では千時間と定められている。それでもハードな生活だと思う。

　ＰＤＦを送ってきただけで、なにが言いたいの……？　忙しいから、この前の話はなかったことに……？

　まだ桜宮さんと付き合うと決めてはいないが、ネガティブな気分に襲われる。

　気持ちが定まらないまま最寄りの駅に到着し、スマホをバッグにしまおうとしたとき、メッセージを受信した。

　桜宮さん!?

　次の瞬間、スマホに表示された名前は久美。

　久美か……。

　落胆したところでハッとする。彼のメッセージを期待してしまう自分がいることに気づいた。




　十分後、自宅の玄関でパンプスを脱いで、そのままベッドに腰かけ、久美に返事を打つ。

　彼女のメッセージは、新居へ遊びに来ないかとのお誘いだった。

　多忙な城田機長の都合で、新婚旅行は海外へ行かず、二泊三日の温泉旅行でのんびり過ごしたようだ。

　国内よりも海外で過ごすほうが多いふたりには、温泉でまったりするのがよかったのかもしれない。

　久美の都合をメッセージアプリで尋ね、木曜日の休日に新居へ遊びに行くことになった。

　品しな川がわのタワーマンションの新居を訪れるついでに、途中にある一条総合病院で受診しよう。

　腱鞘炎は痛みが緩和され、だいぶよくなっている。もう湿布もしていないし、あとはテーピングをして、負担をかけなければ大丈夫そうだけれど、桜宮さんの紹介の病院ということもあって、約束通り診療に行かなければと思っている。




　木曜日の十時過ぎ、自宅を出て一条総合病院へ向かった。電車で五つ目の駅だ。昨日、梅雨入りし、今日はシトシトと細かい雨が地面を打っている。

　私は撥はっ水すい加工のクリーム色のコートを羽織り、足元もパンプスにしか見えないレインシューズを履いている。

　これから一ヵ月ちょっと、あまり好きではない梅雨の時期を過ごさなくてはならなくて、少し憂鬱である。

　桜宮さんへまだメッセージを送っていないことが気にはなっていた。でも、なんて書いて送ればいいのかわからないのだ。

　彼は昨日帰国しているはず。ゲートで姿を見ることは叶かなわなかったけれど。そして今日は台北に飛んでいる。

　桜宮さんが今度日本でゆっくりできるのは来週末なのだから、それまで沈黙していようかと考えていた。




　一条総合病院の広いロビーは、会計を待つ患者さんや、これから受診する患者さんで混んでいた。

　先日この病院をウェブで検索したら、腕のいい医者が揃そろっているようだった。一条先生は病院名と名字が同じだから、血縁関係があるのかもしれない。

　受付を済ませてから待つこと三十分。整形外科の診察室の前で待っていた私の名前が呼ばれた。

　私が入室すると、デスクに向かっていた一条先生がクルッと椅子を動かし、笑顔を向ける。

「どうぞ、おかけください」

「はい。お願いします」

　私は一条先生の前の丸椅子に腰を下ろし、右手を差し出す。

「うまくテーピングが巻かれていますね。外して診せてもらいます」

　右手に巻いたテーピングを取って、一条先生は診察を始めた。

　終わると、再び手際よくテーピングされる。

「順調に回復しています。少しでも痛みを感じたらすぐに診察に来てください」

「わかりました。ありがとうございます」

　順調だと太鼓判を押され、私の顔に笑みが広がる。

「ってことで、診察は終わり。個人的な話をしても？」

　前回と同じく、一条先生は看護師を診察室から出した後で聞いてくる。

「えっ？　こ、個人的な話……ですか？」

「そう。朝陽とはどうなったの？」

　桜宮さんの名前が出て、私は目を大きく見開く。

「ど、どうにもなっていません。桜宮さんはお忙しいのであれから会っていませんし」

　困惑しながら答えると、なぜか一条先生の顔に落胆の色が見えた。

「そうなんだ。忙しすぎるのも問題だな。さぞかしヤキモキしていることだろう」

　ぼそっと口にしてから、一条先生は端整な顔を歪ゆがませる。

　ヤキモキ……？

　聞き間違いなのか、私は小首を傾げる。

「では、完全に痛みが消えるまで、重いものを持たないように」

　好奇心から桜宮さんのことを聞いたのだろう。すぐに医者の顔に戻った一条先生に動揺しながらも「わかりました」と返事をして、診察室を出た私だった。




　病院を後にして、駅前に美味しそうなパティスリーを見つけ、そこで手て土産みやげのフィナンシェを買い求め、電車に乗った。

　時刻はあと十五分で十二時になるところだ。『ランチを食べに来てね』と言われていたからちょうどいい時間だった。

　ふた駅乗って、改札を出たところのタワーマンションが久美の新居だ。

　改札を抜けたとき、スラリとしたモデルのような久美が目に入った。電車に乗ってから、十分ほどで着くとメッセージを打っていたので、迎えに来てくれたよう。

　駅前で目立つタワーマンションだから、子供でもわかると思うのに……。

「砂羽！」

　彼女も私に気づいて手を大きく振る。

「久美、迎えに来てくれなくても平気だったのに」

「それが、料理を失敗しちゃって」

　久美のきれいな顔がシュンとなり、なんだか落ち込んでいる様子。

「失敗なんてよくあることじゃない」

　私だってそんなに料理は得意じゃない。しかも久美は自宅通勤だったから、料理はいつも作ってもらっている状態。ＣＡの忙しさでは花嫁修業もできなかっただろうし。

「ごめんね。砂羽に手料理を食べさせたかったんだけど。この近くのレストランを予約したの。食事をしてからうちに行こう」

「うん。そうしましょう」

　私はにっこり笑って、久美の腕に触れる。彼女は申し訳なさそうな笑みを浮かべてから、予約したレストランへ案内してくれた。




　落ち着いたイタリアンレストランで、美味しいパスタコースを堪能しながら、久美の結婚式の話で盛り上がる。

　ウニクリームパスタをフォークでクルクルと巻きつけた久美は、思い出したように口を開く。

「あ、そうそう。私のサプライズはどうなったの？　いい感じに進んでる？」

「サプライズって、桜宮さんを隣にしたことよね……？」

　テーブルが友莉子を抜かして独身男性だらけだったことなのか、それとも桜宮さんが隣だったことなのか。久美のサプライズは後者だとは思うけれど、一応聞いてみた。

「そうよ！　いい感じに見えたんだけど、どうだった？　噂も耳にしたわ。あの後、王子が砂羽を連れ出したって」

「おかげさまで、いまだにＣＡたちから冷たい目で見られているわ」

　桜宮ファンの彼女たちは大人げなく、目と目が合うとツンとそっぽを向いたり、鋭く挑発的に見据えてきたりするのだ。

「あらら、そうよね。最年少機長のイケメンで、我がＡＡＮの御曹司とくれば、王子はまさに理想の男性だものね」

　久美は悪気のない笑顔で納得している。

「毎日、針の筵にいる気分よ」

　彼女たちの行動を思い出すたび、『はあっ』と重いため息を漏らしたくなる。

「ねえ、砂羽？　話をはぐらかしていない？　噂が本当なら、あの後どうなったのよ。キューピッド役の私に話すべきよね？」

「あ……、あのね？　桜宮さんが私を連れ出したのは、前日、仕事中に痛めた手を気遣ってくれたからなの。だから病院へ」

　テーピングが巻かれた右手を顔の横に出して、私は久美にちらつかせた。

「そういえば、テーピングをしているなって思っていたの。うふふ。王子が病院へ連れていってくれたのね。手の具合はどう？」

　久美はニヤニヤしながら、グレープフルーツジュースのグラスに手を伸ばす。

　久美の意味ありげで楽しそうな顔から目を逸らして、私もウーロン茶を口にした。

「で、王子は付き合おうって？」

「ゴ、ゴホッ！」

　思いがけない言葉に驚いて息を吸い込み、ウーロン茶が気管に入り込んでしまう。

「砂羽っ、大丈夫!?」

「大丈夫って……ゴホッ。久美ったら、わざとでしょう？」

　周りに迷惑がかからないように小さく咳せきをし、私は恨めしそうな目を久美に向けた。そんな私に久美はさらに笑みを深める。

「砂羽はわかりやすいんだから。いいの、いいの。私は砂羽の味方なのよ？」

「味方？　意味がわからないわ」

「王子、私が砂羽の友人だってどこからか聞きつけて、いろいろ尋ねてきたの。ああ、とうとう砂羽にも素敵な彼ができそうだわって」

「私のことを、いろいろ……？」

　キョトンとする私に久美が真面目な顔で頷いた。

「そうよ。砂羽に恋人がいるのか、いつからＡＡＮで働いているのか、とか。あ！　どうしてＣＡじゃなく、ＧＳなのか……そんなことも聞かれたかしら。あとは年齢ね」

　桜宮さんが久美に私のことを聞いていたなんて驚いてしまう。声を出せずに、どうしてなのか考えを巡らしていると、久美が続ける。

「王子、砂羽が気になるって。でも、会ったのはゲートのときよね？　食い入るように砂羽のこと、見つめちゃっていたとき。ひと目惚れってあるのね～」

　ひと目惚れ……じゃなくて、気になるって言っていたっけ。でも、彼のような人が私のことが気になるなんて、美的感覚の欠陥？　美人にモテすぎて、平凡な女性をつまみ食いしたくなった？

「王子は砂羽と付き合うつもりだとも言っていたわね。告白されたんじゃないの？」

「……うん。付き合おうって。あ、ゲートの前にも食堂に行く途中で会ったけど。でも不思議すぎて。私が彼に釣り合うとは思えないから現実味がないのよね」

「砂羽には長年彼氏がいないし、釣り合わないとか言ってないで、付き合ってみればいいのよ。恋人や旦那さまがいる生活って楽しいわよ」

　結婚したばかりで、愛する旦那さまがいる久美は、自分と同じように幸せになってほしいと思っているのだろう。




　食事が終わり、移動して久美の新居でお茶をした。

　四十五階建てのタワーマンションの四十階にある３ＬＤＫの新居は、新築物件で購入したとのこと。ピカピカで、ふたりの幸せそうな写真がたくさん飾られていて、うらやましくなった。

　イタリア製のガラスのテーブルの上には温泉まんじゅうと緑茶。洋風の室内に似つかわしくないが、久しぶりの温泉まんじゅうの餡あん子こは、ほどよく甘くて美味しい。

「お土産にも温泉まんじゅう買ってあるから、持っていってね」

「ありがとう。とても美味しいわ」

　その後、友莉子とコーパイの真木さんの話なども出て、楽しい時間を過ごした。




　久美の新居をおいとまして、自宅に着いたのは十七時を回っていた。雨はやんでおり、外は少し蒸していた。テーブルに温泉まんじゅうの箱を置いて、薄手のコートを脱ぎ、ベッドに腰を下ろす。

　桜宮さんにメッセージを送ったほうがいいとは思うんだけれど……。

　以前から私は桜宮さんに憧れていたし、実際に話してみると惹ひかれているのはわかる。今度会う機会があったら、ちゃんと返事をしなくては。

　床に置いたバッグからスマホを出して、ベッドに戻ってうつ伏せになる。スマホのメッセージを開いて、さてなんて書こうと画面を見つめて悩む。

　はあ～、どうしよう……。

　二分ほど返信画面を注視してから、結局書けなくてベッドの上にポンと置いた。次の瞬間、スマホが鳴り始める。

　画面に桜宮さんの名前が浮かび、私の心臓がドクンと一度大きく跳ねた。反射的にスマホを拾って、通話をタップする。

「もし、もしもし……？」

　緊張で声が上ずって、顔に熱が集まってくるのを感じる。

『桜宮です。砂羽に会いたい』

　あ、会いたいっ!?

　桜宮さんの電話の声は、直に聞くよりも若干低めで、甘く聞こえる。こんな声で機内アナウンスをされたら、うっとりしてしまいそうだ。

　事実、今もそのベルベットのような甘さを含んだ声に、鼓動が激しく暴れている。

『砂羽？　聞こえてる？』

　私が惚ほうけていることを承知しているのだろうか。桜宮さんの声色は笑いを含んだものに聞こえる。

「あ、は、はいっ！」

『会いたいって言ったんだけど？　これからいい？　今がダメなら、夜遅くても構わない』

　桜宮さんが明日の夜便でローマへ飛ぶのを思い出した。私は早番だ。

　声を聞いたら、顔が見たくなっている。

「今、家なんです。どこへ行けばいいですか？」

『空港の駐車場に向かっているところなんだ。迎えに行くから待ってて』

　そう言って、桜宮さんは通話を切った。

　駐車場ということは、道路が空いていれば二十分ほどで着いてしまう。私は慌てて部屋の隅にある等身大の鏡の前に立つ。久美と会っていた服装のままで、クリーム色の綿素材のストンとした膝丈のワンピースだ。

　これならおかしくないよね。

　メイクはけっこう落ちてしまっていて、ファンデーションでＴゾーンのテカリをカバーし、すっかり色がない唇にはローズピンクのリップを塗る。

　そうこうしているとあっという間に二十分近く経っていて、さっきまで持っていたバッグを掴むと玄関を慌ただしく後にした。

　マンションのエントランスを出て、来るであろう方向を見た瞬間、桜宮さんのパールホワイトの艶やかなボディの車が停まっているのが目に入った。

　そしてファッション誌の一枚の写真のように、桜宮さんは車に寄りかかり、腕を組んだ状態で目を閉じている。

　今日は台北を往復したんだから、距離は短いとはいっても疲れているよね。

　静かに近づくつもりが、久美と会ったときとは違う七センチのベージュのハイヒールは、思ったよりカツカツと足音が出てしまった。その音に気づいた桜宮さんは閉じた目を開け、組んでいた腕を解く。

　桜宮さんはチャコールグレーのスーツ姿だった。

「すみません。お待たせしました」

　モデルのようにカッコいい桜宮さんを前にして、ドキドキと心臓が高鳴り、声が若干震えていた。

　気づかれませんように。

　彼はフッと口元を緩ませ、助手席のドアを開ける。やっぱり声が震えているのはバレているよう。

「ほんの少し前に着いたから、待っていないよ。乗って。夕食は？」

「まだ……です」

　開かれたドアに歩を進め、助手席に乗り込むと、外から静かに閉められる。

　運転席に桜宮さんが戻ってくるまでに、深呼吸をして暴れる鼓動を落ち着かせたいけれど、車の前を回ってくる彼の姿に目が離せなくて、呼吸をするのも忘れて見入ってしまった。

　運転席に軽やかに座った桜宮さんはエンジンをかけ、車を発進させる。

「夕食のリクエストは？」

「特に……ないです」

「そう？　気兼ねなく言ってほしいな」

　ちょうど暗くなる前で、道路は二台がすれ違うギリギリの幅。歩道がないから彼は注意深く進ませている。

「では、イタリアン以外でお願いします」

「イタリアンは苦手なの？」

　意外だというように、涼しげな目を私へ向けた。

「いえ、ランチに食べたばかりなので」

「そういうことか。ＯＫ。じゃあ、俺が食べたいものにするよ？」

「はい。あ……」

　やんでいた雨が再び降りだし、フロントガラスをポツポツ濡ぬらしていく。

「あ？」

　前を見ながら運転している桜宮さんの不思議そうな声が聞こえてきた。

「雨がまた降りだしたなって」

「梅雨だから仕方ないな。十分ほどで着くから」

「あの、メッセージを返信していなくてごめんなさい」

　身体を運転席のほうへ向けて、私は頭を下げる。

「正直、へこんだな」

「ええっ!?」

　彼がへこむところなんて想像ができないから、突拍子もない声が出てしまった。

「俺だってへこむさ。返信、待っていたんだけど？」

「で、でも、勤務予定が送られてきただけなので、なんて返信をすればいいのか困ったんです」

「俺の休日は砂羽のものだってわかってもらうように送ったんだ」

　きゅ、休日は私のもの……？

　直球な物言いに、どんな反応をすればいいのか戸惑う。車内が暑く感じられて、額がじんわり汗ばむ。

「そ、そんなの、わかりませんっ」

　ムキになる私に、桜宮さんは口元に笑みを浮かべて頷く。

「だよな。あまりグイグイ迫ったら、砂羽が逃げそうで怖くて書けなかった」

　ううっ……。口がうまいのよね……。

　そこで目の前が明るくなり、車は品川区内の最高級ホテルの車寄せに停められた。

「着いた。降りよう」

　こちら側のドアが外からホテルのドアマンによって開けられる。桜宮さんは降りて私のほうに回ってくるところだ。

「いらっしゃいませ」

　ドアマンに声をかけられ、小さく頭を下げた私は地面に足を下ろした。




　彼に連れてこられたのは、二階にある点心のレストランだった。

「点心……。今日のフライトは台湾でしたよね？」

「ああ。とんぼ返りだから、悔しいことにコックピットミールしか食べていないんだ」

「それで、台湾料理なんですね」

　桜宮さんは台湾料理を食べたかったみたい。私も点心は大好きだ。こんな最高級ホテルの有名台湾レストランであれば、期待大である。

　彼はここに何度も来ているようで、支配人から挨拶をされて、すぐに窓際のテーブルに案内された。

　改めて対面に座り、ふたりきりになると、にわかに緊張感が増してきて、美貌の顔から視線を窓の外に泳がせる。

　そこからは緑豊かな庭園が見下ろせた。ところどころライトアップされ、緑が明るいグリーンになっていて美しい。雨で窓ガラスが曇っているのが残念である。

「腱鞘炎はどう？」

　ふいに声がかかり、思わず庭園に見入っていた私はハッとして、桜宮さんを視界に入れる。

「今日、一条総合病院へ行ってきました。さほど痛くなくなったので、もう大丈夫です。あの、お休みの手配をしてくださってありがとうございました。あと、書類も。助かりました」

　まだお礼を伝えていなかったので頭を下げた。

「仕事中に痛めたんだから当然だ。痛みが引いてよかった」

　そこへ黒服の男性スタッフがやってきて、メニューを手渡し、去っていく。

「好きなものを頼んで」

「桜宮さんが食べたいお料理でいいです」

　メニューを開かずに答えると、彼は口元を引き、小さく首を左右に振った。

「ふうん。砂羽は従順なタイプ？」

「じゅ、従順なわけでは……」

「だよな？　この前は違っていたし。ちゃんと意見を言ってくれたほうがいい」

　私の恋愛経験はふたりだけで、桜宮さんの反応は今までの彼らとは異なっている。

　大学のときの彼氏と、以前の会社でＧＳの先輩と付き合ったことがある。

　だけど、どちらとも長続きはせず、半年ほどで別れていた。ふたりとも好きな女性ができたせいで。

　彼らとは、こんな最高級ホテルで食事をしたことがないので、食べたいものを……と言われても困ってしまう。

「砂羽？」

「……いろいろな点心が食べたいです」

「ＯＫ。俺もだ」

　メニューをめくり、桜宮さんは点心のコースを選んでくれた。飲み物のオーダーは冷たいジャスミン茶。

　料理を待つ間、やっぱり気詰まりである。

　でもそう思っているのは私だけのようで、桜宮さんは余裕たっぷりの所作で脚を組み替え、私を見つめる。

「砂羽、返事が聞きたい」

　声がいつもより甘く聞こえ、心臓が痛いくらいギュッと締めつけられた。

　私なんか、桜宮さんとは釣り合わないと思う。

　でも、私も彼に惹かれている。その気持ちは隠せない。

　桜宮さんと話をするようになって、彼を身近に感じられるようになった。そして、こんなふうに見つめられたら……。

「砂羽？」

　促され、私は小さく呼吸をしてから、意を決して口を開く。

「本当に私でいいのでしょうか？」

　瞳に強い力を込め、桜宮さんは口元に笑みを浮かべた。

「そうでなければ、軽々しく付き合おうなんて言わない」

「では……こ、こんな私でよろしければお願いします」

　テーブルに額がつきそうなくらい深く、私はお辞儀をした。けれど、勢い余ってテーブルに当たってしまい、ゴツンと音が。

「さ、砂羽っ！」

　驚いた桜宮さんは腰を浮かせた。

「大丈夫です。すみません……」

　おでこをさすりながら急いで取り繕おうとするも、目線を合わせられない。

　恥ずかしすぎる……。

　そのとき、クッと喉の奥で笑う声がした。

「可愛すぎるんだけど？」

　びっくりして思わず桜宮さんを見てしまうと、美麗な顔に笑みが広がっていた。

「その様子だとケガが絶えない？」

「い、いいえっ！　ケガなんてずいぶん長い間していませんっ」

「砂羽、敬語は禁止だから。俺たちは今から恋人同士だろ？　それと、『桜宮さん』ではなく、『朝陽』って呼んで。砂羽には名前を呼んでもらいたい」

　サラッと言ってのけられ、瞬時にコクコクと頷く私だ。

　そこへ数種類の前菜や点心が運ばれ、その美味しさに食事が進む。

　ランチをたっぷり食べて、久美の自宅で温泉まんじゅうを三個も食べたのに……。

「どうした？」

「え？　いいえ……ううん。今日は食べすぎだなって」

　つい敬語を使ってしまいそうになり、慌てて言い直す。そんな私を彼は楽しそうに眺めている。

「スタイルに気をつけているとか？　俺には、気にすることないように見えるけど？」

　そう言って、桜宮さんは口直しに冷たいジャスミン茶を口にした。

「そんなことないです」

　ため口で話せと言われても、すんなり出てくるわけがない。そんな私に桜宮さんは仕方ないというようにフッと笑みを漏らす。

　彼は、容姿端麗でスタイル抜群のＣＡといつもいるのに……。

「俺は痩せすぎの女は嫌だ。第一、抱き心地が悪い」

「だっ！　抱き心地って……」

　桜宮さんと一緒だと、ふい打ちにドギマギして、右往左往してしまう。

「ほら、空心菜炒いためを食べて。うまいよ」

　話をサラッと変え、彼は空心菜炒めの大皿を私のほうへずらす。緑が鮮やかで、シンプルな炒め物だ。空調設備が整っている部屋なのに、やたらと暑く感じて、冷たいジャスミン茶で気持ちを静めて冷やそうとした。

　それから彼のお勧めの空心菜炒めを皿に取って、口へ運んだ私だった。




　明日の夜、桜宮さんはローマへ飛ぶ。私は早番。

　これから彼と交際していくには、お互いの勤務時間と睨めっこしながら、なんとか時間をやりくりして会うしかない。

　問題は、周りに付き合っていると知られたくないこと。でも、それは簡単にクリアできるはず。ゲートなどでバッタリ会ったときは、誰にでもするように会釈をするだけにすればいいのだから。

　自宅へ送ってくれる車の中で私がそう話すと、桜宮さんに思いっきりため息をつかれてしまう。

「俺は砂羽のこと、隠すつもりはない」

　厳しい眼差しで前を見据え、運転中の桜宮さんはきっぱり口にした。

　彼はスーツの上着を脱ぎ、えんじ色のネクタイを軽く緩めている。袖もまくられているので、ステアリングを操るたびに腕の筋肉が動き、それだけで私の胸が暴れだしてきた。

　制服やスーツを着ても細身に見えるのに、しっかりと筋肉がついているところから、身体には気を使っているみたいだとわかる。

　パイロットは体力もなくてはならないと聞いていた。

　心臓の高鳴りを気にしないようにして、桜宮さんに抵抗してみる。

「でもっ、久美の結婚式のことも、いまだに噂に尾ひれがついて飛び回っているんです。本当に私が桜宮さんの恋人になったと知られたら、嫉妬の嵐が……」

　想像したら、ブルッと震えが出てきた。

「嫉妬の嵐？」

　腑ふに落ちないような声がする。

「そうです。桜宮さんはモテるんですから」

　だいぶ口調がぎくしゃくせず、滑らかになってきている私だ。

「ずっと『桜宮さん』だな。……『朝陽』って呼べよ」

　私の口調は、桜宮さんには気に入らないみたいだ。

「すぐには馴れ馴れしく呼べませんっ。誰よりもモテるのはわかっていますよね？」

「まあな」

「もうっ！　自覚しているのなら、私のためだと思って内緒にしてください」

「……とりあえずわかった。着いたぞ」

　不服そうな声の桜宮さんは静かに車を停止させた。

「ありがとうございました。点心、とても美味しかったです。ごちそうさまでした」

　シートベルトを外し、運転席のほうへ身体を向けて頭を下げると、ドアの取っ手に手をかけた。桜宮さんも車から降り、スラックスのポケットに片方の手を入れながら私のほうへやってくる。

　彼の姿に恋心が募り、別れたくないと思ってしまう自分がいることに気づく。

「……フライト、気をつけてくださいね」

「ああ。メッセージを送る。男を近づけるなよ」

「ええっ？　近づく奇特な男性は桜宮さんだけですよ」

　おかしくなって、私は口元に手を置いてクスッと笑った。

「では、さようなら」

　にっこり笑って、もう一度お礼を口にして桜宮さんに背を向け、マンションに向かって歩きだそうとした。

　そのとき――左手首を背後から掴まれ、クルリと私の向きが変わった。もちろん桜宮さんのほうに。驚いているうちに、私は彼の腕の中に抱き込まれていた。

「さ、桜宮さん……？」

　私を見下ろす眼差しを注視できずに、うろたえる。

「まだ聞きたいことがあった」

「き、聞きたいこと……？」

　鼓動がドクドクと波打ち、密着している身体から響いて気づかれてしまいそうだ。

「砂羽の俺に対する気持ち」

　仰ぎ見た瞬間、お互いの視線が絡み合う。

「あ……」

　交際すると言ったけれど、私の気持ちは伝えていなかった。

「どうなの？」

「……私」

　掴まれた手首。腰に回された力強い腕。私の胸を高鳴らせる眼差し。

　身体が小刻みに震えてきて、足がへたってしまいそうでグッと力を込めるも、彼に支えられていなければ、へなへなとくずおれそうだ。

「砂羽？」

　瞳を逸らさずに問われる。

「好き……。実は……ときどき見かける桜宮さんを目で追わずにはいられなかったの」

　次の瞬間、私はギュッと抱きしめられていた。

「よかった。俺と同じ気持ちで」

　そう呟いた桜宮さんは、私の額に口づけを落とした。

　えっ……。

　そこだけ燃えるように熱く感じる。戸惑い、俯き加減の私の顎がすくい取られ、今度は唇にキスが落とされた。

　唇にキスをされたことがびっくりで、目を閉じるどころか大きく見開いてしまう私に、桜宮さんは美麗な笑みを浮かべる。余裕の表情だ。慣れているのだろうと思うと、胸がズキッと痛む。

「砂羽の心臓が耐えられそうもないから、今日はこれでやめておく。おやすみ」

　もう一度、桜宮さんは額に唇を落として私から離れた。

　もう、まともに彼を見られない……。

「行って。じゃないと、このまま連れて帰りたくなるから」

「は、はい」

　オイルの切れたロボットみたいにぎくしゃくした動きで、私は桜宮さんから離れてマンションへ向かった。

　中へ入る前に振り返ってみると、彼は車の横で軽く手を振っていた。










ふい打ちのパイロット




　ふああ～、と大きなあくびを何度も噛かみ殺し、そのたびに両手を口に当てている。

　周りに乗客がいないのを見計らい、大きく頭を振って眠気を飛ばす努力を試みる。ふい打ちのキスのせいで、眠れなかったのだ。

　朝三時四十五分に起きるのだから、眠れたとしても二時間弱となったとき、起きられる自信がないので睡眠を諦めた。

　それが、今の代償。なんといってもあくびが止まらない。あと数分で休憩に入る。今日は比呂と同じローテーションだった。

　チェックインカウンター業務の引き継ぎにやってきたのは、住田くんと畑中さんの新人コンビ。ちょっとしたトラブルにも落ち着いて対処できるようになってきたふたりだ。

「お疲れさまです」

　相変わらず、住田くんは人懐っこい笑顔でねぎらってくれる。

「腱鞘炎の具合はいかがですか？」

　畑中さんの心配そうな瞳に、私は笑顔になる。

「ありがとう。もうほとんど痛みはないの」

「よかったです。癖になるというので、大事にしてくださいね」

「住田くん、畑中さん、あとはよろしくね」

　ふたりに声をかけたのち、比呂は私と並んで食堂へ向かう。

「眠そうだけど、どうしたの？」

　両手を口に当てていたがバレており、私は申し訳なさそうな顔を比呂に向けた。

「ちょっと眠れなかったの」

「珍しいわね。なんか砂羽らしくないっていうか」

「休日だったから、寝すぎちゃって」

　桜宮さんとのことは、親友と言っても過言ではない比呂にも今は話せない。

「砂羽、彼氏見つけなよ。休日に寝てるばかりじゃ、女ざかりの時期を迎えているのにもったいないじゃない？」

「お、女ざかりって……」

　フフッと笑い、比呂はペロッと舌を出してみせる。

「まあ、なんかおかしな言い方だけど、恋人がいないって損しているよ。仕事も恋も楽しまなきゃ」

　今日の比呂はやたらと恋人の話をしてくる。

「比呂、もしかしていいことがあったりした？」

　ウキウキした彼女の表情からそうであると察する。

「砂羽、鋭いーっ」

　途端に比呂は真っ赤になって、恥ずかしそうに視線を泳がせた。

　いや、わかりすぎるから。

　可愛い比呂に、私も笑顔になる。

「彼とベトナム旅行の話が進んでいるの」

　最近、人気のある旅行地だ。

「ベトナム！　いいわね。しかも岡本さんとかぁ。楽しそう」

「でしょー。早く休みを合わせて、申請しなきゃ」

　そこで食堂に到着し、お腹を空かせている私たちは朝から生しょう姜が焼き定食を選んだ。

　カウンターで用意されるのを待ちながら、比呂と岡本さんの旅行を考え、うらやましくなる。

　私も桜宮さんと……。

　一瞬、彼との旅行を想像してしまったけれど、ぷるぷると頭を左右に振って打ち消した。

　まだ交際が始まったばかりなのに。それに、桜宮さんは海外へ行きすぎだから、城田機長と久美のように休日は国内でゆっくりしたいかもしれない。

　そう思っても、桜宮さんなら海外で絶対に頼りになるし、いろいろなところへ連れていってくれるはずだから、一緒に過ごしてみたい気持ちもある。

　でも、そんなことはこの先、たくさん一緒に過ごしてから。

　いつか彼と、国内でもいいから旅行へ行ってみたいと思う私だった。




「お疲れさまでした！」

「お疲れさま」

　更衣室で着替えている私に、畑中さんが声をかけて出ていく。

「砂羽、どこか寄っていく？」

　比呂からのお誘い。行きたいところだけれど、眠くて仕方なく、残念だと思いつつ頭を横に振る。

「ごめん。眠くて、瞼が今にも落ちてきそうなの」

「あ、そうだったわ。今日は帰って数時間寝たほうがいいね」

　寝すぎても、変な時間に起きてしまい、同じループになってしまいそうだけれど。

「三時間くらいにとどめておくよ。また眠れなくなるとまずいから。じゃあ、先に行くね」

　パタンとロッカーを閉め、まだ着替え中の比呂を残して、更衣室を退出した。

　廊下を歩きながらスマホをバッグから出して、桜宮さんからのメッセージがないか、つい確認してしまう。

　彼からのメッセージはなかった。がっかりしつつ、バッグに戻したとき、名前を呼ばれる。

「砂羽」

　桜宮さんの声だった。

　ハッとして、顔を上げたすぐそこに、デニム姿で半袖の襟付きのシャツを着た彼が立っていた。

　桜宮さんの姿にビクッと肩を震わせて驚き、辺りをキョロキョロ見回す。

　人はいなくて、私はホッと安あん堵どする。

「お疲れ。今から帰るんだろ？」

「う、うん。どうして……」

　桜宮さんのフライトは二十一時過ぎ。出社は夕方でいいのだから、まだ早いはず。

「会いたいからに決まってるだろ。大丈夫、誰もいない。行こう。送ってく」

　サラッと気持ちをさらけ出せるのは、十三歳から大学までアメリカで過ごしたせいなのか。

　彼は私の手を取ろうとした。

「ダ、ダメ。それでもダメっ。離れて歩いてください」

　こんなところで手を繋つないで歩き、誰かに見られでもしたら噂になってしまう。

　今でも、誰か来やしないかと落ち着かなくて、心臓がドクドク暴れていた。

　身を少し引いた私に、桜宮さんは肩をすくめる。

「わかった。ついてきて」

　彼は向きを変えて、出入口に向かって歩き始める。

　せっかく迎えに来てくれたのに、冷たい態度しか取れなくて申し訳ないと思いながら、十メートルほど距離を置いて桜宮さんの後をついていった。




「砂羽、挙動不審な人物になってたぞ」

　車を会社の駐車場から出庫させた桜宮さんは、込み上げる笑いを堪えている様子だ。

「も、もうっ！　ふい打ちなことするからですっ」

　確かに、車に乗るところを思い返してみれば、誰が見ても通報レベルだったかもしれない。

　桜宮さんはひとしきり笑った後、口を開く。

「砂羽、可愛すぎ」

　まさか、彼の口からそんな言葉が出るとは思わず、私は一瞬固まって運転席へ視線を向けた。

「どうした？」

　チラリと私のほうを見てから、彼は視線を前方に戻す。

「前から思っていましたが、桜宮さんって美的センスがずれていませんか？」

「美的センス……？」

　意味がわからないというように、軽く首を傾けている。

「はい。だって、私のことを可愛すぎって」

「は？　本当にそう思っているんだから、口にしてもいいだろ？」

　論点が違う気が……。

　でも、そう思っていてくれて、とても嬉しい私だ。

「桜宮さん、すぐに空港へ戻るんですか？」

　送るだけなんて寂しいと思う自分を心の中で笑う。比呂には帰ってすぐに寝たいと言ったのに。

「いや、できればまだ砂羽といたい」

「じゃあ……うちでコーヒーでも」

　なんの気なしに自宅に誘ってしまい、息を呑む。

　桜宮さんも涼しげな目を大きくして驚いている。まさかそんなことを言うとは思ってもみなかったのだろう。

「だ、だって、桜宮さんはこれからフライトだし、カフェに行っても疲れちゃうかなって。うちだったら、き、気兼ねなく……」

「気兼ねなく？　砂羽をいただいてもいいの？」

「ええっ!?　ち、ち、ち、違くて」

　誘ったと勘違いされ、顔から火が出そうなくらい恥ずかしい。

「なんだ、違うのか。残念」

　からかうような声色の桜宮さんは、フッと笑みを漏らす。

「わかっているから安心しろよ。それに、砂羽を思う存分愛するには、三時間じゃ時間が足りない」

「な、なに言っているんですかっ！」

　左手をステアリングから離し、桜宮さんは頬にやった私の手を掴む。

「砂羽の部屋を見たい。いい？　襲わないと約束する」

　私はコクッと頷く。

　もう車は自宅マンションに着きそうだった。彼はすぐ近くのコインパーキングへ車を停めた。




「散らかっていますからね。それに狭いの」

　今朝出た部屋の中を思い出しながら、玄関の鍵を開ける。眠れなくて、部屋の掃除をしていたから大丈夫なはず。

「どうぞ。入ってください」

　玄関を開けて桜宮さんに上がってもらい、私は後に続く。

　高身長の彼が部屋の中にいると、八畳のワンルームがめちゃくちゃ狭く感じる。桜宮さんは中央に立ったままで、戸惑っているみたいだ。

「好きなところに座ってください。コーヒーを淹いれます」

　バッグを部屋の隅に置き、シャツワンピースの袖のボタンを外して、まくる。

　桜宮さんはベッドを背にして腰を下ろした。前にローテーブルがある。

　私は電気ケトルに水を入れてスイッチを押した。テキパキとそれぞれのカップにドリップタイプのコーヒーをセットし、クッキーを用意する。

「温泉まんじゅう？」

　ローテーブルの上のおまんじゅうの箱に、桜宮さんの不思議そうな声がした。

「あ、はい。久美の新婚旅行のお土産なんです」

「そういえば城田さん、温泉へ行くって言ってたっけ」

「甘いものは好きですか？　よかったらおまんじゅう、開けて食べてくださいね。コーヒー淹れていますが、先にお茶を淹れますね」

「コーヒーでいいよ。……砂羽」

　二畳ほどのキッチンにいる私に、彼が座ったまま声をかけてくる。

「はい？」

　背を向けていた身体を彼のほうに向けて、小首を傾げて見る。

「そんなに気を使わないでいいから。早く来て」

「……すぐできますから」

　そこでカチッと電気ケトルの電源が止まる音がし、カップにセットしたドリップにお湯を注ぎ入れる。

　コーヒーを淹れ終えたカップと、皿にのせたクッキーをトレイの上に置き、桜宮さんの元へ行く。

「どうぞ。好みに合うかわかりませんが」

「俺、食べ物に関してそんなにうるさくないから。いただきます」

　そう言って、桜宮さんはカップを手にして口へ運ぶ。

　私はキッチンに背を向けて腰を下ろす。彼の対面の位置になる。

　部屋にはふたりだけ。初めて異性を部屋に上げた。

　キッチンに立っているときも緊張はしていたけれど、狭い部屋でふたりきりになると、さらに緊張が増してきて、どうしていいのかわからなくなる。

　桜宮さんは長いまつ毛を落として、熱々のコーヒーをすすっている。

　手持ち無沙汰な私は、テーブルの上の温泉まんじゅうの箱を手にして、包装紙をやたら丁寧に開け始めた。いつもならきれいで保存しておきたい包装紙以外は、無頓着にビリッと破いてしまうのに。

　もちろん温泉まんじゅうの包装紙は、特に取っておきたいものでもない。

「コーヒー、美味しいよ」

「えっ!?　あ、う、うん。よかったです」

　肩をビクリと跳ねさせてしまう私に、桜宮さんはフッと笑みを漏らす。

「砂羽、緊張してる？」

「……それはもちろんです。男の人を部屋に上げるのは初めてで」

　戸惑いの瞳を向ける私に、彼は手招きする。

「こっちに来て。ベッドに寄りかかったほうが楽だろ。って、近くに来てほしいのが正直なところだけどな」

　一瞬、桜宮さんの隣に行ってもいいのだろうかと躊躇したけれど、私はすっくと立ち上がり、少しずれて彼の隣に腰を下ろした。

　桜宮さんは私のカップを持って、目の前に置いてくれる。彼の手は節がしっかりしているものの、指が長くてきれいだ。男の人の手って、こんなに美しいのだろうか。

　手を見ているだけで、ドキドキする私って……。

「おまんじゅう、食べますか？」

　発した声が震えているような気がして、薄いセロハンに包まれた茶色いおまんじゅうを、急いでひとつ取って彼に差し出す。

「ありがとう」

　私が差し出したおまんじゅうを取ろうと、桜宮さんは手を伸ばした。

　手のひらのおまんじゅうを取るものと思っていたけれど、彼はそれごと私の手を軽く掴んだ。

「砂羽の今の気持ち、いたたまれないって感じだろ？」

「は、はい……」

　繋がれた桜宮さんの手が、私は気になって仕方ない。

「ちょっと落ち着こうか？」

　次の瞬間、引き寄せられ、唇が塞がれていた。

「んんっ……」

　桜宮さんの食むようなキスに、ギュッと胸が締めつけられる。ほんの数秒だけで彼は離れる。

　そして、妖艶にも見える笑みを浮かべた。

「落ち着いた？」

「お、落ち着けるわけないですっ」

　緊張とは違ったドキドキで、心臓が痛いくらいバクバクしている。桜宮さんのキスはこれで二回目。ふい打ちの口づけは何度されてもきっと慣れない。

　まだ掴まれていた手のひらから、ちょっと潰れたおまんじゅうが取られる。彼は薄いセロハンをはがして、パクッと丸ごと口に入れた。

「うまい。まんじゅうなんて何年ぶりかな。もう一度キスする？　きっと甘いと思う」

「し、しないです」

　ぷるぷると頭を左右に振る。

「昨日のキスのせいで、全然眠れなかったんですよっ。睡眠時間ゼロです」

「ってことは、早番だったし、眠いだろう？　そういえば目がトロンとしている」

　桜宮さんの指先が私の目元に伸びて、そっと撫でた。

「寝てもいいよ。明日も早番だろ？　体調が悪くなったら大変だ」

「お客さまがいるのに、寝られませんっ」

　そう言うと、桜宮さんは形のいい眉の片方を上げる。

「お客さま？　俺はお客さまじゃない。砂羽の恋人だ。だから素の部分もさらけ出してほしい。ダメなときはちゃんと言ってほしい」

「桜宮さん……」

「ほら、ベッドに上がって。砂羽が寝ても襲わないって約束するし。ここはオートロック？」

　コクッと頷く私を見て、彼は先を続ける。

「時間になったら行くから。気にしないで寝ろよ」

「む、無理です」

　もう一度頭を左右に振る私に、桜宮さんの口元がキュッと引きしめられた。

「仕方ないな」

「えっ？」

　突として立ち上がった桜宮さんは、私の手を掴んで引っ張って立たせる。それからベッドに座らせ、強引に横にさせられてしまった。

「あっ！」

　私を横にさせた彼は、再び同じ位置に座った。違うのはベッドに右肘を置き、私のほうを見ていること。

「目を閉じて」

「桜宮さん……」

　彼は左手で私の手を握る。

「眠って。俺がいると眠れないって言うなら帰るよ」

　立ち上がろうとした彼の手を、私は慌ててギュッと引き戻す。

　自分の心をさらけ出すのは恥ずかしさもあった。寝顔を見られるのも嫌だが、帰られるのも嫌。桜宮さんが一緒なのに寝たくないのが正直な気持ち。けれど眠いことがバレているから、彼は頑として眠るように言って譲らない。

「……いてほしい……です」

「ＯＫ」

　笑顔を向けた桜宮さんは腰を落ち着けた。

「なにか話をしてください。そうしたら眠れそう」

　素直になろう。

　そう思って、ねだってわざとらしく上目遣いになる私に、桜宮さんはクスッと笑い、頭を撫でる。

「なにを話そうか。そうだな。砂羽の行ってみたい国は？」

「う……ん。オーロラの見える……国」

　彼の静かな声が心地よくて、答えながら睡魔に襲われる。

「オーロラか。いろいろな国で見られるが、アラスカかフィンランドがいい。カナダのイエローナイフも見られる」

「イエロー……ナイ……フ。いつか……見たい……」

　身体を横たえ、目を閉じると途端に眠気が堪えられなくなり、私の記憶はそこまでだった。




　いつもの音にしだいに意識が浮上して、目を覚ました私はハッと肩を揺らす。

　夢……？

　部屋に桜宮さんの姿はなかった。しかし、ローテーブルにはカップがふたつ。夢ではなかったと思い返す。

　枕元で目覚まし時計が鳴っていて、現在の時刻は十九時。

　彼がセットしてくれたのだ。たくさん眠ると、中途半端に起きてしまい、また同じことになると考えてくれたのだろう。

　眠気に抗あらがえなくて、寝ちゃった……。

　横になったら最後。目を開けていられなかった自分に落胆する。

　十九時かあ……。桜宮さんは会社に着いて、ブリーフィング中かもしれない。

「いってらっしゃいを言わなかったなんて、バカバカっ！」

　自分に怒りを覚えて、枕に顔を伏せた。

　桜宮さんとの会話の最後、イエローナイフのことを彼が口にしたのを思い出す。

　ひとしきり後悔し、顔を上げて何気なくテーブルを見ると、きれいに畳まれた温泉まんじゅうの包装紙の裏になにかが書かれているのが目に入った。

　ガバッと身体を起こして、その包装紙を手に取って見てみると、桜宮さんからのメッセージがあった。【行ってくる。帰国したら、今度は俺の家に遊びに来いよ】と、美しく達筆な字で。

　完璧な恋人だ。彼のような人に、どうして自分が好かれたのかわからない。

「イエローナイフかぁ……。桜宮さんの操縦する飛行機で行ってみたいな……」

　そうひとりごちて、テーブルの上のカップふたつをトレイにのせる。私がひと口だけ飲んだコーヒーは空になっていた。

　彼は自分と私の分のコーヒー二杯を飲んだらしい。

　どこに口をつけたのかわからないけれど、カップを手にして、飲み口に唇を当てた私だった。




『オール・エアー・ニッポン、ニューヨーク行き８３１便はご搭乗手続きを――』

　ざわざわとした喧けん騒そうの中、アナウンスの声が響く。

　今日も羽田空港国際線ターミナル出発ロビーは、ビジネスマンや旅行客で賑わっている。

　桜宮さんがローマに飛んで、今日で四日目。本日、十四時三十分着の予定で帰国する。あと三十分ほどだ。私は本当なら休日だったが、用事で休んだスタッフの代わりに、急きゅう遽きょ遅番の出勤をしている。

　この数日、桜宮さんが気になってどうしようもなく、私は恋に落ちたのだと実感した。以前の彼は遠い存在だったから、姿がときどき見られるだけで嬉しい。それだけだった。

　でも、桜宮さんが近い存在になり、私はどんどん彼に惹かれている。気づけばいつの間にか彼のことばかり考えてしまっていた。

　フライトの無事を心の中で祈り、目の前に立ったお客さまに集中する。

「パスポートとチケットのご提示をお願いいたします。トランクの中にこちらの危険物などはございませんか？」

　にっこり微笑み、危険物が表示してある紙を見せ、ビジネスマンの接客をする。

　ビジネスマンのチェックインが終わったとき、日向主任が私の元へやってきた。

「お疲れさま、水樹さん。悪いけど十七番ゲートへ行ってくれる？」

「わかりました。行ってきます」

　私はここを別の人に任せて、次のゲートに急いだ。




　十七番ゲートへ着くと、隣の十八番ゲートが桜宮さんの操縦するローマからの便であることを知った。

　機長姿の桜宮さんが、ほんの少しでも見られれば嬉しいな。

　腕時計へ視線を落とすと、十四時四十分。予定より遅れており、嬉しさは瞬時に消え去って心配になる。

　そこへ大きな窓から、ＡＡＮのボーイング７４７がゆっくりとやってくるのが目に入り、ホッと胸を撫で下ろす。

　十八番ゲートへ近づく大きな機体。まだ遠いので、コックピットにいる桜宮さんははっきり認識できない。

　気持ちが楽になり、私はゲートコントローラーに歩を進めた。

　搭乗客を誘導し、すべての乗客が乗り込んだ頃、十八番ゲートから桜宮さんをはじめ、コーパイ、ＣＡたちが姿を現した。全員、お揃いの黒のキャリーバッグを引いている。

　私は桜宮さんの姿に頬を緩ませた。彼は私に気づいていない。

　ゲートコントローラーカウンターの中にいるこちらのほうへ、ぞろぞろ歩いてくる一団。

　そのとき、ふたりのＣＡがキャリーバッグを小走りで引きながら、桜宮さんの横に並んだ。

　ボブカットのサラサラの髪をしたＣＡが満面に笑みを浮かべながら、彼に身体を寄せる。

「桜宮機長、私たちこれからお食事へ行くんですが、ご一緒しませんか？」

　高めの声で桜宮さんを誘っているのが私の耳へ届くも、彼の返事は聞こえなかった。

　彼女たちと食事へ行くのかな……。

　嫌だと思ってしまうが、それと同時に、自分に気づかなかったことに気落ちする。

　私って支離滅裂だわ……。私が社内では内緒にしたいって言ったのに……。

　以前の彼は、ＧＳの横を通っても見向きもしなかったことを思い出した。

「水樹さん、次は二十番ゲートですよ」

　ぼんやりしてしまった私は、スタッフに声をかけられ、ハッとする。

「は、はいっ！」

　しっかりしなきゃ！

　自分に活を入れて移動した。




　二十二時になり、勤務が終わって更衣室でアイボリーのワンピースに着替える。日中は晴れていたのに、夕方から土砂降りの雨が降っていた。

　今日は降らないと言っていた天気予報は外れ。これが梅雨というものだろう。

　それにしてもこんな日に、アイボリーのワンピにベージュのピンヒールを履いてきちゃうなんて……。

　桜宮さんと会えるかも、と意識しての装いだった。

　でも、スマホを確認しても彼からの連絡は入っていなかった。私の予定は彼にメッセージを送ってあり、知っているはずなのに。

　遅番のＧＳたちが次々に挨拶して更衣室を出ていく。

「さてと、私も帰ろう」

　パタンとロッカーを閉めて鍵をかけると、バッグを手にして、まだいるスタッフに挨拶をして更衣室を出た。

　置き傘を手にして、駅へ向かう。ここは空港から濡れずに行けるからいいけれど、問題は自宅が最寄り駅から歩いて十分ということ。

　とっておきのヒールが、この雨のせいでダメになってしまう。




　最寄り駅に到着し、改札を出る。

　傘を広げて、雨の中へ一歩踏み出したとき――。

「砂羽！」

　名前を呼ばれた。一瞬、空耳？と思ってキョロキョロすると、もう一度呼ばれる。

　その声のほうを見た私は、空耳でなかったことに安堵する。

　目の前のロータリーのところで車を停めて、窓から覗いているのは間違いなく超絶美形の桜宮さんだ。

「桜宮さんっ！」

　こんな場所にいる彼にびっくりして、傘を差しながら、パールホワイトのＳＵＶ車へ駆けだす。もう、とっておきのヒールがどうなろうと気にしていなかった。

「乗って」

　中からドアが開けられ、私は急いで乗り込んだ。ドアを閉じる前に傘をバサバサと小さく開閉し、水滴を取る。

　それから、ドアを閉めて桜宮さんを振り返った。

「どうして……？　連絡がなかったので驚きました」

「したんだけど、ついさっきだったから。砂羽はもう出た後だろうなと思って、ここで待ち伏せてた。もっと早く来ようと思ったんだが、寝坊した」

　バッグからスマホを取り出してみると、着信とメッセージが入っていた。もちろん彼から。

「あ……ごめんなさい。マナーモードにしていたから、全然気づかなくて……」

「いや、俺が悪い。もっと早く連絡を入れるつもりが、会社から自宅に戻ったら正体もなく眠ってた」

　帰宅してから、住まいのタワーマンションにあるジムで身体を動かした、と彼は続けた。ということは、あのＣＡたちの食事の誘いは断ったのかな……。

　そんなことは聞けずに、ホッとした顔で口を開く私だ。

「疲れているのに……」

　桜宮さんが会いに来てくれて嬉しかった。

「疲れは取れたよ。砂羽、この前、包装紙の裏にメッセージ書いただろ。あれ、実行していい？」

「え？　じっ……こう……？」

　あの文章は、今度は俺の家に遊びに来いよ、というものだった。

「こ、これから？　と、泊まるって、ことですか……？」

　急すぎてテンパってしまい、上ずった声しか出ない。

「そう。ようやく俺たちの休日が合ったんだ。一緒にいて俺を知ってほしい」

「それは早すぎ……ませんか？」

　恥ずかしくて、目と目を合わせられない。

　桜宮さんに抱かれている自分がポワンと脳裏に浮かび、急激に熱くなっていく。パタパタと手で顔を仰ぎたい衝動を抑えて、桜宮さんをそっと伏せたまつ毛から見ると、彼は「クッ」っと声に出して笑った。

「砂羽、想像力たくましすぎ。砂羽が俺と寝たいと言うなら、もちろん協力は惜しまない」

「さ、桜宮さんっ」

「冗談。ゆっくりワインでも飲んで、話をして、眠くなったら寝るっていうプランは？」

　じょ、冗談？　えっちをしないってこと？

　困惑しながら桜宮さんを見ると、彼はエンジンをかけて発進させた。ワイパーが静かに動き、フロントガラスにぶつかる雨を弾いていく。

「で、返事は？」

「……うん」

　桜宮さんに恋心を募らせていたのは事実。彼に愛されたいとも思う。現時点ではワインを飲んでお話がメインっぽいけれど……。

「自宅に戻って外泊の用意をしたほうがいい？　俺のワイシャツなら貸すけど？」

　俺のワイシャツと言われて、また顔がポッと火がついたように熱くなる。

　彼をチラリと見れば、笑いを堪えるように口元を歪ませている。

　もうっ。からかってばかりなんだから。

「家で用意してきますね」

「ＯＫ」

　サラッと了承して、桜宮さんはマンションへ向かってくれた。




　桜宮さんの住まいは品川区にあり、海が見渡せる五十階建てのタワーマンションの最上階だった。久美の新居からひとつ手前の駅になる。

　雨が降っていて、車窓からあまり周りは見えない。そうこうしているうちに、彼の運転する車は地下駐車場へ入ったから、立地はよくわからないけれど、エレベーターの階数の多さに目が丸くなった。

　そして、彼が五十階を押したことから、余計に驚く。

　エレベーターが高速で上昇する中、私の緊張はＭＡＸになっていた。

　自宅に男性を上げたのも初めてだったけれど、男性の家に上がるのも初体験。

　舌が貼りついたようで声を出せず、階を表すインジケーターへ視線を向けている。

　隣の桜宮さんは私の一泊分の荷物が入ったバッグを右手に持ち、左手は私の手と繋いでいる。

　最上階に到着し、奥のドアへと彼は歩を進めた。最上階に何戸あるのか余裕がなくてわからないが、玄関とおぼしきドアは普通よりも高さがあった。

「どうぞ」

　玄関に入ると、感知してパッと電気が点くという慣れない仕様に、私は感嘆の声を上げる。

「すごいハイテクですね」

「こんなのでいちいち感動する砂羽って、可愛いな」

「桜宮さんっ、やたらと可愛いって言わないでください。反応に困りますから」

　出してくれたスリッパに足を入れ、照れをごまかすようにぶっきらぼうに言うと、彼はクスッと笑う。

「言わないようになるべく制御するよ。砂羽の戸惑う顔も可愛いけど」

「またっ！」

　私が困惑するのを楽しんでいる。絶対に確信犯だと思う。

「砂羽、おいで」

　廊下を進み、人を感知してポツポツと電気が点いた先に、広々としたリビングがあった。

　一面に窓があって、くすぶっている夜景が雨であることが残念だ。

　私の部屋が五つ以上入りそうなくらい広いリビングは、大きくて白いラグジュアリーなソファがあって、家具はブラウンで統一されている。インテリアデザイナーが手がけたのだろうかと思ってしまうほど、センスがいい部屋になっていた。

「すごい。さすが最年少機長で、我がＡＡＮの御曹司ですね」

　雨でなにも見えない窓のほうへ進み、目を凝らして外を見る。それはフリで、私と桜宮さんの生活は桁違いだと思い知らされ、ショックを受けていたのだ。

「砂羽」

　持っていたバッグをソファの端に置いた桜宮さんは、窓のそばにいる私に近づくと背後からギュッと抱きしめた。

「そう。俺は最年少機長で、御曹司だから、存分に甘えていいよ」

　夜会巻きで露出している耳に彼の吐息がかかり、ぶるりと震えそうになる。

「桜宮さん……」

　早々に抱きしめられて、心臓がバクバク暴れている。今でもこんなに甘いのだから、これからどうなってしまうのだろう。

「砂羽、座って。今、用意してくるから」

　私を離した彼はアイランドキッチンのほうへ向かおうとした。キッチンはリビングを入って左手にある。リビングの左右にはドアがあり、別の廊下が見えたりと、かなり広いみたい。

「手伝います」

「いや、仕事で疲れているはずだから、休んでいてほしい。寝ないようにね」

　こちらへ戻ってきた桜宮さんは、突っ立っている私をソファに誘導して座らせる。

「すぐに用意できるから」

　そう言って微笑み、桜宮さんは私から離れた。

　ひとり暮らしが長いのか、彼はすぐに手際よくワイングラスとチーズや生ハム、クラッカーを用意し、ソファ前のローテーブルに並べる。

「好みのワインは？　赤？　白？」

「白が好きですが、赤も好き」

　彼は赤が好きなのかもしれないと思い、付け加える。

「俺も同じ。どちらかというと白を好んで飲むよ。まずはシャンパンを開けようか」

　好みが桜宮さんと一緒で、ホッと胸を撫で下ろし、顔がほころぶ。

　いったん、彼はキッチンへ戻り、シャンパンとシャンパングラスを手にやってくる。私の隣に腰を下ろし、デニムを穿いた長い脚を組むと、いとも簡単にシャンパンの蓋を開けた。

　そしてソムリエさながらの手慣れた動作で、シャンパングラスに注いでいく。

　私たちは乾杯して、シャンパングラスに口をつける。

「美味しい……」

　ほどよい甘さがあり、清涼感のある爽やかなシャンパン。どんどん飲み進めてしまいそうだ。

「先になにか腹に入れたほうがよかったか？　遅番のときは夕食はどうしている？」

「夕方の休憩時間で食べているんです。だから大丈夫。桜宮さんは？　さっきまで寝ていたんですよね？　お腹が空いているのでは？」

　隣に座る彼を痛いくらい意識してしまうが、極力落ち着いて見えるように頑張ってみる。

「ジムの後にがっつり食べたから、これくらいがちょうどいい」

　そう言って、シャンパンを飲み干し、瓶を持って私の飲みかけのグラスに注ぐと、自分のも満たす。

「今日、ゲートコントローラーにいたんだな」

「気づいて？」

　まったくそんな素振りを見せなかったから、正直驚いてしまった。

「ああ。もちろん。窓から見ていただろう？　コックピットからもばっちり」

「コックピットから見えたなんて、視力がよすぎです」

　気にしてくれていたのだと思うと、自然と笑みが漏れる私だ。

「十五分ほどディレイしましたよね？　心配でした」

「着陸許可が下りなくて上空で待ってた。腹になにか入れろよ。生ハムは？」

　クラッカーにチーズと生ハムをのせて、桜宮さんは私の口元まで持ってくる。

　向けられた眼差しと、差し出す長い指に、私は魔法にかけられたように口を開き、クラッカーを半分食べる。生ハムは全部私の口の中へ入り、残ったクラッカーとチーズをもらおうと手を伸ばすと、彼はそれを自分の口にポンと放り込んだ。

「あ……」

　まさか残りを桜宮さんが食べるとは思ってもみなくて、バカみたいにポカンと口を開ける。

　そんな私に、彼は楽しそうに口角を上げる。

　二十五歳で付き合った彼氏と、一度だけ寝たこともある。でも、それだけ。痛いだけの経験でよかったとは言えなかった。

　こんなシチュエーションや、雰囲気にもなったことはない。ほぼ恋愛初心者と言っていい私にはさっきからハードルが高くて、戸惑いっぱなしだ。

「そういえば、砂羽はＣＡ希望だったが、身長が足りずにＧＳになったと平尾さんから聞いた。最初からうちに入ったわけじゃなかったんだな」

　平尾さんとは久美のこと。現在は城田久美になっているけれど、職場では書類や備品類の変更が面倒で、名字を変えないと彼女は話していた。

「ＣＡは小学生の頃からの夢だったけど、身長……こればかりはどうにもならず……。それで、ＧＳに。ＡＡＮも受けるつもりでちゃんと準備していたけれど、当日高熱であえなく断念」

　就職先としては、やはり国内最大手のＡＡＮが第一希望だった。一次の筆記試験、面接が高熱で叶わず、つらくて落ち込んだことを思い出す。

「でも……もう九ヵ月前になります。久美からＡＡＮがＧＳを募集しているって教えてもらって転職を」

「平尾さんに感謝だな。うちへ来なければ砂羽に会えなかった」

　優しい笑みを浮かべ、桜宮さんは私の頬をそっと撫でた。彼の目線が私の喉元へ移動し、思い出したように立ち上がる。

「ちょっと待ってて」

　彼はどこかへ消え、すぐに戻ってきた。ゴールドのリボンがかかった、ロイヤルブルーのキラキラ光る包装紙に包まれた小さな箱を手にして。

「はい。お土産」

　隣に座った桜宮さんは、小さな箱を私の手のひらにポンと置く。お土産を用意してくれたなんて思ってもみなかった。

「ありがとうございます。開けていいですか？」

「もちろん」

　美しい包装紙で、丁寧にはがしていると、彼がクッと喉の奥で笑う。

「どうして笑って……？」

　キョトンとする私だ。

「そうやって丁寧にはがすの、砂羽の癖？　それ好きだな」

「とてもきれいだから、取っておきたいなって。あ、普通の包装紙はいつもビリビリに破っちゃいますよ」

「温泉まんじゅうの包装紙は普通じゃなかった？　ごめん、俺、勝手に書いちゃったけど」

　申し訳なさそうな表情になる彼に、急いで口を開く。

「いいえ。いいんです。あのときは桜宮さんを前にして緊張して、なにかしていないと、どうしていいのかわからなくて、丁寧にはがしていただけなんです」

「緊張のわりには、電池が切れたようにパタッと眠ったな」

　思い出したように彼は口元を緩ませる。

「ごめんなさい」

「謝ってほしいんじゃないよ。むしろ気を許してくれたのだと、嬉しかった」

　頭を優しく撫でられ、胸がキュンと音をたてた。

「開けてみて」

「あ、はい」

　箱を開けると、横並びにルビーが大中小と五個連なるゴールドのネックレスだった。ルビーの赤がキュートでデザインはシンプル。でも、五つも連ねているルビーがあるからゴージャスである。

　ネックレスにうっとりと、ため息が漏れる。

「とてもきれい……桜宮さん、ありがとうございます。もらっちゃって、いいんですか……？」

「もちろん。砂羽のために選んだんだから。これなら勤務中でも大丈夫だろ？　いわゆるマーキング」

　マーキング発言に笑った私はネックレスを彼の手に落とし、クルッと背を向けた。

「つけてくれますか？」

　仕事の髪型、夜会巻きなので、髪の毛を手で上げることなくつけてもらうのを待つ。

　すぐにひんやりした感覚が喉元に触れた。そして指先を首元にやって、ルビーの部分をそっと撫でる。

　お土産としてもらえるような代物ではないだろう。

「似合っている。普段でもつけていられるように選んだんだ。あ、シャンパンがなくなったな。次は白ワインか。持ってくる」

　シャンパンが底をつき、桜宮さんはすっくと立ってキッチンへ向かった。戻ってきた彼は、白ワインを持ってきてふたつのグラスに注ぐ。彼のほうがかなり飲んでいるけれど、顔色も口調もまったく変わっていない。

「お酒、強いんですね」

「休日にしか嗜たしなまないが、さほど強くはないよ。酔うかもしれない。これを一本飲んだらね。砂羽は？　ほんのり頬が赤くなってる」

「私は三杯か四杯が限度かも」

　話す私の唇に、彼の視線が留まった。

「……砂羽にキスしたい」

　私が持っていたグラスが取り上げられ、テーブルの上に置かれる。

　夜会巻きにしていた髪のピンが引き抜かれ、ふんわりと肩に落ちた。

「あっ」

　肩に触れた髪へ手を伸ばしたとき、桜宮さんの端整な顔がゆっくり近づいてきて、唇が重なった。

　まるで私の唇を味わうように動かされる唇に、頭の中に靄もやがかかっていく。

　ちゅ、ちゅっと、リップ音の響きが扇情的で、気づくと私はソファの上に押し倒されて、桜宮さんのキスに夢中になっていた。

　いつの間にかワンピースの前ボタンが外され、白のブラジャーのレースが露わに。ブラジャーの上から胸を揉もまれ、ビクッと身体を跳ねさせてしまう。

「華奢なのに、胸が大きくて、制服がドキッとするくらいよく似合う」

　ブラジャーが下げられ、大きくてコンプレックスのある膨らみが、桜宮さんの目に晒さらされた。

「きれいだ……」

「恥ずかしいから、見ちゃダメ」

　手で隠そうとする私の両手首が掴まれ、万歳をするような格好をさせられて、彼の顔が胸に下りてくる。

　私の暴れる鼓動は痛いくらいで、胸の頂が彼の形のいい口に含まれ、舌先で弄もてあそばれると、顔を隠したいほどの羞恥心に襲われた。

「あっ……、シャワーを」

　十三時から働き詰めだったのだから、汗もかいている。桜宮さんに愛される決心はついているけれど、汗くさかったらどうしようと、夢中になっている頭の片隅で思ってしまった。

「どうして？　砂羽、いいにおい」

　胸の膨らみの谷間に桜宮さんは顔をうずめる。

「っあ、い、いいにおいじゃ……汗かいてるし。お願い」

　羞恥心に耐えながら頼むと、彼は愛撫を中断して私の身体を起こす。そして食むように唇を重ねた。

「恥ずかしがる砂羽もたまらないな。一緒に浴びる？」

　即、首を左右に振る私に桜宮さんは苦笑いを浮かべ、ソファから下りる。急いでワンピースの前を合わせていると、抱き上げられた。

「きゃっ！　お、重いから下ろしてっ」

「本当に？　歩ける？」

「えっ？」

　桜宮さんはニヤリと笑い、私の足を床につけさせた。途端に、くにゃりと足に力が入らなくて、くずおれそうになる。瞬時に、彼はもう一度私を抱き上げた。

「砂羽、足に力が入らないだろ。ずっと小刻みに震えてるからな」

　どんどん奥へ向かい、ドアを開けたそこはバスルームだった。驚くことにシャワールームとバスタブが別々にある。

　シャワールームは一メートル四方以上あるガラス張り。出入口で下ろされた私は足をふらつかせ、腕を掴まれる。

「ここにバスタオルがあるから。で、ひとりで大丈夫？　俺が手伝ってもいいんだけど？」

　からかわれているのは充分に承知している。けれど慣れないことだけに、私は引きつった笑みを浮かべて、頭を左右に振った。

　ドアの向こうに桜宮さんが消えると、胸に手を置き、何度も深呼吸を繰り返す。

　これから起こることが、信じられない。

　三ヵ月前まで、彼に近づくことさえ叶わないと思っていた。

　大きな鏡に映る私の顔は高揚していて、目がキラキラ輝いている。

　大丈夫。私は桜宮さんに抱かれたい。

　たった一度の元カレとのときの痛みは尋常じゃなくて、話に聞く気持ちよさが自分には感じられないんじゃないかと疑っていた。

　でも、全身が震えるほどの桜宮さんのキスは、元カレとは違っていた。

　彼の唇が触れた胸の先端部はまだ疼うずいており、気にしないようにしてワンピースを脱いだ。




　バスタオルを一枚巻いただけで桜宮さんの前に出るのは恥ずかしくて、もう一度ワンピースを着ようか迷った。

　あまりバージンのような反応をしていると呆れられそうだ、と自分を叱しっ咤たして、スリッパに足を入れてバスルームを出る。

　リビングで桜宮さんはソファに横たわり、目を閉じていた。

　昼寝をしたとはいえ、ロングフライトは疲れるよね。一番の重責を担う機長だし。

　そんな彼を癒してあげたいと思う。

　私が癒せる？

　そんなおごりは爪の先ほどもないけれど、素直になって、桜宮さんが私といて居心地がいいと思ってくれたらいい。

　ソファの少し前で立ち止まっていた私は、勇気をかき集めて彼に歩を進めた。

　寝てはいなかったようで、気配に桜宮さんは目を開ける。

「砂羽」

　笑みを浮かべて私の名前を呼び、上体を起こして立ち上がる。

　桜宮さんはまだＴシャツとデニム姿。私は無防備なバスタオル一枚で心許ない。視線を落とした私を、彼は引き寄せて抱きしめる。

　甘くキスが落とされ、先ほど通った廊下の手前の部屋へ連れていかれる。そこが彼の寝室だった。

「ごめん。俺、余裕ないわ。今すぐ砂羽が欲しい」

　私の頬に手のひらが当てられ、引き寄せられる。再び唇が塞がれ、上唇と下唇を代わる代わる食むようにキスされていく。

「んっ……」

　ベッドに横たわり、私を組み敷いた桜宮さんはバスタオルをゆっくり外した。

　裸体を彼の目に晒され、穴があったら入りたい気持ちに襲われる。

「で、電気を消してください」

「全身がピンク色に染まってきれいだ。恥ずかしがる必要はないし、自信を持って俺に愛されればいい」

「桜宮さん……」

　ベッドに横たわった私を組み敷くようにして、桜宮さんが熱い眼差しで見つめる。彼が私のほうへ顔を落とすと、ベッドがギシリと音をたてた。

　そこからは無我夢中で彼の愛撫に応え、驚くような快楽に身を任せる甘い甘い時間だった。




　明け方に起こされて愛し合った私は、桜宮さんの腕の中でウトウトまどろんでいた。

　ちゅっとおでこにキスが落とされる。

「砂羽」

「う……ううん……」

　本当は少し前から目を覚ましていた。どんな顔をして桜宮さんを見ればいいのかわからなくて、眠っているフリをした。

　さわさわと頬を指で触れられ、キスで少し腫れた唇の輪郭をなぞられていく。

　指でなぞられるだけでは物足りなくなって、目をパチッと開けた。

「おはよう。砂羽」

「桜宮さん、おはようございます。今、何時……？」

　照れを隠しながら、すぐ近くにある美麗な顔を見ないようにして聞く。

　睡眠時間は、トータル二時間ほどだろう。なのに、桜宮さんはたっぷり眠ったようにスッキリした顔をしている。

　彼に引き換え、私はきっと腫れぼったい目になって疲れた顔をしているに違いない。

「八時過ぎ。なあ？　砂羽。まだ俺のことを『桜宮さん』って呼ぶのか？」

「でも……」

「一線を引かれてるみたいで嫌だな。『朝陽』って呼べよ。もう俺に愛されたんだし」

「……あ……朝陽」

　呼んでみると恥ずかしくて、顔を布団で隠したくなったところを抱きしめられる。

「もう一度呼んで」

「朝陽……」

　嬉しそうに懇願され、私は再び彼の名前を呼んだ。

「また砂羽が欲しくなる。君が腕の中にいるせいで、おちおち寝ていられなくて目が覚めたんだ」

　朝から甘い言葉を紡いでくれる彼に、愛おしい気持ちがあふれ出てくる。

「だけど、超絶に腹が減った。朝食を食べに行かないか？　食べて戻ってきてから休もう」

　確かに私もお腹が減っている。今にもぐうう、と不満の音をたてそう。できることなら、そんな音は彼に聞かせたくない。

　私はコクッと頷き、掛け布団を胸のところで押さえながら、上体を起こした。




　今日は平日の水曜日。

　車に乗って朝陽が向かった先は築つき地じだった。

　空はどんよりとした曇り空で、そのためにさらに眠気に誘われる。

　眠らないように、窓の外を眺めると、オフィスへ向かうサラリーマンやＯＬの姿があった。

　私たちは休日。視線を彼らに向け、この時間に朝陽と一緒にいられる幸せをひしひしと感じていた。

　近くの路上パーキングに車を停めた朝陽は、築地場外にある新鮮な海鮮丼を食べさせてくれる店へ案内してくれた。

　時刻はもうすぐ九時。すでに築地場外は、美味しい朝食を求める観光客などで賑わっている。

　私たちは朝から贅沢に、豪華な海鮮が盛りだくさんの丼をオーダーした。

　新鮮で美味しい海鮮丼に舌鼓を打ち、店を出るとランチ用にカフェのサンドイッチやスイーツを食べきれないほど買って、朝陽のマンションへ戻ってくる。

　ほんの一時間ほどの外出だった。

　部屋に戻るなり、朝陽は私を求める。ベッドへ連れていかれ、翻弄される時間が始まった。










恋のライバルの策略




　朝陽のフライト勤務と私の勤務ローテーションは、なかなか丸二日間合うことはなく、短いデートを楽しむこと約三ヵ月。

　朝陽から彼のマンションの鍵も渡されており、交際は順調である。

　季節は繁忙期の八月を過ぎ、九月の半ばになっていた。とはいっても、土曜日が休みの人は月曜日が祝日で三連休になるので、近場の海外旅行へ行く人々が目立ち、空港はいつもより混雑していた。

　そんな海外を楽しむ乗客もいるが、私は早番の土曜日の今日、退勤後は友莉子と久美に会う予定になっている。

　朝陽は昼の便で上シャン海ハイへ。帰国は明日。上海便は満席だった。

　かれこれ十二時間前まで朝陽と夕食を食べて、彼の部屋でゆっくりしていた。

　朝陽との時間はずっと胸が高鳴って、幸せな気分でいられる。久美の結婚式の日から、まるでシンデレラの魔法をかけられているみたい。

　今日も私の首元に、朝陽からプレゼントされたルビーのネックレスがある。身につけていると朝陽がそばにいるような気がして、毎日に張り合いが出るのだ。

　プレゼントされたネックレスはこれだけにとどまらず、彼はロングフライトのたびに、各国で素敵なアクセサリーを買ってくる。

　本日の私はゲートにいて、偶然にも担当は朝陽の上海便。もうすぐやってくるはず。

　上海行きの搭乗客がベンチにぼちぼち座り始めた頃、凛り々りしい機長の制服姿の朝陽とクルーたちが姿を見せた。

　制帽をかぶり、四本ラインの機長の制服に身を包んでいる。搭乗客の若い女性たちなどは朝陽を目で追っている。

　カッコいいな～。機長の姿になった朝陽は尊くて、私の彼氏だなんて嘘みたいだといつも思う。デニムと白シャツといった私服の朝陽は、親しみが湧くんだけれど。

　しだいにこちらへ近づいてくる朝陽と笑顔を交わせたら、と思ったとき、シニヨンに結ったブロンドの女性が彼の隣に立った。

　モデルばりのプロポーションで、一瞬で目を引く。ＡＡＮのＣＡの制服を着ているが日本人ではなく、私が彼女を見たのは初めてだ。

　その彼女が朝陽に親しそうな笑みを向けて、なにか話し始めた。その姿を目にした瞬間、胸の奥がズキッと痛む。視線を逸らそうとしてもできない。

　彼女は身長がスラリと高く、朝陽と並んでいると、ファッション誌の一ページを飾るモデルにしか見えない。もちろん朝陽も。

　朝陽が笑いながらなにかを言ったようだ。彼女はペロッと舌を出して、ＣＡの列に戻っていった。無邪気な笑顔は若さを感じさせる。

　ぼんやりしているうちに、目の前を朝陽が通り過ぎ、慌てて頭を下げた。彼が私へ視線を向けたかどうかはわからない。

　全員が通り過ぎて、無意識に胸に手をやる。

　胸が痛い……。

　なんだろう。言いようのない不安が押し寄せてくる感覚。




　その日の退勤後、私は約束の表おもて参さん道どうのカフェへ急いだ。

　フライトがオフ日の久美と、規則正しい土日の週休二日制という会社員の友莉子から、もうカフェに着いているとメッセージが入っていた。

　朝陽はまだ上海に到着していない。フライト中は職務があるから、あの女性と接することもほとんどないと思うけれど、帰国は明日のフライトだから今晩はフリー。

　あの雰囲気が気になっていて、夕食を一緒に食べるのではないかと変な勘繰りをしている私だ。

　こんなふうに思うのは、朝陽を信用していないみたいでダメなのに……。

　九月に入ったとはいえ、まだまだ夏のような暑さで、カフェに着いたときは室内の涼しさに「ふうー」と脱力した。

　窓際の四人がけのテーブルに座っているふたりを見つけ、近づいてきた店員に「あそこに友人が」と声をかけて歩を進める。

「お待たせっ！」

「砂羽、お疲れー」

　ふたりは私と違って疲れた様子もなく、元気そうだ。

　友莉子の隣に座り、私は通りかかった店員にアイスコーヒーを頼む。ふたりの飲み物はまだ半分くらいある。

「久美。今朝、城田機長はヘルシンキ便だったわね」

「あ、会った？」

「チラッと見かけただけ。颯爽と歩いていてカッコよかったわ」

　そう言うと、久美の頬がポッと赤らんだ。

　久美はもともと華やかだったけれど、既婚者になってからは落ち着いた美しさのある人妻になっている。

　肩甲骨まであったブラウンの髪を、友莉子はばっさりとショートヘアにしていた。

「髪を切ったのね？　なにか理由があって？」

　小さく笑って、彼女は「気分転換にね」と言う。

　そこへアイスコーヒーが運ばれてきて、暑さで喉が渇いていた私はストローを差すと一気に半分近く飲んだ。

「はあ～、生き返る。友莉子、すごく似合っているわ」

　友莉子はノースリーブの黒のブラウスに白のワイドパンツで、仕事ができる女性の代名詞のように見える。

　私たち三人で食事をするのは春以来で、積もり積もった話は尽きない。

　飲み物がなくなったところで、十六時からオープンのスペインバルへ向かった。




　明日も休みのふたりは赤ワインを選び、私は最初の一杯だけを同じものにして、それ以降はウーロン茶にする。

　明日は遅番だから、今日ゆっくりできるのが嬉しい。

　スペインバル特有の、ひと口で食べられるいろいろなピンチョスなどの料理が、丸テーブルに並ぶ。

「かんぱーい」

　私たちは乾杯をして、赤ワインを口にしてから、タコとプチトマトのピンチョスをパクッと食べる。

「砂羽、王子とどうなってるの？」

　ふいに久美が、タコを口の中に入れてモゴモゴしている私に質問を投げかけた。朝陽と付き合い始めて約三ヵ月。久美にも友莉子にも話していなかった。

「ねえ、王子って誰？」

　不思議そうに首を傾げて友莉子が尋ねる。

「披露宴で、砂羽の隣にいた人。名字は桜宮さんだけど、ＣＡの間では王子って呼ばれているの」

「へえー、王子か。披露宴の後、病院へ連れていってくれた超絶イケメンの人よね？」

　私が口を開くより先に、友莉子が身を乗り出して思い出したようにパンッと両手を合わせる。

　好奇心でキラキラ輝くふたりの目から、視線が私に集中だ。

「ん……」

　わざとゆっくり咀そ嚼しゃくし、なんと言おうか考える。

　付き合っていることを内緒にしたいと朝陽に頼んだのは私だ。同じ職場の久美に話すのは、朝陽を裏切っているような気がして、ためらわれる。

　でも、なにかと世話を焼いてくれている久美だ。信頼もしている。朝陽も私のことを久美にいろいろと聞いた経緯もあるから、心を決める。

「うん。実は付き合い始めたの。内緒にしていてごめんなさい」

「ええっ!?　そうだったの？　うわー、うらやましいー」

　心の底から驚いたように友莉子は目を丸くしているが、久美はにっこり笑う。

「そうじゃないかと思ったわ。砂羽の顔が以前より明るく見えるし、色香が出てきたなって」

「い、色香って。そんなことないわよ」

　そんなふうに見られていたと知り、恥ずかしくなって顔が熱くなった。

「いやいや、なんだろう。色気が出てきたよ」

　友莉子の言葉に久美が同意するように頷く。

「ふたりとも勤務が不規則だから、会う時間が限られていない？　大丈夫？」

「思ったよりゆっくり会えないかな……同じフライトで現地デートをしていた久美がうらやましいって思っちゃう」

　私がポツリと漏らすと、久美は急に顔を曇らせた。

「付き合っているときのほうがよかったわよ。今は一緒のフライトになることはなくなっちゃったし」

　彼女なりに不満があるみたい。城田機長がフライトから帰ってきても、久美が仕事で、すれ違いも多々あるという。

「この際、私たちに不満をぶつけちゃっていいよ」

　友莉子がポンと胸を叩き、グラスを空けてから手を上げて店員を呼び、デキャンタで持ってくるように頼んでいる。

　飲み進める中、友莉子はコーパイ真木さんとの話をした。忙しい彼とほとんど会えないことから、今では連絡を取り合っていないそう。

「ハイスペックでなかなかのイケメンだったから、このまま終わらせるのはもったいないと思うんだけどね……好きになったら、頻繁に会えないのは耐えられそうもないから」

　次の恋に友莉子は期待をするみたいだ。

　そこへ、テーブルの上に置いてあった久美のスマホが振動した。

「城田かもしれないわ。毎回、現地に到着するとメッセージを送ってくれるから」

　笑みを漏らしながら、久美はスマホの画面をタップしてメッセージアプリを開く。

「あら、違った。智とも子こからだわ。あ、ＣＡ仲間なの――」

　メッセージを読む久美の手が止まる。

　右隣の友莉子が久美の手元を覗き込む。

「智子が、上海便……王子のフライトで……」

　そのとき、食い入るように画面を見つめていた友莉子が「あっ！」と声を上げた。久美が困惑の表情になる。

「どうしたの？」

　私の問いかけに、久美は一瞬ためらってからスマホを差し出した。

　そこには写真があり、食事中の光景だ。自撮りらしく、私も見かけたことのあるＣＡを筆頭に、その後ろに女性陣が並んで座っているところ。そこに横を向いている朝陽が写っていた。でも、私が釘付けになったのは彼の隣にいるブロンドの女性だ。

　朝陽は彼女の隣に座っていた。

　おそらく写真を撮られていることなど気にも留めていないのだろう。彼はブロンドの女性に微笑んでいた。そして、彼女もとても楽しそうな笑みを浮かべていた。ふたりだけが、写真を撮られていることをまったく気にしていない。

「……このブロンドのきれいな人、知ってる？」

　スマホを戻しながら久美に尋ねる声は、若干震えている気がした。

「う……ん。彼女、ハンナ・シモンズといって、アメリカの航空機メーカーのＣＥＯの孫なの」

　反応をしたのは友莉子だ。

「ええっ？　それってめちゃくちゃ大金持ちじゃないの？　そんな人がＣＡに？」

　私はといえば、ハンナさんの立場から見て、朝陽となにか関係があるのではないかと瞬時に考えを巡らせてしまい、声も出せない。

「ええ。聞くところによると、彼女のおじいさまは目に入れても痛くないほど可愛がっているらしいんだけど、働くことも大事だと考えて、自社ではなくＡＡＮに入社させたの。もともとハンナは大学で日本語を勉強していたから普通に話せるし、他にも何ヵ国語も話せると聞いているわ」

　ハンナさんのおじいさまが、ただ単にＡＡＮへ入社させたのではない気がした。

「アメリカの大学を卒業する前からＯＪＴをみっちり特訓し、こちらへ来たばかりよ。今のところ……」

　久美は途中で切り、茫然としている私へ視線をやる。

「今のところ？」

　友莉子が身を乗り出し、先を急かした。

「王子のフライトしか乗務していないの。といってもまだ数回だけど」

「どうして彼女は王子のフライトだけなのかしら？」

　わけがわからない、と友莉子は首を傾げ、ワイングラスへ手を伸ばす。

「わからないわ。偶然かもしれないし……」

「久美、友莉子、あんな写真たいしたことないって」

　自分の疑念も払拭するように、私は力強く言ってみせた。

「朝陽の周りにはきれいな女性ばかりなのに、私のことを大好きって言ってくれるの。だから気にしないわ」

　ふたりの顔が少し明るくなった。

「のろけちゃって！　ごちそうさまっ」

「でしょ。朝陽は美的感覚がずれているの。私を選ぶんだから」

　にっこり笑ってみせると、久美は大きく首を横に振る。

「砂羽はきれいよ。王子の美的感覚はずれていないわ」

「そうよ。あと……」

　久美に続いた友莉子がジッと私の胸へ視線を向けた。

「ど、どこ見てるのっ」

「フフッ。きっと王子は胸フェチじゃないかなと思って」

　友莉子の言葉に久美がケタケタ笑いだす。

「確かに！　身長差三十センチ以上で、華奢だけど胸が大きな癒し系のボディが、王子の好みなのよ」

「も、もうっ！　この話はやめようよ」

　手で胸を隠すフリをしながら、私は少しだけ気が紛れて笑みをこぼした。




　帰宅してベッドにポスンと腰を下ろす。

　久美と友莉子には強がってあんなことを言ったけれど、本当はこのまま朝陽がずっと好きでいてくれる自信なんてない。

　彼の周りには容姿端麗、才色兼備な美女ばかり。私はその中の一番下にも引っかからない。

　今までは、私を選んでくれたのだ、と心から朝陽を信頼していたけれど、なぜかあのブロンドの女性、ハンナさんを見てから胸がざわついている。

「気のせいだと思いたいけど……朝陽、今すぐ会いたいよ」

　ベッドに横になり、ギュッと目を閉じる。

「あー。ワイン一杯しか飲んでいないのに、酔っちゃったみたい……」

　メイクを落とさなければ……そう思っても身体を起こす気になれなかった。




　翌日、遅番の私はいつものようにチェックインカウンターで、旅行に胸を膨らませている搭乗客の手続きをしていた。

　隣には比呂がいて、ふたりの息の合った作業でサクサクと処理していく。

「昨日は忙しかったでしょう？」

　比呂は休日だった。

「目が回るくらいにね。間際になっても来なかった団体がいて、捜し回っちゃった。今日はマシね」

「それが一番労力を使うわ」

　気の毒というように比呂はコクコク頷く。

「さてと、休憩だわ。行きましょう」

　チェックインに並ぶお客さまも途切れて、次に受け持つＧＳふたりと交代した。

　私たちは食堂へ行き、それぞれ食べたいメニューを選び、トレイを持って席に着く。

　ボロネーゼのパスタとセットのサラダを口にして、ふと朝陽が気になった。彼は夕刻、上海から戻ってきている。

　もしかしたら、まだ事務所にいる……？

　食堂に来ているのではないかと、何気なく見回してみるけれど姿はない。

　いたらすぐにわかるよね。朝陽は目立つから。

「砂羽、キョロキョロしてどうしたの？」

「えっ？　キョロキョロなんてしてないわ」

「ううん。してた、してた」

　ニコッと笑って否定してから、比呂はオムライスをスプーンに取って、パクッと食べる。

「そんなことないよ」

　もう一度弱々しく否定し、話を逸らすようにボロネーゼをフォークに巻いて口の中へ入れて咀嚼した。

「変な砂羽」

　苦笑いを浮かべながら比呂は肩をすくめる。

　朝陽とのことを彼女に話せていないから、後ろめたさを感じながらも、ホッと胸を撫で下ろす。

　そして食事が終わってコーヒーを飲んでいると、休憩時間が残り十五分になった。

「さてと、行こうか」

　歯磨きをして、身だしなみをチェックして再びチェックインカウンターへ向かわなければならない。




　勤務が終わると、普段より疲れを感じていた。月のもののせいもある。

　お腹も痛いし……少しフラフラする。

「比呂、お疲れ。早く帰ろう」

「そうだね。遅番だとゆっくり眠れるからいいわ」

　着替え終わった私たちは更衣室を出る。比呂の家は私が住む街よりも、ひと駅空港寄り。

　朝陽から連絡が入っているか気になって、改札に向かいながらスマホを取り出す。

　えっ……駐車場で待ってる……？

「ひ、比呂、ロッカーに忘れ物をしちゃった。ごめんね。先に帰って」

　忘れ物などしておらず、比呂に嘘をついているからぎこちない。

「忘れ物？　うん、わかった。お先に。お疲れー」

「お疲れさま」

　比呂と別れて、いそいそと駐車場へ向かう。

　小走りで駐車場に歩を進めながら、【今、向かっています】とメッセージを送った。

　辺りを確認しながら、パールホワイトのＳＵＶ車を捜す。高さのある車なので、すぐに見つけられた。朝陽は驚くことに、制服を着て運転席にいた。

　カ、カッコいい……。

　制帽はかぶっていないし、上着も脱いでいるけれど、ワイシャツの肩章の四本ラインが眩まぶしい。フロントガラスから眺める朝陽は素敵で、突っ立って惚けてしまいそうになる。

「砂羽？　どうした？」

　窓を開けて、朝陽が不思議そうに尋ね、私はハッと我に返った。

「あ、ううん。お疲れさま」

　運転席から身体を乗り出し、朝陽は助手席のドアを開けてくれる。車の外に彼が出ないのは、会社の人に見られないように用心をしてくれているから。

　助手席に座ると、朝陽は私の後頭部へ手を回してキスを落とす。

　昨日見かけたばかりだけれど、昨夜も悶もん々もんとしていたせいで、彼に会うのが待ち遠しかった。

「疲れているように見えるけど？　体調が悪い？」

「そうかな？」

「ああ。ちゃんと顔を見せて」

　室内灯を点けて、朝陽は私の両頬を大きな手で囲むようにしてジッと注視する。彼の瞳を見ているうちに、もっとキスをしてほしくなった。

「目の下にくまがある」

　親指の腹で目の下をそっと撫でられる。

　くまが見えちゃうなんて、メイクが落ちていたのね。恥ずかしい……。

　朝陽の目を見ていられなくなって、そっと逸らすと、彼は私のほうに身体を寄せ、シートベルトを装着してくれた。

「まっすぐ俺のところでいい？」

「あ……今日はあの日で……」

　彼は明日オフ。出勤までただそばにいるだけでいい、と期待を込めて口にした。

「ああ……そっか」

　そこへスマホの着信音が聞こえる。朝陽はポケットから出して、相手を確認してから出る。

「もしもし？」

　電話から、私の耳に女性の声が聞こえてきた。その瞬間、誰なのだろうと聞き耳をたててしまう自分がいて、それに嫌気が差し、聞かないようにバッグの中を探ってスマホを出す。

　短い返事の後、朝陽は電話を切った。そして私のほうを向く。

「やっぱり家に送る。明日も仕事だろう？　早く休んだほうがいい」

　心配して言ってくれているの……？　それとも、今の女の人とこれから……？

「う……ん。ありがとう」

　私は考えたことを口にできなくて、小さく頷いた。




　朝陽が家に送ってくれた日から二週間が経っていた。あれからお互いの休みが合わず、メッセージのやり取りと、ときどき電話で話すくらいしかできず、空港で見かけることはあっても、ちゃんと会えていなかった。

　そして、いつもあのハンナさんがいる。

　そんなとき、久美から連絡があり、空港のカフェでお茶をしていると、驚くことを聞かされた。ハンナ・シモンズは朝陽のお嫁さん候補なのだと。

　このことを話すには勇気がいっただろうと思う。でも、親友だから親身になってくれているのだ。

「彼女と結婚すれば、ＡＡＮはさらに国内最大手の地位が揺るがなくなるでしょうね」

　久美の話に私は愕がく然ぜんとして、言葉を失った。

　心臓がドキドキ暴れ始め、顔が歪む。急に喉の渇きを覚え、ミルクティーの入ったカップを持つ。その手が小刻みに震えていて、カップを口に運ぶことができずソーサーの上に置いた。

「砂羽、大丈夫？　ごめん、こんな話を聞かせて。砂羽は大事な親友だから話さないと、と思ったの」

「……うん。嫌な役目だったね。ごめんね」

　知らなかったほうがよかった？　ううん。知らなかったら、私は道化師そのもの。付き合っている彼は別の女性と結婚し、もしかしたら、結婚式の日取りを知るまで気づかなかったのかもしれないのだから。

　朝陽はそんな男ではないと信じているけれど……。

「……これはハンナが話しているのを聞いたの。けっこう周りに吹聴していて。だから、本当のところはわからないのよ？　王子が言ったのではないから」

　笑顔を久美に向けようとしたが、私は引きつった顔にしかならなくて、唇をギュッと噛む。

「砂羽、ちゃんと王子と話してね」

「……うん。考えさせられちゃうね。朝陽のような人に、私はふさわしくなかったと思う」

「そんなっ。自分を卑下しないで。砂羽は素敵な女性よ。もし、王子が砂羽を弄んでいたとしたら、私は許さないわ」

　強く言葉にして、久美は耐えるように拳を強く握りしめる。

　私よりも久美のほうが怒っているみたい。そう思ったら、少しおかしくなって、フッと笑みを漏らした。

「久美、ありがとう」

　ようやく言えたけれど、そう口にしたら涙が滲んできて、急いでミルクティーを口にする。

「ねえ、例えばだけど……いづらくなったら、ＬＣＣのＣＡへ転職もありだと思うの。ＬＣＣは身長にこだわらないところもあるって最近聞いたわ」

「久美……」

　彼女の言う通り別れることになったら、朝陽を見かけるだけでつらいかもしれない。

　……つらい？　ううん。身を切られるように胸に痛みを覚えるだろう。

　現在、朝陽はロサンゼルスだ。もちろんハンナさんも一緒に。久美の話が本当であれば、公私混同も甚だしいけれど。

「ＬＣＣのＣＡ、なれたら嬉しいかも」

　ＣＡになって世界中の空を飛ぶのが、小学生の頃からの夢だった。

「城田に知り合いがいるから、募集していないか聞いてもらうけど？」

「それは……少し待って」

　朝陽に確認してからにしたい。

　心の中で、ハンナさんとのことは嘘だ、愛しているのは私だけだと言われるのを期待してしまっていた。




　久美から衝撃的な話を聞き、その夜は眠れなかった。もう二十四時を回っている。早番だから起きるのは三時四十五分。

　朝陽のフライトは早朝に到着予定だから、私がゲート担当になれば、彼の姿を見られるかもしれない。会いたいと思う気持ちは充分にあるが、ハンナさんと並ぶ姿を目にしてしまえば、きっと胸が痛くなって苦しい思いをするだろう。

　でも本当のところはわからないのだから、あれこれ考えるのは、やめなきゃ。




　結局、一睡もできずに出社することとなった。

　まったく寝ていないのに、不思議と眠気はない。今日、朝陽と会うかもしれないという緊張感のなせる業なのかもしれない。

　出社し、ブリーフィングで私はゲートではなく、チェックインカウンターを担当することになった。住田くんも一緒に。

　ゲートではなくて安堵しているのか、がっかりしているのか、正直わからない。

　笑顔で乗客に接し、次々と仕事をこなしながらも、早朝五時に到着する朝陽のフライトを頻繁に確認してしまう。

　あ、無事に到着……。

　最年少機長になるくらいなのだから、腕は確かであると思う。でも、愛しているからこそ、どんな些さ細さいなことであれ心配してしまうのだ。




　休憩に入り、食堂でいつものように朝食を食べる。目の前で住田くんがもりもりとオムレツを食べている。

　私は卵とツナ、ポテトのそれぞれのサンドイッチを。

「水樹さんは有給休暇の申請をしましたか？」

　食欲がなく、なかなか飲み込めないサンドイッチをホットコーヒーで流し込んでいると、住田くんが思い出したように口を開いた。

「ううん。まだ。住田くんは？」

　朝陽とどこか旅行へ行きたいと思っていたけれど、彼からはなにも相談されず、延びてしまっている。

「僕は十月の第三週に、一週間の申請を出しました」

「どこかへ行くの？」

「はい。大好きなパラオに」

　以前、彼はスキューバダイビングが趣味だと言っていたのを思い出した。

　嬉しそうな笑顔に、旅行へ行きたくなってくる。一緒に行く相手は、やっぱり朝陽しか思い浮かばなかった。

　休憩時間が残り十五分になり、席を立ったとき、ふいに名前を呼ばれる。

「ミズキ・サワさんですか？」

　驚くことにハンナさんがすぐそばにいて、不安そうな笑みを浮かべていた。青い瞳は私が首から下げているＩＤカードを見ている。

「あ……、は……い」

「お話があります。少しの時間でいいので、お願いします」

　流りゅう暢ちょうな日本語のハンナさんは不安そうに見えながらも、強引さが窺える。住田くんが不思議そうにハンナさんと私を交互に見ていた。

「五分くらいなら。住田くん、先に行ってて。すぐ戻るから」

　住田くんは「はい」と言いながらも、興味津しん々しんといった感じで仕方なくトレイを持って去っていく。

　なぜ私をハンナさんが見つけられたのかと思ったけれど、事務所へ行けば勤務形態はすぐにわかるから、簡単だったかもしれない。

「廊下へ出ましょう」

　ここでは注目を浴びている気がする。目立っているのはハンナさんの容姿のせいだろう。

「わかりました。先に行っています」

　トレイを持ち、私は返却カウンターへ戻す。そして、出入口に立っているハンナさんの元へ歩を進めた。

　彼女のほうへ向かいながらも、用件は朝陽のことに違いないと確信している。

　食堂近辺は人が頻繁に行き交うので、私たちは少し離れたところへ移動した。

　対面に向き直った瞬時、ハンナさんは怖いくらい真剣な顔つきになった。弧を描いた眉で、気が強そうでもあるが、とびきりの美人であることは間違いない。

　こんなときなのに、サファイアのような瞳だな、なんて見てしまっている。

「アサヒと別れて。彼と私は結婚をするの」

　どうして私が朝陽の恋人だとわかったのだろう？　内緒にしているのに。

「私を知っているんですか？」

「ええ。アサヒが教えてくれたので。彼はあなたに別れ話をすると言っていました。私が先にあなたに話したのは、いきなりアサヒから聞かされるより、ショックが少ないと思ったんです」

　朝陽でもハンナさんでも、どっちにしろ、そんなことを言われたらショックは受ける。実際、胸の奥がズキズキしてきていた。

「アサヒは優しいので、申し訳ないと思っています。あなたは彼を愛しているのでしょう？　彼のためを思ったら……あなたから別れると言ってほしいんです」

　ハンナさんのお願いは支離滅裂。どうして別れを切り出される私のほうが、気を使わないといけないの？　でも愛の話を持ち出されてしまっては……。

　口に出せず、思案していると、ハンナさんはたたみかけてくる。

「私と結婚することでＡＡＮはさらに大きくなっていくんです。家族は私たちを祝福しています」

「ＡＡＮが、さらに大きくなっていく……？」

「ええ。おじいさまは経営統合まで考えてくださっているの。もちろんＡＡＮが有利なように。昔からアサヒは家族の一員みたいに可愛がられていたから、おじいさまにとって、私以上に孫のような存在なんです」

　本物の孫よりも孫のような存在って……それほどシモンズ家と朝陽は密な関係だったのね……。

「だから、どんな条件をつけてでも、おじいさまは私と結婚させるために尽力してくれるの」

　家絡みのことを出されてしまえば、私は太刀打ちできない。今さらながら、ハンナさんの家の力を思い知らされた。

「私の望みが叶えられなかった場合、おじいさまは、可愛さ余ってアサヒや彼の家族に直接的な危害を加えるかもしれないんです。そうなってもいいんですか？」

　危害を……？

　そんな言葉、信じられなかったが、彼女の祖父はシモンズの権力者。ハンナさんの言うことはあり得るのかもしれない。

「……朝陽から、ちゃんと話してもらいます。もう時間なので、失礼します」

　彼女に明確な返事を告げずに、私はその場を離れた。




　その日はハンナさんの言葉がグルグルと脳裏を巡り、寝不足もたたって、仕事が終わった頃には疲れきっていた。

　早く帰って寝なきゃ……。

「水樹さん、顔色悪いですよ？　大丈夫ですか？　僕、送っていきますよ」

　その『大丈夫ですか？』には、ハンナさんの件も含まれている気がする。聞きたいけれど聞けない。そんな雰囲気だ。

「ひとりで帰れるから気にしないで。ありがとう。お先に失礼するわね。お疲れさま」

　更衣室に向かいながら、隣を歩く住田くんに断り、ドアを開けた。

「はい。お疲れさまでした」

　住田くんがペコッと頭を下げるのを見てから、私はしっかりと力が入らない足で、更衣室へのろのろと進んだ。

　私服に着替え終わり、スマホをバッグから取り出す。毎回のメッセージのチェックが癖になってしまっている。

　朝陽からメッセージが入っていた。

【お疲れ。駐車場にいる。早く砂羽を抱きしめたい】

　朝陽……。

　いつも通りの彼。久美やハンナさんの話は忘れたほうがいいの？

　考えを巡らせながら、朝陽へ【これから行くね】とメッセージを打った。

　疲れきってひどい顔をしていても、彼に会わずにはいられなかった。




　朝陽は車外にいて、スマホを弄っていた。車に寄りかかりスマホを見ている姿が様になっていて、胸がキュンと高鳴る。

　いつもは車内にいるのに……。

　辺りを見回して、私は会社の人がいないか確かめながら、朝陽へ歩を進める。彼はすぐ私に気づき、端整な顔に笑みを浮かべる。

「砂羽、お疲れ」

「朝陽もお疲れさま。ずっと事務所にいたの？」

　近づく私のために助手席のドアを開けてくれる。

「ああ。デスクワークをしてた」

　パイロットは各部署に所属し、朝陽は運航安全推進部にいる。飛行データを分析し、不安全要素を抽出して、対策を検討するということだけれど、私にはさっぱりわからない。

　そして彼は取締役でもあるから、ときどき本社へも赴いている。

「車の中で待っていてって――」

　いつも言っているのに……と続けようとしたけれど、ふいに額にキスが落とされ、言葉が続けられなくなる。

「俺、レディーファーストが身についているだろ？　これでもひとりで乗せることにずっと胸が痛んでいたんだぞ」

　茶化した感じだけれど、本当にそう思ってくれていたのだとわかった。

「ほら、乗って。顔色が悪いんだけど？」

「ありがとう。ちょっと寝不足で」

「明日は遅番？」

　助手席に乗り込むと、朝陽はドアを閉める前に尋ねる。

「うん」と答える私に、彼は選択肢を選ばせる。

「俺のところでゆっくりさせたいが、砂羽の希望は？」

「私は……」

　やっぱり朝陽と一緒にいたい。我慢できそうもなくて、急いで私は口を開く。

「朝陽がいてくれれば、どこでもいい」

「ＯＫ。うちへ行こう」

　口元を緩ませ、彼は助手席のドアを閉めた。




　目を開けると、自分が一瞬どこにいるのか認識できなかった。

　しかし、ベッドサイドのランプの淡いオレンジ色の灯りで、朝陽の寝室にいるのだとわかった。

　車が走りだしてから、記憶がない……。

　ハッとして、身体を起こして枕元の時計を確認すると、二十二時を回っていた。

「うう……七時間近く寝てる……」

　朝陽が気になり、キングサイズのベッドから出てスリッパに足を入れ、寝室を出る。

　リビングはライトの灯りが落とされ、アイランドキッチンから物音が聞こえた。

「朝陽……」

　小さく呟いたつもりだったのに、俯いて手元を動かしていた朝陽は顔を上げた。

「腹が減って起きた？」

　口角を上げて、からかう朝陽だ。

「そうみたい。ごめんなさい、車の中で寝ちゃって。重いのに……」

「砂羽くらい運ぶのは、わけない。座ってろよ。ちょうどできたから」

「手伝うよ」

　キッチンの中にいる朝陽に私は近づく。彼が作ってくれていたのは、ナポリタンだった。

「じゃあ、ワインセラーから飲み物を出して。白ワイン、少しくらいなら飲める？」

　私を気遣いながら、彼はフライパンから皿にナポリタンをよそっている。

「うん。白ワインとグラス、用意するね」

　七時間近くも眠ったおかげで、頭はスッキリし、疲れも取れた気がする。でも、頭の中には朝陽とハンナさんのことがずっとあって。

　朝陽から背を向け、スタイリッシュなすりガラスになっている食器棚からワイングラスを二脚、四十本ほど入るワインセラーの下段からよく冷えた白ワインを出した。

　テーブルに並べていると、朝陽が両手にナポリタンの皿を持って、やってくる。

　トマトベースとニンニクの食欲をそそるにおいに、十三時間くらい食べていないお腹が鳴りそうだ。

「どうぞ」

　朝陽に椅子を引かれ、私は着席する。

　対面に腰を下ろした彼は白ワインのコルクを手際よく抜き、グラスに注ぐ。

「美味しそう。朝陽が作ってくれたナポリタンが食べられるなんて嬉しい」

「味はどうだろうな。これしか作れないから、意外に自信はあるけど」

　ナポリタンが小さい頃から好きで、留学してからもこれだけはよく作っていた、と以前聞いていた。

　白ワインをひと口飲み、ウインナーにニンジン、ナス、玉ねぎと具だくさんのナポリタンにフォークをクルクル巻きつける。そんな私を、朝陽は白ワインを飲みながら見ていた。

　フォークに巻きつけたナポリタンを頬張った私は、美味しさに目を丸くする。

「朝陽、最高っ！」

　モゴモゴと咀嚼を繰り返しながらだけれど、早く感動を伝えたかった。

　朝陽は嬉しそうに目尻を下げる。

「よかった。たくさん食べろよ」

　私の賛辞にホッとした様子で、朝陽もナポリタンを食べ始めた。

「で、どうして寝不足に？」

「えっ……」

　答えに困ってしまい、視線を泳がせる。

「砂羽？」

「調整がうまくいかなかっただけ。今日みたいに帰宅してからちょっと長く寝ちゃったら、眠れなくなって」

　眠ってしまった私を車から運び、ベッドへ連れていって、食事まで作ってくれる朝陽だ。別れようと思っていたら、こんなふうに尽くしてはくれないだろう。

　今を壊したくなくて、ハンナさんのことは言いだせなかった。

「明日は遅番だよな？」

　駐車場でも聞かれたけれど、朝陽は念を押すように口にした。

「そう。朝陽はオフでしょう？」

「ああ。ってことは、たっぷり休息を取った砂羽は眠くない。でも、睡眠も必要だよな。大丈夫。俺が疲れさせてやるから」

　口元をニヤリとさせ、朝陽は不敵な笑みを浮かべる。

「つ、疲れさせるって……」

　もう。こういうときの朝陽にいつもタジタジになってしまう。

「メッセージで言っただろう？　砂羽を抱きしめたいって」

　わざと私を戸惑わせているのだろうか。顔が熱くなって、白ワインのグラスへ手を伸ばすと、彼はクッと楽しそうに喉の奥で笑った。




　大人ふたりが入っても余裕のバスタブ。

　背後から朝陽に抱きしめられるようにして、私は湯船の中に入っていた。

　彼の手が腹部に回り、首筋に舌を這はわせ、私の反応を楽しんでいる。肩に唇が落とされ、ちゅっちゅ、と私の肌を滑っていく。そのたびに私の身体がピクッと跳ねる。

「砂羽。いつも思うけど、触り心地、最高」

　腹部に当てられていた手が上に移動して、胸を優しく包んだ。

「んっ、あ……」

　包み込まれると同時に指で敏感な頂が弄ばれ、じわじわと腰が疼き始める。同時に朝陽も興奮してきていることがわかった。

「すぐに砂羽の中に沈めたい」

　微かに振り向いた私の唇を朝陽は強引に奪う。胸の頂が痛いくらいに尖とがり、私の身体がふわりと浮いた瞬間、向き合う形になって、グイッと背に当てられた腕で上半身が朝陽の目に晒された。

　そして胸の頂が朝陽の形のいい唇に含まれ、やんわりと吸われる。ぶるりと身体が喜びに震える。

「あっ、朝陽……」

「わかってる。ベッドだろ」

　立ち上がり、朝陽は私を引き上げると、大判のタオルを手にして私の身体に巻きつけた。




　甘い一夜を過ごした私は、オフの朝陽に空港まで送り届けられた。お泊まりできるように、数点の服などは朝陽のマンションに置いてあるから直行できる。

　駐車場のスペースに車を停めた朝陽は、私のほうへ身体を向けた。

「じゃあ、次のオフは俺と砂羽の休みが合う日だよな」

　先になるけれど、丸二日間あるのはずいぶん久しぶりだった。

「うん。気をつけてね」

「ああ。今度は温泉へ連れていくよ。温泉まんじゅうを買いにな」

「温泉！　うん。行きたい。楽しみにしてるね」

　微笑んだ朝陽は私の頬に片方の手を置き、顔を傾け、優しく見つめたのち、唇へキスを落とす。何度も角度を変えるキスを交わして、離れた朝陽の唇にリップの赤がついていた。ということは、私の唇に塗ったリップが取れてしまったということ。

　私は小さな悲鳴を上げた。

「あっ！」

　慌ててバッグからポーチを出して、さらに中に入っている小さな手鏡を手にする。

「どうした？」

　朝陽にはピンとこないみたいだ。

「はい」

　クスクス笑いたくなるのを堪え、彼へ手鏡を向けてみせる。

「はあ～」

　朝陽から呆れた声が上がる。

「すっかり忘れてた。砂羽にキスしないでいられないんだから、仕方ないか」

　フッと笑い、車のグローブボックスを開けてティッシュを手にする朝陽だった。

　急いでメイクを直し、私は名残惜しくて朝陽を見つめる。

「行ってきます」

「ああ。いってらっしゃい」

　なかなか朝陽から離れられない。この時間はいつも身を切られるような感覚になるのだ。

　ドアの取っ手に手をかけて開けると、私は外へ出た。




　朝陽に会って、愛されているのだと実感でき、今日の私は調子がいい。現金な私だ。

　次の休みに、ふたりで温泉へ出かけられる。そのことを考えると、楽しみで顔がにやけてくる。

　隣にいる比呂に「なにかいいことあったんでしょう」とからかわれてしまう私だった。けれど、心の中はハンナさんの忠告の言葉が渦巻いていて、どうしたらいいのかわからなかった。

　朝陽や彼の家族に危害……本当にそんなことできるの……？










愛する気持ちは増すばかり




　十月に入り、早番を終えた私は朝陽のマンションへ向かった。彼は今日は本社の会議に出た後、自宅に戻る予定になっている。

　たまには手料理を朝陽に食べてもらいたくて、近くのスーパーで食材を買って彼の部屋の前に到着した。

　どこにも出かけずに部屋でのんびりするのもいいなと考えながら、一階のコンシェルジュのいるロビーを通り、エレベーターに乗って、部屋のインターホンを鳴らした。鍵は預かっているけれど、朝陽が在室なら押すべきだと思ったのだ。

　中から返事はない。

　職場を出たときにメッセージを送っていたのに、既読になっていなかった。

　まだ本社から戻っていない……？

　バッグから鍵を出して、玄関のロックを解除する。ドアを開けてみて、いつもスッキリしている広い玄関に革靴が一足、無造作に脱がれているのが目に入った。

　帰っている？　疲れてお昼寝中とか……？

　スリッパに履き替えて、リビングへ歩を進めてみると、そこに朝陽の姿はなかった。

「朝陽？」

　部屋をあちこち見るのは悪いと思いながら、キッチンの作業台にスーパーの袋を置いて、寝室に行ってみることにした。

　静かにノックしてドアを開ける。

　そこに朝陽はいた。ベッドの上で横を向き、身体を丸めたような姿で眠っている様子。このような格好を目にするのは初めてで、なにかがおかしいと感じ、ベッドの横に立った。

「朝陽？」

　声をかけても瞼は開かれない。

　覗き込んでみると、彼の額にいくつもの汗が浮かんでいた。

「あ！　朝陽っ、熱があるのね！」

　手を伸ばし、彼の額に置いてみれば、いつもより高い体温が伝わってきた。私の手が触れて朝陽の目が開く。

「砂……羽……来てたのか……」

　いつもよりかすれた声だった。

「熱が高いよ！　病院へ行こう」

　パイロットは常に体調管理を重視している。朝陽も健康に気をつけていたのに、風邪をひいてしまったらしい。

「……行ってきたから。ごめん。うつるから、帰って……ゴホッ……」

「嫌よ。こんな状態の朝陽を置いてなんて帰れない」

　すると朝陽はだるそうに上体を起こして、ぼんやりした熱っぽい瞳で私を見つめる。

　彼はワイシャツとスーツのスラックス姿のままだった。帰宅後、そのまま眠ったということはよほどつらかったのだろう。ワイシャツもスラックスも皺しわくちゃになっていた。

　ボタンが数個開けられたワイシャツから覗く鎖骨と、その下までのラインに不謹慎だが男性の色気を感じて、ドキッとしてしまう私だ。

「だいぶよくなったから、心配いらない」

　それをアピールするためなのか、朝陽はふらりとベッドから下りる。

「朝陽？」

「着替えてくる」

　朝陽は隣のドレッシングルームへ消えた。ドアを隔てて彼の咳が聞こえてくる。

　一応、しっかりした足取りには見えたけれど……。

　だいぶよくなったからって、帰れないよ。帰ったら心配で仕方ない。

　寝室から離れることもできずに、ベッドメイキングをして朝陽を待っていた。少しして、彼はＴシャツとスウェット素材のロングパンツに着替えて戻ってきた。

　きちんと整えられたベッドへ視線を向けた朝陽は「ありがとう」と言い、続ける。

「砂羽、大丈夫だから、帰ってほしい」

「嫌」

　顔を顰めながら、即座に頭を横に振る。

「砂羽にうつしてしまうから」

　大丈夫だと言っても、やはり大儀なのだろう。朝陽は無造作にベッドの端に腰を下ろす。

「うつして。うつしたら治るっていう都市伝説もあるんだから。パイロットの朝陽は早く治さなきゃ」

「砂羽」

　いつもより低い声は、まるで駄々っ子をたしなめるような響きだ。

「朝陽の風邪くらい、もらっても、どうってことないわ」

　今まで突っ立っていた私は隣に座ると、彼が不思議そうにしている間に、抱きついて唇を重ねた。

「っ、砂羽！」

　私は呆気なく引き離された。

　今まで見たことがないくらい困惑している朝陽に、にっこり笑みを浮かべる。

「せめて食事を作らせて。おうどんが食べたくて、材料を買ってきたの。おかゆのほうがいい？」

「砂羽、うがいしろよ。塩で？　いや、緑茶もいいって聞いている。それよりも医者から、うがい薬をもらっていたんだ。キッチンにあるから」

　たった今のキスのことが気にかかるらしい。うがいも今さらって感じだけれど。

　動揺している朝陽を尻目に、私は口元を緩ませて立ち上がる。

「ちゃんと、うがいするから。おうどん？　おかゆ？　どっちが食べられそう？」

「……うどん」

「はいっ。朝陽はちゃんと寝ていてね」

　ベッドに横になる彼を見届けてから寝室を出ると、キッチンへ行った。




　出だ汁しの味を重視して薄味を心がけた、具をたっぷり入れた味み噌そ煮込みうどんを作り終えた頃、朝陽が姿を見せた。

　時刻は十六時半を回っている。

「寝ていなかったの？」

「少し寝た。思ったより腹が減っていたみたいで起きたんだ」

　アイランドキッチンの向こう側にいる朝陽の顔は、先ほどよりもスッキリした感じで、具合がよくなっている気がする。

「今用意するから座っててね」

　テーブルのほうの椅子に、朝陽は素直に腰かける。

　ウォーターサーバーからコップふたつに冷水を注ぎ、私は味噌煮込みうどんを深めの白い皿によそった。男性のひとり暮らしだから、丼というものがなくて、それで代用することにした。

　レンゲもないから、カレー用のスプーンと箸を選ぶ。

　味噌煮込みうどんを朝陽の前に置くと、彼は「うまそう。いただきます」と言って食べ始める。

　私も対面に座って、朝陽が口へ運ぶのを、眉を下げて見つめる。彼に料理を作るのは初めてで、口に合うかわからず心配だった。

　熱々のうどんを咀嚼した後、「うまいよ。こんなときに食べる味噌煮込みうどん、身体に沁み渡る」と言ってくれる。

　どんどん食べ進めていく朝陽に、私は愁しゅう眉びを開き、「いただきます」と両手を合わせてからうどんをすすった。

　薬を飲んで汗をかいたおかげか、食事が終わってから熱を測ってみると、三十七度だった。朝から熱っぽかったが、本社へ出社後に体調が悪くなり、会議が終わって病院で測ったときは三十八度だったらしい。

「風邪がうつったかもしれない。砂羽が心配だよ」

　私がキスしたことを怒っている様子。

「平気よ。風邪くらい、たいしたことないわ。朝陽は明後日からフライトなんだから、それまでに万全にしないと」

「明後日は無理だろうな。治さなければスタンバイに頼まざるを得ないんだ。ＣＡも同じことだ。航空性中耳炎にもなりやすいから。そうなると長引く。俺としたことが、うかつだったよ」

　スタンバイとは、常に不測の事態に備えて待機している代替要員のことだ。

　聞けば、ここ十年間はこれほどの風邪をひいたことがないそうで、そう話す朝陽は少しへこんでいるみたい。

「明日の朝、ご飯を食べられるようにセットしておくね。しっかり食べて治さないと」

「ああ。砂羽特製のうどんでだいぶ復活したから、それほど休まないで済みそうだ」

「うん。お鍋にまだ残っているから、夜、お腹が空いたら温めて食べてね。あ、でも心配。泊まっていい……？」

　朝陽の考えはわかっているから、上目遣いで可愛く聞いてみる。

「ダメだ。ひとりでできるから。帰るんだ」

「朝陽っ」

　懇願する私に、彼は厳しい目で頭を横に振った。

「お前がここにいたら余計に心配で、治るものも治らなくなる。だから帰って。送れなくて申し訳ないが」

「……わかったわ。連絡してね」

「もちろん。すでに風邪をうつしてしまっているかもしれない。俺もできることはするから、いつでも連絡をしてほしい」

　お互いを気遣っていることがおかしくなって、フッと笑みを漏らした私たちだった。




　朝陽は一日だけスタンバイに頼り、次の日から台湾へ飛んだ。台湾は往復でその日のうちに帰国する。

　私はといえば、朝陽は風邪をうつしたのではないかと心配していたけれど、喉の痛みもまったくなくて、元気だった。

　キスしたのにうつらないなんてね。どれだけ健康なのかしら、と自分を笑った。

　そして数日が経ち、朝陽はロンドンに飛んでいた。帰国は明後日の月曜日。

　土曜日の今日、私のシフトは休日。秋冬物の洋服を探しに、ちょうど休みが合った久美と一緒に買い物へ出かけている。いろいろな店を歩き回り、私たちの両手には洋服が入ったショッパーバッグがあった。

「喉が渇いたね。カフェに入ろうか」

　久美に提案して、私は目に入ったおしゃれなカフェを指で示す。

「賛成。小腹も空いてきたし、パンケーキでも食べたいわ」

　久美は甘いものに目がなく、食事もかなり食べるのに太らず、スタイルは抜群にいい。今日も七分袖のシャツワンピースをサラッと着こなしており、身長もあるからカッコいい。通り過ぎる人がときどき振り返ってまで見ていた。

　私たちは目当てのカフェに向かう。

　暦では秋だが、まだ暑く、歩いていると汗ばんでくる。カフェの中へ入ると涼しさにホッとした。

　店内はほどほどに混んでおり、ふたりがけのテーブルもあったが、私たちの荷物の多さを見かねた店員は、四人がけのテーブルに案内してくれる。

　私たちはショッパーバッグを椅子にドサッと置いた。

　写真付きのメニューを見ながら、二種類のパンケーキをそれぞれオーダーする。半分ずつシェアしてふたつの味を楽しむ作戦だ。

　先にアイスティーが運ばれてきて、ひと口飲むと、「はあ～」と至福のため息が漏れる。

「久美は昨日、ロスから戻ってきたのよね？」

「そうよ。あ、これお土産。たまにはと思って」

　仕事で行く久美は、ほとんどお土産を買わない。彼女がバッグから出したのは、二十代に人気のあるブランドのリップだった。

「それ、砂羽のお気に入りのブランドでしょう？　新色が出たらしくて、自分のも買ったの。お揃いなのよ」

「久美、ありがとう！　秋っぽい色で嬉しい！　さっそくつけるからね」

　オレンジ色にほんのりベージュが入った落ち着いた色味だ。

「気に入ってもらえてよかった。きっと似合うわよ。……ねえ、砂羽。王子とのことはどうなったの？」

　ふいに切り出され、一瞬まごつくも、正直に話そうと私はアイスティーをもう一度飲んでから口を開く。

「いつも通りにお付き合いしているわ」

「ってことは、ハンナのことは聞いていないの？」

　久美は目を見開いて驚き、私はやんわりと笑みを浮かべてコクッと頷く。

「朝陽、まったく変わらずに愛してくれるの。だから、ハンナさんのことは聞けずじまいでいる」

「はあ～っ。ますますハンナは、あちこちに言いふらしているというのに」

「うん……私の耳にも入ってくるようになったわ」

　それは朝陽がハンナさんと婚約する話だった。ＧＳの間でも朝陽は常に注目されているから、噂は瞬く間に広がっている。

「ハンナの勝手な思い込みだったらいいけど……」

　きれいな弧を描く眉を下げ、久美は心配そうな表情になる。

「朝陽に聞かなくてはならないとは思っているの。でも、いざ彼の顔を見ると言葉にできなくて。今が信じられないくらい幸せだから」

「砂羽……」

「もう少し様子を見させて。本当だとしても、『はい、そうですか』って、別れることなんてすぐにできないし」

　私の本心だ。

　朝陽に尋ねるのが怖いのもある。できることならば、朝陽が愛しているのは私だけ、と噂やハンナさんの言葉は否定してほしい。

　今のままでいたい。

「……砂羽がそう言うのなら、私は見守ることしかできないけど……応援するわ」

「ありがとう。久美ならそう言ってくれると思っていたわ」

　そこへ紫芋とカボチャのパンケーキが運ばれてきた。デコレーションされた可愛いパンケーキに、今までの重い空気は払拭され、私たちはスマホに写真を収めてから食べ始めた。




　カフェでお腹を満たした後は、もう一度ショップなどをうろついてから、居酒屋へ入った。

　久美とこんなにのんびりしたのは久しぶりだった。結婚前の久美は準備で忙しかったし、かれこれ一年ぶりかもしれない。

　居酒屋でサワーを二杯ほど飲み、鉄板料理や揚げ物、おつまみを堪能して帰宅した私たちだった。




　翌日は早番。

　制服に着替えてブリーフィングルームへ急いでいると、前方からキャリーケースを引いて並んでやってくるＣＡふたりがいた。

　夢中で話をしている彼女たちは、自販機のカップを持っている。

　廊下は広く、それほど端に寄らなくてもいいので、そのまま通り過ぎようとしたとき――。

「きゃあっ！」

　突然なにが起こったのか理解できなかった。悲鳴を漏らしてから、顔にかかった温かめの液体へ指を滑らせてみると、コーヒーだということがわかった。

　すれ違いざま、彼女たちが私の顔に向かってカップの中身をぶちまけたのだ。

「あら？　ごめんなさいね。手が滑ってしまったわ」

　そう口にするのはＣＡのひとりだけれど、どう考えても手が滑って私の顔にかかるはずがないし、謝っている口調は楽しげで、もう少しで笑い声が聞こえてきそうなほど頬を緩ませている。

「あなた、桜宮機長とお付き合いしている人じゃない!?」

　もうひとりのＣＡが驚いた様子で聞いてくる。

　ポケットからハンカチを出して顔を拭う。彼女たちの言葉に耳を傾けている場合じゃない。だけど、朝陽の名前が出た瞬間、手が止まった。

「身のほど知らずよね。ハンナさんから桜宮機長を奪おうだなんて。さっさと別れないと、これくらいじゃ済まないわよ」

　きれいにメイクが施されたＣＡたちの顔が、鬼のような形相にさえ見えてしまった。

　そこへ私を呼ぶ声がする。

「水樹さん？」

　住田くんだった。彼の声と足音が聞こえると同時に、ＣＡのふたりは足早に去っていく。

　とどのつまり……これは警告なのだ。朝陽と別れなければ、黙っていないと。

「水樹さん！　いったい、どうしたんですか!?」

　コーヒーがプンプンにおう制服と、私の顔を交互に見て、住田くんはびっくりしている。

「ちょっとぶつかっちゃって。着替えてくるから、日向主任に遅れると伝えてくれる？」

「もちろんです！　しかし、ひどいですね」

　しだいに怒りというかショックで手足が震えてくるのを堪えて、住田くんに返事もできずに更衣室へ引き返す私だった。




　一日の業務を終えると、今朝の出来事から今までが永遠にも思えるほど長く、とても疲弊していた。ブリーフィングルームを出たとき、住田くんがスマホを持って近づいてくる。

「水樹さん、お疲れさまでした。あの、すごい写真があるんですけど見ますか？」

「すごい写真……？」

　首を傾けて、私はキョトンとした顔になる。

「はい。どうぞ」

　住田くんは私にスマホを差し出した。

　スマホに映し出されていたのは、朝陽とハンナさんだった。

　ふたりはロンドンの古風な街並みを歩いている。後ろ姿だけれど、ハンナさんだともちろんわかるし、朝陽の際立ったスタイルは確かめるまでもない。

　ふたりの姿を目にした刹那、心臓が嫌な音をたて、不規則に大きく乱れ始めた。

　胸が締めつけられるように痛くて手を置く。だけど、視線は朝陽とハンナさんに釘付けだ。

「あと、これです」

　スマホの画面をスライドさせて、住田くんはカフェにいるふたりを見せる。今度は椅子に座り、脚を組み、俯き加減の朝陽だ。隣にハンナさんが座っている。

　少し離れたところからのアングルで、彼の表情はいまいちわからない。でも勝手に指で引き伸ばすこともできない。

「桜宮機長、カッコいいですよね。ハンナさんとお似合いですね」

　住田くんは私と朝陽の関係を知っているの？

　どうしてこのような写真を私に見せるのか不思議だった。

「あ、これも！　映画のワンシーンみたいなんですよ」

　再び彼はスマホの画面をスライドさせて、新しい写真を見せる。

　その写真は、ふたりが視線を絡ませ、ハンナさんの頬に朝陽の指先がかかっていた。それは今にもキスをしそうな、見ている者をドキドキさせるような、美しいと言っても過言ではない写真だった。

　一枚目はそれほど傷つかなかった。二枚目も、一緒にカフェに入ることもあるだろう。でも三枚目は衝撃的で足が震えてきて、今にもくずおれてしまいそうで力が入らなくなった。目頭も熱くなってきて、涙が溜まっていく。

　でも、住田くんの前で泣き崩れるわけにはいかない。

「住田くん……どうして私に、見せたの？」

「先日、ハンナさんと食堂で話をしたんです。そうしたら友達になってほしいって。年も同じですし。ハンナさんはＣＡの間で一線を引かれているので、寂しかったみたいです」

　そう話す住田くんに、私への悪意は窺えない。

「水樹さんも、ハンナさんと知り合いなんですよね？　写真を送るから水樹さんに見せてほしいってメッセージがあったんです。嫌……でした？」

　住田くんは首を微かに傾げた。

「……よくわからない」

　正直な気持ちだった。よかったのか、悪かったのか。

　はっきり言えるのは、もう朝陽とは別れなくてはならないってことだけ。

　私と朝陽が付き合っていることは、住田くんの耳には入っていないんだ。ハンナさんが話していると思っていた……。

　住田くんにしてみれば、私と朝陽の関係を知らないのだから、私がこれほどのショックを受けているのは解せないだろう。

「水樹さん、すみませんっ！　ハンナさんから頼まれて、なにも考えず――」

「いいの。あ、憧れの人だったから、ちょっとショックだったみたい。婚約するって噂もあるのにね。じゃあ、着替えるから」

　動揺を隠しながら早口で言ってから、彼に背を向けて立ち去った。




　茫然として歩を進め、電車に乗って自宅に戻った。頭の中は、一刻も早くひとりになって泣きたい、それだけだった。

　部屋に入った途端、その場に座り込み、顔を膝にうずめる。

　あんな写真を見せられたら、もう私は朝陽を信じられないし、知らなかったことにもできない……。

　ＣＡにコーヒーをかけられたこともショックだった。

　朝陽に『ハンナさんと結婚するの？』と尋ねることもしたくない。

　バッグからスマホを取り出して、ロックを解除するとメッセージアプリをタップする。そして朝陽へメッセージを打ち始める。

　ロンドンは早朝七時過ぎだ。まだ起きていなければいい。

　なんと書けばいいのか迷った挙句、端的に【別れましょう】と打って送った。

　衝動的だったけれど、朝陽が私にハンナさんとのことを言えないのなら、これくらい簡単な文であれば、彼の良心が痛まないと思ったのだ。

　私たちが恋人同士だった時間を、恨みつらみを書きなぐって汚したくない。

　送って数秒後、手に持ったままだったスマホが振動してビクッと肩が跳ねる。こわごわとスマホを見ると、朝陽からの着信。

　彼の名前を目にした瞬間、心臓が痛いくらいドクンと打った。スマホを握る手が汗ばんでくる。

　出られずにいた着信は、ふいに切れた。話せば、ひどい言葉を投げかけてしまいそうだったから、切れて安堵した。

　でも、それはつかの間のことで、再びスマホが振動した。何度も何度も切れてはかかってくる。

　私は決心して、ゴクッと生唾を飲み込んでから通話をタップした。その瞬間、朝陽の声が聞こえてくる。

『砂羽！　なぜあんなメッセージを送った!?』

「ごめん。もう無理」

　声が震えていることが朝陽にわかりませんように。きっぱり言わなければ。

『はあ？　砂羽、いったいなにを言ってるんだ？　なぜ無理なんだよ』

　彼は苛立ちが交じった声になる。

「朝陽は王子さまなの。そもそも私が付き合える相手じゃなかったの。それに今さらながら気づいただけ」

『俺が王子さま？　ふざけるな。ちゃんとした理由が聞きたい』

　とぼけているの？　ちゃんとした理由……それを話したら、私は惨めになる。

『砂羽っ！　言うんだ』

　朝陽は声を荒らげた。納得しない限り、電話は終わらない。泣き声にならないよう、大きく深呼吸をして口を開く。

「ハンナさんと結婚するんでしょう？　社内で知らない人はいないわ」

　突きつけると朝陽は一瞬、息を呑んだ気がした。

『ハンナと？　結婚なんてしない』

　断言する言葉に安堵の気持ちが芽生えたが、信じられない。

「嘘っ！」

『嘘じゃない。その件は明日戻ったら話す。今は興奮しすぎているから、俺がなにを言っても信じないだろう？』

「嫌！　聞きたくないの！」

　甲高い声で強く言葉にして、反射的に通話を終わらせ、スマホの電源を落とした。

『結婚なんてしない』

　朝陽から聞きたかった言葉だ。信じたかった。でも、それを信じて元通りに交際を続けたとしても、私と朝陽では格差がありすぎて、将来を望むことなんておこがましい。それならば、今……彼を深く愛する前に離れなければ。

　深く愛する前か……。もう充分すぎるなんてものじゃないくらい愛している。明日から朝陽の姿を見るのは、身を切られるくらいにつらくなる。

　ＬＣＣのＣＡの件、久美に聞いてもらおうか……。

　成なり田た空港発着のＬＣＣなら、羽田にいる朝陽の姿を見ずに済む。ほんの少し考えただけなのに、せつない思いで胸がギュッと締めつけられて痛かった。




　翌日、出社して一時間も経たずに、まったく予期しなかった事態が起きてしまった。

　私の心臓が暴れ始める。手足が震え、腰が抜けそうなくらいの衝撃だ。

　ロンドンからの朝陽の操縦する機体が、なんらかのトラブルで着陸ができないと耳にしたのだ。

　なんのトラブルなの!?

　空港職員やＡＡＮの者が慌ただしく動き始めるのが、チェックインカウンターにいる私にもわかる。

　手続きのお客さまが途切れ、隣にいる比呂に顔を向ける。

「比呂、ロンドンからのうちの便が緊急事態みたい……」

　いても立ってもいられない。私の頭の中は朝陽への心配で占められ、パニックに陥る寸前だ。

　空港職員の緊迫した様子には、幸い乗客たちは気づいていない様子。

　そこへ私たちのインカムに情報が入り、一瞬で比呂の顔色が変わって、私の背筋は凍りつく。

　情報を聞き終えた比呂は、茫然としながら口を開く。

「６２２便のメインギア右の車輪が下りないって……」

　メインギアとは機体の胴体脚のことで、三つある車輪のうちのひとつに起こったトラブルの連絡だった。

　チェックインのお客さまが異変に気づいた場合、動揺しないように声かけをするように、との日向主任からの指示だ。

「車輪が出ないって……」

　朝陽の操縦する機体のトラブルに、全身が震え始める。喉の奥から絞り出すような声に、比呂が眉根を寄せた。

「砂羽、大丈夫？　知り合いでも乗っているの？」

「う、うん……比呂、どうしよう……」

「どうしようって……機長とコーパイに任せるしか……」

　腕時計へ視線を落とし、時間を確かめる。あと三十分経たなければ休憩に入れない。自分ができることなんてないけれど、展望デッキへ出て、朝陽が操縦する旅客機を目で確かめ、無事を祈りたい。恐怖に襲われるだろうけれど見守っていたい。

　最悪の事態が脳裏をよぎるが、朝陽ならなんとか回避できる。そして彼が無事ならば、どんなことでも受け入れる。




　それからは命を削られるような時間だった。

　思い出されるのは十五年前の航空機事故。今の６２２便と状況が同じで、車輪が出ずに胴体着陸を試みた。そのときは滑走路からもう少しで海に落ちるところでようやく停止したが、火災が発生し、重軽傷を負った乗客が半数だった。

　私が十二歳の頃だったから記憶はうっすらだけれど、テレビで事の重大さを目の当たりにし、衝撃を受けたのを覚えている。

　今、朝陽はその危機に陥っている。早く無事に着陸して、と心の中で祈ることしかできない。

　空港職員の慌ただしく行き交う姿を見て、ギュッと唇を噛む。

　朝陽……。神さま、お願いです。無事に６２２便を着陸させてください。

　両手を組み、私は神頼みをする。再びインカムで情報が入る。

　朝陽は上空で急旋回をし、車輪を出す努力をしているようだ。そして出ない場合は胴体着陸。残りの燃料を消化し、爆発などを避けなければならないとしか、私には知識がない。

　着陸が失敗すれば機体が分裂……そうなれば、乗客の安否が……。

　出発ロビーにいる乗客たちも、飛行機の異常に気づいたようだ。どうやら滑走路に救急車や消防車が集結しているらしい。

　ざわざわしている搭乗客に、私は顔を引きつらせながら、安心させるように言葉をかける。そうしながらも私の足は小刻みに震えていて、手が冷たくなっている。

　焦燥感に駆られ、緊迫した三十分がようやく経ち、やってきたスタッフと交代するや否や、展望デッキへ向かって駆けだした。

　展望デッキは騒ぎを聞きつけた人たちであふれ返るようだった。腕に腕章をつけた報道陣までいる。

　両手をもう一度ギュッと合わせ、私はみんなが見ているほうを見上げた。

　はるか上空を飛行している旅客機。あれがそうらしい。大きな機体が青空を悠々と飛んでいるようにしか見えないが、乗客たちは生きた心地がしていないだろう。

　朝陽、あなたの腕に乗客みんなの命がかかっている。

　私には朝陽を信じて、見守り、祈ることしかできない。

　消防車や救急車などの緊急車両も控えているのが、私の目にもはっきり見える。

　そのとき、東京湾上空を飛行していた機体は急旋回して、空港の上空高く通り過ぎていった。

「砂羽っ！」

　振り返ると比呂がすぐ後ろに来ていた。

「すごい人だね。無事に降りられるのかしら……」

　いつもは見送りや見学、出発前の時間を楽しむ旅行客などが展望デッキに出ているくらいだが、辺りはギュウギュウなほど野次馬でごった返している。

　比呂に返事をする余裕がなく、私は朝陽の操縦する旅客機を目で追っている。見失いそうになるほど遠くを飛行している様子に、目を凝らす。

　そこへ、近くにいた報道の女性キャスターがカメラに向かって「車輪が出た模様」と告げるのを耳にした。

「車輪が……!?」

「砂羽！」

　私と比呂は期待を込めた顔を見合わせた。

「あ！　問題のＡＡＮの旅客機がやってまいりました！　肉眼でもすべての車輪が出ているのがわかります！」

　女性キャスターはマイクを持ち、興奮気味にカメラに向かって伝えている。

　私にも車輪が全部出ているのが見えた。旅客機は徐々に高度を下げ、着陸態勢に入っていた。もう大丈夫だとわかっても不安で、私はまた両手をギュッと握り、無事に着陸するよう祈る。

　息を呑んで見守る中、機体は優雅に滑走路に着陸した。

　次の瞬間、私は安堵し、へなへなとその場に座り込みそうになった。

「砂羽！」

　比呂が私の腕を掴んで支えてくれなければ、みっともなく座り込んでしまっていただろう。

　よかった……神さま、ありがとうございます！

　展望デッキでは辺り一帯、安堵の声と拍手が沸き起こっていた。




　休憩時間は残り十分しかなく、まだ震えが止まらない足を奮い立たせ、慌ただしくチェックインカウンターへ向かう。

「ねえ、砂羽。あれに誰が乗っていたの？　あんなに動揺した砂羽は初めてだったわ」

「ん……」

　朝陽だと言えず、「知り合い」とだけ口にする。

「比呂、食事できなかったでしょう？　大丈夫？」

「平気よ。我が社の一大事だもの。終わったら食べるから。さてと、気持ちは落ち着いた？　まだ顔色は冴えないように見えるけど、仕事できそう？」

「もちろん。つき物が落ちたみたいにスッキリしたし」

　朝陽にとって、もう私はなんでもない存在かもしれないけれど、本当に心から彼の無事を願い、それが叶ったので、なにも言うことはない。

　もしも会話を交わすことがあったら、『さすが最年少機長。乗客の安全を守ると信じていたよ』と伝えたい。

　わずかな休憩後もチェックインカウンターで、仕事に従事する。まだ時刻は十時過ぎ。出国する旅行客やビジネスで渡航するお客さまを素早くチェックインさせていく。

　そんな中、ロンドンからの６２２便の話がちらほら聞こえてくる。

　乗客のほとんどは精神的苦痛を受けておらず、三人ほど気分が悪くなっただけだそうで救急車で運ばれたとのこと。

　機長の朝陽は、上層部や運輸安全委員会などの対応で忙しいらしい。




　十二時から比呂と共にゲート業務へ移動し、お客さまを搭乗させる。

「砂羽、おひとり、まだいらしていないの！」

　比呂が二枚のボードに行き先と便名を書き込み、私たちはそれを持って走り回る。

　私が免税店のレジで見つけ、速やかに案内をして出発時間に間に合わせることができた。空腹で走り回り、お客さまを無事に搭乗させると、ぐったりだった。

　お腹が鳴りそうになるのを堪え、ヘロヘロになりながらの退勤時間となった。




　私と比呂は制服のまま食堂へ向かった。一刻も早くお腹を満たさなければ帰宅できそうにないね、と話しながらカウンターに並ぶ。

　ホッとしたせいか私はお腹が空いて、ボリュームのあるメニューを選んだ。

　この時間の食堂は意外に混んでいる。これからの業務に向けて、安く食べられる食堂を利用するのだろう。整備士の作業服姿の社員もいれば、スーツ姿の人もいる。

　料理がのったトレイを持って席に着き、私たちはさっそく「いただきます」と言って、食べ始めた。

「砂羽！」

　ひと口チキンを頬張った私に、ＣＡの制服姿の久美がカツカツとパンプスのヒールを鳴らし、颯爽と近づいてくる。

「久美、お疲れさま。これから？」

　ビシッと決まった姿に、私は笑顔で尋ねる。

　久美は比呂に頭を下げ、空いている私の隣の椅子へ腰を下ろす。

「そうなの。今日は腰を抜かすほど驚いたんじゃない？　大丈夫？」

　朝陽の件だ。

「う、うん……」

「本当に無事でよかったわ。砂羽に教えたくて捜していたのよ」

「え？　なに……を？」

　大事な話なのだろうか？

　キョトンとして久美を見つめる私に、彼女はにっこり笑った。

「砂羽、王子に愛されているわよ」

　久美の言葉に驚くも、対面に座る比呂が気になり、うろたえる私だ。

「機内でね、王子は絶対に無事に着陸することを宣言したそうよ。自分には同じ会社で働くグランドスタッフに愛する女性がいるけど、昨日電話で喧けん嘩かをしてしまい、ちゃんと話ができていない。絶対に彼女に会い、愛の告白をすると乗客に話したって」

　私は目を大きく見開き、ポカンと口が開いたままで言葉にならない。代わりに素っ頓狂な声を出したのは比呂だ。

「ええっ!?　それは、さ、桜宮機長と砂羽のことですかっ!?」

「そうよ。王子のアナウンスに乗客たちは拍手したそうよ。緊迫した中、乗客の緊張を和らげるのは難しくて、ベテラン機長だってできることではないわ。あと、王子がアメリカにいるとき、やはり車輪が出ないことがあったそうなの。そのときも無事に着陸したから今回も、と。本当にカッコいいわ」

　朝陽……。

　彼に会いたくて、まだひと口しか食べていない食事をそのままにして席を立つ。

「今、どこにいるかわかる？」

　久美は「あっ！」と思い出したような顔になった。

「そうだった！　王子から伝言があったんだわ！　メッセージを見てって」

「久美、ありがとう！」

　トレイに手を伸ばそうとすると、比呂が「私が片付けておく。早く行って」と送り出してくれる。

「ありがとう！　行ってくるね！」

　その場を離れ、私は気が急いたまま更衣室へ向かった。

　朝陽は私を愛してくれている。なによりも、大変だった状況で私のことを思い出してくれたのが最高に嬉しい。

　更衣室へ入り、ロッカーを開けてバッグからスマホを取り出す。胸をドキドキさせながら彼からのメッセージを確認する。

【制服を着たまま展望デッキへ来て】

　展望デッキへ……？

　しかも制服を着たままだなんて、どうしてなのかわからない。そう思っても、一刻も早く朝陽の元へ行きたくて、乱暴にロッカーを閉め、スマホを持ったまま小走りで目的の場所を目がけて駆けた。




　展望デッキは今朝の混雑が夢だったかのように、いつもの状態を取り戻していた。これから出発する楽しそうな人々や、見送りの男女、飛行機を見に来た様子の幼稚園児のグループなどが見受けられる。

　キョロキョロと辺りを見回し、私は朝陽を捜す。

　そのとき、こちらに背を向け、柵の前にいる制服を着た男性が振り返った。四本ラインの機長の印の制服を着こなし、制帽をかぶったままの朝陽だった。

「朝陽……」

「砂羽！」

　朝陽は笑顔だった。

　弾かれたように、私は七メートルほど先に立つ朝陽に向かって駆けだし、彼も私のほうへ走りだす。抱きつく私を、朝陽は力強い腕で抱き止めた。

「よかった……心配したんだから……信じていたけど、生きた心地がしなくて……」

　朝陽の元気な姿に安堵し、気づけば涙が頬を濡らしていた。

「砂羽、心配してくれたんだ？」

　当たり前のことなのに尋ねる朝陽に、私はぶるりと身体を震わせ、顔を上げる。

「もちろんよ」

「砂羽、愛している。『死』という万が一の事態が頭をよぎったとき、砂羽の顔しか思い浮かばなかった」

　私の頬に伝わる涙を親指の腹で拭い、朝陽は唇を重ねた。

「塩辛い」

「も、もうっ。泣かせているのは朝陽なのっ」

　そのとき、「きゃーっ！」という声や拍手が聞こえてきて、ハッとする。

　朝陽に会えた嬉しさで、周りのことは気にする余裕がなかった。羞恥心で、かあーっと頬が熱くなり、顔を上げることができない。そんな私を朝陽は笑う。

「こっちへ来て」

　展望デッキの隅の人がいないベンチへ、朝陽は私を誘導する。

「座って」

　私を腰かけさせてから、彼も隣に座り、身体はこちらへ向ける。朝陽の筋張った大きな手に、私の手は握られたままだ。

「ハンナのこと、本当に俺はなんとも思っていないから。愛しているのは砂羽だけ」

「……でも、ハンナさんとは会社も絡んでいるんじゃ――」

「確かに政略結婚的な話はあったが、どうして愛していない女と結婚できる？　俺は桜宮家の一員だけど、そんなものに縛られない」

　朝陽の真剣な眼差しは熱く、私を射抜くように見つめている。

「どうしても強制されるのであれば、家を出ても構わないし、ＡＡＮも捨てられる。どこでだって充分に生活できる。愛している女を不自由させないくらいの自信はある」

「朝陽……」

　彼のような人が、なぜ私を愛してくれるのか不思議でならない。

「俺はやっとお前を見つけた」

「えっ……？　見つけた……？」

　意味が理解できず、首を傾げると、朝陽は思い出したようにフッと笑みを浮かべた。

「砂羽は覚えてくれていないみたいだけどな」

　ますます彼の言葉に謎が深まる。

「十七年前、俺はここで、ＣＡに憧れる十歳の可愛い女の子に出会った」

「十七年前……ええっ!?　あのお兄さんが、朝陽だったの!?」

　私は小学生の頃に出会ったカッコいいお兄さんを忘れられなかった。お父さんの出張を見送りに来たときのことで、迷子になり、展望デッキにいるところをお兄さんが助けてくれたのだ。

「やっぱり、あのときの女の子は砂羽で合っているよな？　泣きそうになりながら自分の名前を名乗る言い方は、この間も同じだったし、自信はあったんだが。で、砂羽も覚えていてくれたんだ？」

「もちろん。優しいお兄さんは私の初恋の人だったの」

「初恋？　そのわりには俺が近づいてもわかってくれなかったな。俺、あのとき名前を名乗ったんだけど、忘れたか？」

　十歳の記憶力より、十四歳の記憶力のほうがいいに決まっている。

「私が記憶していた名前は……『太陽』で。……どうして間違えてしまったんだろう……」

『朝陽』と覚えていれば、すぐにあのときのお兄さんだとわかったのに。

　そのとき、朝陽が手を額に置いて、声を出して笑い始めた。

「十歳の砂羽は俺が朝陽って名乗ると、一瞬わからない顔をしたんだ。それで、太陽が朝に昇る、朝陽だって説明を。そっか。クックッ……」

「あ！　だから食堂の前で私の名前に反応して、ジッと顔を見つめたのね！　ゲートでもＩＤを確認してたし」

　思い起こせば、朝陽は私がここで出会った女の子かどうか確かめていたんだ。

「そう。ＣＡになりたいって言っていただろう？　ＣＡではなかったが、ＧＳになっていた砂羽は、あのときの女の子に間違いないと思った」

「ここで出会ったお兄さんは、いつか飛行機を操縦するって言っていたね。私もきっと操そう縦じゅう桿かんを握っていると思っていた」

「アメリカへ留学中で、一時帰国して戻るときに砂羽に会ったんだ。俺は忘れないようにスマホに砂羽の名前をメモした。おかしいよな。いつか会えたらいいと思ったんだ。出国する間際で感傷に浸っていたのかもしれない」

　彼はフッと思い出したような笑みを漏らす。

　見つめ合えば、朝陽の唇が気になって、キスをしたくなる。

「朝陽、気になるって言ったでしょう？　それは小学生の私がずっと気になっていたってこと？　それとも今の私？」

　ずっとなんてあり得ないけれど、私の名前を覚えていてくれたことがとても嬉しい。そうでなければ朝陽と恋人同士になっていなかった。

「正直に話したら尻に敷かれそうだけど、十七年前に、素直で可愛い子だなと思った。食堂の廊下で、ひと目惚れした。砂羽と会って、砂羽を知るたびに愛していったんだ。もう手放せない。砂羽、愛している。みっともなく引き止めてしまうくらいにな」

　もう私は言葉にできなかった。朝陽の告白に感動して、涙があふれる。彼に抱きつく私だった。

　そんな私の顔を朝陽は優しく両手で囲み、キスを落としてくれた。それから彼は私の耳に口を寄せてささやく。

「帰ろう。思いっきり砂羽を愛したい」

　腰を上げ、朝陽は私に手を差し出して立ち上がらせてくれる。ついでにわざと引っ張りすぎて、勢い余って私が朝陽に抱きついてしまうというやんちゃぶりも発揮する。

「もうっ」

　真っ赤になりながら頬を膨らませて睨みつけると、彼の顔に不敵な笑みが広がった。




　制服から私服に着替え、ふたりで駐車場へ向かう。朝陽が『制服で展望デッキへ来て』と言ったのは、『もう交際を隠さない』……そういった意味があったようだ。

　機長姿の朝陽は特に目立つし、展望デッキでは知り合いに見られていたかもしれない。私ももう隠したくなかった。堂々と彼と会いたいから。




　朝陽のマンションへ行く途中、スーパーに寄り、食材を買う。今日の偉業を成した大好きな人に食事を作って『お疲れさま』とねぎらいたくて。

　チキンをひと口食べたきりの私は、お腹が空いて仕方がなかったのに、今は食べ物が喉を通るかわからないくらいに胸がいっぱいで幸せだった。

　聞けば朝陽もコックピットミールだけだという。本社や各所との対応に追われていて食事ができなかった、と。

「すぐに作っちゃうね」

　十六時過ぎ。急いで作っても食べ始めるのは十七時になりそう。

　朝陽のリクエストは具だくさんの味噌煮込みうどん。風邪をひいたときに作ったうどんをまた食べたいと言ってくれた。

　キッチンへ行き、私は買ってきたものを次々と作業台の上に出す。それから隅に畳んであったエプロンを身につけていると、ぶらりとやってきた朝陽が私の後ろから腕を回し、抱きついた。

「飯より、砂羽を食べたい」

　耳みみ朶たぶにキスをされ、そっと食まれる。

「だ、だって、お腹空いてるって……」

　朝陽の唇は耳から首筋に移動し、手はスカートからブラウスの裾を引き出して、腹部を撫でる。その手はだんだんと上へ。

　ブラジャーが指の先で下ろされ、すでに敏感に尖り始めた頂を弄び始める。

「あぁっ……、朝陽っ、……あっ……」

　鎖骨辺りを強く吸われ、そして胸を責められ、腰が疼いていた。

「別れましょうって言ったのに、このネックレスはつけてくれていたんだ」

　朝陽の唇が、ゴールドのチェーンの部分を軽く引っ張る。

「だ、だって……あっん、いつも……んぁっ、つけて……」

　耳に戻ってきた唇は耳朶を噛んだり、舌で舐ねぶり始めたりして、シンクに手を置いて身体を支えなければ座り込んでしまいそう。

「もう離さないから」

　誓いの言葉に胸の奥がキュンとなり、朝陽を抱きしめたくてたまらなくなる。

「砂羽を思いっきり愛したい。こことベッド、どっちがいい？　俺はここでも構わない。今すぐ砂羽の中に入りたい」

　ここって、キッチンっ!?

　目を丸くすると、気づけばブラウスのボタンが外されていた。ブラジャーは用をなさずに、胸の膨らみが見えて淫みだらな姿になっている。

「ベ、ベッド……」

「ＯＫ」

　クッと喉の奥で楽しそうに笑った朝陽は、私を抱き上げるとキッチンを離れ、寝室へ向かった。










朝陽のサプライズ旅行




　翌日の遅番の休憩時間、私と比呂は食堂にいた。

　出社してからずっと、社内のいろいろな人の視線を感じている。昨日の出来事と私と朝陽のことが、早くも耳に入ってしまっている様子。

　昨日食べられなかったチキン南蛮を選んで、トレイを持って席に着くと、オムライスを前にした比呂がさっそく口を開く。

　仕事中も、ずっと彼女は聞きたそうだった。なにを聞きたいのかというと、もちろん朝陽とのこと。

「砂羽、桜宮機長と付き合っていたの？」

「ん……ね、食べたら展望デッキへ行かない？　そこで話すから」

「わかった！　早く食べましょう！」

　そう言うと比呂はしゃべらずにオムライスをパクパク食べていく。そんな姿をポカンと見つめていると――。

「砂羽、早くっ。時間がなくなっちゃうわよ」

「あ、うん」

　私はお味噌汁を飲んでから、チキン南蛮を頬張る。私も比呂の勢いにつられ、慌てて食べ進めた。




　十分もかからずに比呂はオムライスを完食し、私もほぼ食べ終えた。

　トレイを返却口に片付けて、一度更衣室へ戻りメイクを直す。比呂に引っ張られるようにして国際線ターミナルへ歩を進めて、展望デッキに到着する。

　今日の朝陽はオフだったが、本社から昨日の件で呼び出しがかかり、私と一緒にマンションを出ていた。

　昨日朝陽と座ったベンチに、私は比呂を連れていく。

　十月の空は高くて、今日も雲ひとつない真っ青な様子で気持ちがいい。気分がいいから、さらに青空の気持ちよさが増す。

　並んで腰かけた比呂は、促すように私の顔をジッと見つめる。

「どこから話せばいいのか……。朝陽とは最初、久美の結婚式の披露宴で席が隣同士になったの。そのときに、付き合おうって言われて。彼は私が交際できるような人ではなかったから、困惑したんだけど……」

「食堂の近くで、砂羽の顔を見つめていたのは覚えているわ。砂羽にひと目惚れしたんじゃない？」

　あのときの様子を思い出したように、比呂はアーモンド形の目を細めた。

「彼が見ていたのは理由があって。私が十七年前にここの展望デッキで出会った女の子かどうかを確かめたの」

「え？　十七年前？　そんな前に、砂羽は桜宮機長と出会っていたの？」

「それは昨日、朝陽から聞いてわかったんだけど、お互いが存在を気に留めていたというか……私はカッコいいお兄さんが初恋で、彼はここで会った私にまた会えたらいいなと思っていたみたい」

　話していて恥ずかしくなって、自虐的に笑う私だ。

「うわっ……ドラマみたいな展開。すごいわ。そんなことが実際にあるなんて」

「そうなの」

　今までの話を口にするのは、顔から火が出るくらい恥ずかしい。実際、顔が真っ赤になっているみたいに熱い。

「でも、昨日の久美さんの話では、『喧嘩をして』って桜宮さんが機内アナウンスをしたんでしょ」

「うん。ハンナさんの件で。社内でも朝陽とハンナさんが婚約するって噂が飛んでいたでしょう？　ロンドンでふたりの仲がいい写真を見せられて、もうダメなんだなって、別れる決心をしたの」

　あのとき朝陽はハンナさんの頬に手を置いて見つめていた。その件に関しては聞かずじまいである。

　でも、朝陽は私を選び、行動を起こしてくれたのだから、聞かなくてもいい。そんな気持ちもあった。

「桜宮機長との交際が内緒だったのは察するわ。桜宮機長は我が社の御曹司だし、ＣＡを差し置いて、ＧＳとだものね。あ、私たちの職業を卑下しているわけじゃないのよ？　ＣＡなら現地で会うことも可能なんだから、地上勤務だと不利なのかなって」

「うん。朝陽の周りにいるＣＡは容姿端麗だし、私なんて身長が低いし。私たちの身長差は三十センチもあるの。並んだら不釣り合いよね」

　朝陽とハンナさんの並ぶ姿を思い出したら、ため息が出る。

「でも、桜宮機長は砂羽を愛してくれているんでしょう？　えっと、六月からだから約四ヵ月？　たったそれだけで、機内アナウンスでのろけちゃうくらいなんだから。はあ～、うらやましいわ」

　まだ四ヵ月なんだ。もっと長い歳月を一緒に過ごしている感覚なんだけれど。

　周りにも公表した形になって、別れた場合……。

　考えたら背筋がゾッとする。ＡＡＮを辞めるしかないよね。

　悲観的な思いが頭をよぎり、ふるふると頭を左右に振った。

「あ、知ってる？　昨日の６２２便の乗客の多くから、桜宮機長と彼女がどうなったか教えてほしいという問い合わせがあったらしいわよ」

「ええっ？　そ、そうなの？」

　フフッと笑い、比呂は私の頬をキュッと引っ張る。

「もうっ、幸せそうな顔しちゃって。ＳＮＳアプリにラブラブな写真を載せちゃえば？　ハッシュタグＡＡＮ、とか入れちゃって」

「そんなこと絶対にしないから。もう時間っ。行こう」

　腕時計を見れば、十分前になっており、私たちは急いで持ち場へ戻った。




　今日は気疲れした日だったなと、着替えてショルダーバッグを手に更衣室を出る。そこに、まだ制服姿の住田くんが立っていた。

「お疲れさま。まだ着替えていないのね」

　なぜか緊張した面持ちの彼だ。

「水樹さんにお話があって――」

　社員たちが横を通り過ぎ、住田くんは言葉を切った。

「私に……？　なにか悩みでもあるの？　私でよかったら相談に乗るわ。あ、でも今日はダメなの」

　朝陽が車で待っている約束だった。

「時間は取らせません。実は……僕、水樹さんが好きなんです」

　突然の彼の告白に、目を見開いてキョトンとする。

「え？　い、いったい……」

　びっくりしすぎて、私は二の句が継げない。

「桜宮機長が恋人なのを承知で告白しています！　僕ではダメですか!?」

　一気に言葉にすると、住田くんはいつになく熱い瞳で見つめる。

「あの人にはハンナさんがいるじゃないですか」

「い、いるわけじゃなくて……」

　私たちのことはかなりの人に知られてしまっているけれど、多数の人は長続きしないと思っているみたいだった。そんな心ない噂が耳に入っている。

「水樹さん！　お願いします！」

「お願いしますって……ごめんなさい。ダメです」

　うろたえる私はそれしか答えられず、そう口にしてから、住田くんを傷つけてしまったのではないかと彼の顔を窺った。

「少しも考えてくれないんですか!?」

　住田くんに詰め寄られて、いきなり手首を掴まれてしまい、びっくりする。

「す、住田くん、離して。あなたとは、いい仕事仲間でいたいの」

「僕は水樹さんの恋人になりたい」

「あいにくだが、それは絶対にあり得ない。彼女は俺のものだから」

　ふいに朝陽の声が降ってきて、住田くんはビクッと肩を跳ねさせて私の手を離した。

　一メートルほど離れた廊下の壁にもたれるようにして、朝陽が立っていたのだ。

「朝陽……」

　気まずそうに朝陽から視線を外し、住田くんはじりっと一歩下がる。朝陽は大股でゆっくり近づき、私の肩に腕を回した。

「お前の見る目に拍手は送るが、砂羽は諦めろ。俺は絶対に離さない」

「桜宮機長……」

　朝陽の言葉に住田くんは当惑した様子で、頭を下げると逃げるように走っていった。

「俺以外から告白された気持ちは？　あいつ、ＣＡたちの間でも可愛いと言われていたな」

「ＣＡたちの間で？　そうなのね」

「砂羽？　答えになっていないんだけど？」

　腰を軽く折って朝陽は顔を近づける。そしてきれいな瞳でジッと見つめる。

「もちろんただの同僚としか思っていないわ。朝陽以上に素敵な人はいないんだから」

　私の答えに満足したのか、朝陽は笑みを浮かべて、唇をかすめるようなキスをした。

「ちょ！　ここ会社っ！」

「まあいいだろ。ここには防犯カメラもないし」

　そこまで確認済みで、確信犯だとわかり、私は呆れた笑みを浮かべる。黒のパーカーに黒のデニムの朝陽は、やんちゃな高校生みたいに見えた。

「車にいると思ったわ」

「もう隠す必要もないしな。そうしたら、すごい場面に出くわした。さてと、帰ろう」

「そうよ。早くっ」

　朝陽の手を引っ張るようにして、私は社員通用出入口へ向かう。

「砂羽、なんでそんなに急いでるの？」

「だ、だって……」

「社内恋愛は禁止していないし、なんならここでたっぷりキスもできる」

　逆に手を引かれて立ち止まらされる。そして身体を軽く折って、私のほうへ顔を近づけ、不敵な笑みを浮かべる朝陽だ。

「も、もうしたくせに」

「あれはキスって言えないの。一秒ほど触れたくらいだろ。だから物足りない」

　しれっと言った朝陽の頬を、両手で軽く引っ張った。すると、あっという間に立場は逆転し、両手を掴まれた私は身動きができず、おでこにキスを落とされてしまう。

「周りの言葉なんか気にしないでいい。なにかあったら俺に言え。とりあえずあいつには牽けん制せいできたはずだ」

「朝陽……」

　私たちの交際が大々的に知られてしまったから、ＡＡＮの取締役でもある朝陽を怒らせることのできる社員なんていないだろう。すでにコーヒーをかけられる嫌がらせはされたけれど、彼には言いたくない。あれは思い出しても惨めだったから。

　私はコクッと頷いた。

「そうだ。相談があるんだ」

　再び歩きながら朝陽は話し始める。

「相談？」

「ああ。先日風邪をひいて休んだだろう？　今度の休日はスタンバイになってしまったんだ。温泉へ行けなくなった」

「うん。それは仕方ないよ」

　ちょっぴり？　ううん。すごく残念だけれど、しょうがないこと。

「その代わりだけど、今年の有給、取っていないだろ。オーロラを見にイエローナイフへ行こう」

　びっくりして駐車場の出入口で足を止め、私は朝陽を見つめる。

　イエローナイフは、オーロラが見られるというカナダの極北の街。

「本当に……？」

「ああ。俺も一週間休みを取るから。砂羽にオーロラを見せたい」

　あのときのことを朝陽は覚えていてくれたんだ、と胸が熱くなった。

「うん！　行きたいっ！　ありがとう！　とっても嬉しいわ」

　感激のあまり、朝陽の首に抱きついた。しっかりと彼の腕が背中に回り、抱きしめ返してくれる。

「ここ、どこだかわかってるのか？」

　クスッと朝陽が笑みを漏らしたとき、どこからか私の知っている声が聞こえてきた。

「まったく！　熱々なんだから」

　慌てて私は朝陽から飛びのいた。

　声の主は、ＣＡの制服でキャリーケースを引いている久美だった。フライト帰りのようだ。隣には私服の城田機長の姿も。

　落ち着かなく真っ赤になっている私に、三人は楽しそうに笑っている。

「城田さん、愛妻のお迎えですか。ご苦労さまです」

　朝陽は先輩の城田機長に、からかうように言葉をかける。少し冷やかすように聞こえるのは、仲がいいことの表れだろう。

「朝陽もか。お互い愛する人には勝てないな」

　近づいてくるふたりに私は頭を下げた。

「昨日は大変だったな。お疲れ。見事な采配ぶりはともかく、ラッキーな男だな」

「城田さん、ラッキーな男って。まあそれもありますが、技術ですよ。俺の腕」

　そう言って、朝陽は豪快に笑う。

「それは否定しないよ」

　城田機長も柔らかく微笑み、大きく頷く。

「砂羽、いつから大胆になったの？」

　久美にからかわれ、再びあわわと慌てた。

「そんな。大胆じゃないし……」

　最後のほうは尻すぼみになる私だ。

「砂羽さん、今度うちへ遊びに来てください。もちろんふたりでね」

　城田機長に誘われ、「はい。ぜひ」と答えたのは朝陽だった。




　私と朝陽は十二月の上旬に一週間の有給申請をし、受理されると、彼は自分が旅行の計画と手配をするから、と断言してきた。

　夢がもうすぐ叶うかもしれないと考えた私は、顔をにやけさせてしまう。

　叶うかもしれない、というのは、オーロラは必ず見られるとは限らないから。自然のなせる業だ。

　もし見られなかったとしても、朝陽との旅行は思い出深いものになるだろう。




　秋から冬に変わっていく中、忙しい毎日が過ぎていき、待ち焦がれていた旅行当日となった。

　オーロラを見るために朝陽が計画してくれたのは、話していた通り、カナダのイエローナイフ。カナダへはまだ行ったことがなく、ネットで調べて一応は準備万端だ。

　すべての旅行費用は彼が持つと言ってくれているけれど、結婚しているわけじゃないからそこまで頼るのも嫌だ。のちほど精算してもらわなきゃ。

「そろそろ朝陽が到着する時間ね」

　壁にかかっている時計へ私は視線を向ける。もうすぐ十五時になるところだ。少し前に『あと十分ほどで着く』と連絡をもらっていた。

　フライトは十八時三十分発、ＡＡＮとカナダの大手航空会社の共同運航便で、今回は成田国際空港から出発する。

　本来なら朝から朝陽は休暇だったのだが、本社で会議があり、休むわけにいかなくて赴いていた。

　車で高速を使って向かう予定だけれど、混んでいたら時間ギリギリになってしまうだろう。

　白のニットワンピースにレギンス。靴は中にムートンが施されているショートブーツ。黒のダウンコートを羽織る。

　仕事のときは夜会巻きにしている髪はそのまま垂らして、白のニット帽をかぶった。

　東京もかなり寒くなってきているけれど、カナダの平均気温は三度。夜はもっと下がるらしい。

　それを下回るイエローナイフでの深夜オーロラ鑑賞のときは、しっかり防寒対策をしても凍えるほどの極寒だそう。

　Ｌサイズのキャリーバッグを引き、自宅マンションのエントランスまで下りたところで、ちょうど朝陽の運転するパールホワイトの車が角を曲がって見えてきた。

　私の目の前で車は静かに停止し、グレーのダウンジャケットと黒のデニムを身につけた朝陽が出てきた。身長があって脚も長いから、カジュアルな服を着ても、もちろんスウェットの上下だとしてもカッコよく見える。

「ごめん。待たせた」

　そう言いながら、車の後ろへ回り、バックドアを開けている。

「ううん。お疲れさま」

　私のところへ来ると朝陽はキャリーバッグを軽々と持ち上げ、車のバックドアから中に入れてくれる。

「行こう。パスポートは？」

「そんな子供じゃないわ。ちゃんとバッグに」

　そう自信を持って言っても不安になり、クロスバッグを開けて確認する私に、朝陽はクスッと笑みを漏らす。

「ほ、ほら、あるんだから」

　実際、パスポートがバッグの中に入っていて、ホッとしたというのは朝陽には内緒。だけど、そんなことはお見通しとばかりにニット帽の上からポンポンと叩かれる。

「乗って」

　助手席のドアを開けて、朝陽は私を席に着かせた。




　成田国際空港に向かう途中、首都高で事故渋滞があり、到着したのは出発の一時間前。チェックインカウンターが混んでいたらどうしようと、気が急いてしまう私だけれど、朝陽はのんびりしている。

「普段、落ち着いて搭乗客をさばいているのに、自分のこととなると砂羽はせっかちになるんだな」

「もうっ。私はギリギリに行ったら、ＧＳに申し訳ないと思って」

　エコノミーとビジネスのパネルのほうへ歩を進める私に、朝陽は待ったをかける。

　ちなみに朝陽はなぜかキャリーケースがふたつあり、私の分を入れると三つになるので、カートを押していた。

　振り返った私に、ファーストクラスのカウンターへ続く出入口を顎でクイッと示す。

「えっ……」

「砂羽、俺を誰だと思ってる？」

　ＡＡＮの御曹司です……。

　わかってはいるけれど、私の頭では、せめてビジネスクラスだと考えていたのだ。

「ファーストクラスだなんて、もったいないよ。後で精算してもらおうと思っているのに……」

　私の給料で払えるわけがない。

「は？　精算？　ふざけるな。いいから。ほら、こっち」

　一笑に付した朝陽はカートを押して、誰も並んでいないファーストクラスのチェックインカウンターへ進んだ。

　ＡＡＮとカナダの大手航空会社との共同運航便なので、ＧＳはうちの者だ。

　ファーストクラスのラインに朝陽が近づくと、カウンターの中にいたＧＳのひとりが飛び出してきて、カートを預かる。

　ファーストクラスのお客さまは特別だけれど……。やけに丁寧なのは朝陽がＡＡＮの取締役だから……？

「桜宮さま。こちらで承ります」

　ＧＳがカウンターの前へ案内する。

　チェックインカウンターのお客さま側に立つと、なんだか変な感じだ。

　しかも朝陽は我が社の御曹司ということもあり、成田でも知れ渡っているはずだから、一緒にいる私が値踏みをされているのではないかと気になる。

　パスポートを渡して手続きをしてもらう間も、居心地が悪くて若干俯き加減でいるうちにチェックインが終了。

「砂羽、行こう。三十分前だ」

「あ、はい」

　私の手を握り、朝陽はファーストクラス専用の保安検査場に向かって歩きだした。




　初めてのファーストクラスに胸がドキドキする。庶民の私はビジネスクラスでさえ利用したことはないし。

　せっかくのラウンジが、時間の都合で利用できなくて残念だったな。

　機内に乗り込むと、美人ＣＡに「桜宮さま、水樹さま。本日はご搭乗、誠にありがとうございます」と挨拶をされ、当惑する私だ。

　ひとつひとつ個室になっているファーストクラスの、真ん中の二席に案内される。間の仕切りを外せば、カップル席のように相手の姿が見える。

　私は最高のクラスの豪華さに目を丸くし、開いた口が塞がらない。

　なにもかもが痒かゆいところに手が届くというのだろうか。コートをかけるスペースや、手荷物をしまう場所もある。

　リラックス着やハイブランドのポーチに入ったアメニティに、音が素晴らしいと有名なヘッドホン、フリーＷｉ‐Ｆｉまで使える。

　食後はＣＡがベッドメイキングをしてくれるというのだ。

　これがファーストクラス……これならば疲れることなく現地へ行けるだろう。

　エコノミーの座ったまま眠る体勢しか知らない私は、ため息を漏らしそうになった。

　表情がころころ変わる私を、席に座った朝陽は楽しそうに眺めている。

「すごいね。朝陽、ありがとう」

「砂羽が喜んでくれるのが、俺にとって一番嬉しい。お前の気が楽になるなら言っておくが、社員割りシステムがあるし、多忙で金を使う時間もない。通帳の残高は増えていく一方だから」

　おどけるような彼だ。

　社員割りシステムがあったとしても、ファーストクラスは桁が違うし……。

　でも……私が喜ぶのが一番なんだよね？

　最高の笑顔になるように私は口角を上げた。

「ありがとう。すごく、すごく、すごーく嬉しい。本当に今日が早く来てほしいくらい楽しみだったの」

　旅行を決めてから約二ヵ月、待ち遠しい時間だった。

「俺もだ。楽しもうな」

　手を伸ばし、朝陽は私の後頭部を引き寄せると、唇を合わせた。そしてハッとして彼から離れる。

　ＣＡの姿もなく、周りから見えなくてよかった。

「シートベルトして。動き始めた」

「あ、はいっ」

　足元のほうからガタンと音が響き、機体が動きだしたのがわかった。

　シートベルトサインも出ている。私も腰をかけ直して、シートベルトをカチッと音をさせて装着した。

　離陸してから、ウエルカムシャンパンとキャビアやフィンガーフードが用意される。

　シャンパングラスを小さく重ね、乾杯して口へ運ぶと、美味しくて顔が瞬時にほころぶ。

　うわっ。高級シャンパンだわ。空きっ腹と高度で酔いが早そう。

　ファーストクラスは八席あり、私たちを含め半分が埋まっていた。

　バンクーバー国際空港までは八時間四十分のフライト。バンクーバーに一泊してから、翌日に国内線でイエローナイフ空港へ向かう予定になっている。

　バンクーバーまでのフライトの間、私たちは高級ホテルのフレンチレストランのように運ばれてくる料理やワインを楽しみ、他愛もない話をして、就寝時には手を繋いで眠った。

　すべてがあっという間に過ぎていく。きっと、ほんのわずかのうちに、この旅行は終わってしまうだろうな。

　ひとつひとつを心に刻んで大切に過ごそうと、温かな朝陽の手を握りながら眠りに就いた。




　バンクーバー国際空港に着いたのは十時ちょうど。定刻の十分前の到着だった。

　ファーストクラスの乗客は一番に機内を出られて、朝陽は私の手を握りサクサク進んでいく。

　いつもの私ならば、機内から入国手続きの場所まで、キョロキョロ案内を確認しながらでないと進めないが、朝陽はなにも見ずに歩いている。

　何度か友莉子と海外旅行はしており、いつもドタバタで珍道中になっていた。朝陽に任せてばかりだけれど、用意周到だし、外国に慣れている彼だから安心だ。

　入国審査などすべてが終わり、キャリーケース三つをカートにのせて外へ出る。そこに迎えの車が待っていた。

　ガラスのドアから外へ出た途端、ブルッと寒気がきて、ダウンコートのジッパーを首元まで上げる。

　体感は東京より寒くて、バンクーバーの空はどんよりと雲が厚かった。

「これからホテルへ行くよ。荷物を置いてから街をブラブラしよう」

「えっ、まだ十一時にもなっていないのに、チェックインするの？　アーリーチェックイン？」

　アーリーチェックインとは、既定の時刻よりも早くチェックインをすることだ。そういった場合、支払いが生じると私は聞いている。

「ホテルはＡＡＮ系列だから、融通をきかせてくれるんだ」

「そうなのね。よかった」

「よかったって、なにが？」

　軽く首を傾げて、朝陽は私を不思議そうに見た。

「だ、だって、アーリーチェックインは別料金を払うんじゃないかと」

　そう言うと、朝陽は肩をがっくり落とす。

「そんなことは気にしないでいいって言っただろ。別に支払ったっていいし。でも、本当に金額はかからないから」

「ごめんなさい。なにもかも快適で、余計に心配になるの」

「砂羽……」

　朝陽の右手が私の頬を囲むように触れ、親指の腹で撫でる。その指の動きにうっとりしたところで、ムニュッと頬を摘ままれた。

「そうだよな。してもらって当然って女より、砂羽のほうが何十倍も好ましい。だけど、もう気にするな。俺が砂羽になにもかもしてやりたいんだから」

「……ん。ありがとう。朝陽」

　頬から外された彼の手の甲に、私は手を置く。バンクーバーの寒さにも負けず、朝陽の手は温かい。

「砂羽の手、冷たいな」

「冬はいつもなの」

　冷え性なのが悩みの種。

「俺がそばにいられるときは、温めてあげるからな」

　私の手を包み込むように、朝陽は指を絡ませて握ってくれた。




　市内にあるＡＡＮ系列のラグジュアリークラスのホテルは、この街に融合するような落ち着いた石造りの外観で、中はシックな雰囲気の落ち着けるインテリアだ。

　ロビーでは日本人の宿泊客が目につく。たくさんの日本人スタッフが駐在しているので、英語が苦手な観光客に人気があるようだ。私もホテルの名前だけは知っていた。

　ここに泊まるのは今日だけ。残り三日間はイエローナイフ。そして翌日の早朝に出発してバンクーバー乗り継ぎで帰国になる。

　ベルボーイに案内された部屋は、ペントハウスで広々としたスイートルームだった。

　先に入室した私は、あまりの広さと豪華さに振り返って朝陽へ視線を向ける。彼はベルボーイにチップを渡し終えたところで、こっちへ向き直った瞬間――。

「なにも言うなよ」

　ぶっきらぼうに言葉にした朝陽はつかつか近づいてきて、まるで宝物のように私を抱きしめる。

「朝陽……」

　おでこにキスが落とされる。それから手を引かれて、部屋の中へ歩を進めた。

「なかなかいい部屋だな」

　ソファの前のローテーブルには、ウエルカムフルーツとショコラが置いてある。

「いつもこんないい部屋に泊まっているの？」

「そんなわけないだろ」

　座り心地のよさそうなソファに、朝陽はドサッと腰を下ろした。

「そうなんだ……。あ！　座らないで。時間がもったいないでしょ。きゃっ！」

　話しているそばから腕を引かれて、朝陽のほうへ引き寄せられてしまった。彼に抱きつく形になり、慌てて退こうとする。だけど朝陽の腕は離されず、結果ソファに押し倒されてしまった。

　朝陽の唇が、私の唇を甘く食む。

「自宅に砂羽を迎えに行ったときから、ずっと我慢していたのに？」

「だ、だって……」

　私だって、朝陽に抱かれたいと願ってしまうけれど……。

　キュッと唇を引き結んで、頭を左右に振る。

「フライトのとき、ＣＡが朝陽と街に出かけているのがすごくうらやましかったの。だから私の望みを叶えて」

「あれは単なる付き合いの一環だ」

　瞳が絡み、真剣な眼差しで見つめたのち、私の意思は固いと感じたのか、朝陽は「はあ～」とため息を漏らす。

　私を組み伏せていた身体が退き、起こされた。

「砂羽の望みを叶える。だが、夜は俺の望みを叶えろよ」

「う、うん。明日に響かない程度に……ね？」

「問題ない。十四時の直行便だから。砂羽を愛する時間に影響はない」

　きっぱり言いきり、唇に軽くキスを落とす朝陽に、呆気に取られる私だった。




　タクシーでダウンタウンの北東部へ向かい、『バンクーバー発祥の地』というガスタウンへ。

　そこには、十五分置きに蒸気で笛が鳴って時間を知らせる『蒸気時計』があり、レンガを敷きつめた道路や、レンガ造りのレストランやショップが軒を連ねている。

　まだクリスマスには少し早いが、ツリーが飾られているショップもあり、心がワクワクと浮き立ってくる。

　こういうところで手を繋いで歩きたかった、と言うと、朝陽は立ち止まり微笑んだ。それから私の手の甲に唇を触れさせ、髪に口づけてくれる。

　ここが外国だからなのか、羞恥心は捨て去ることができて、実に甘い朝陽のキスも道端で受け入れられる。

　朝陽と一緒に歩いているだけでも、これ以上ない幸せを感じているのに、さらに街もロマンティックな雰囲気なので、満足以上のものを実感していた。

「朝陽。私、とても幸せ。ふたりでこうして時間を共有しているのが、いまだに信じられない」

「俺も。次に行きたいところを考えておけよ」

「次に行きたいところ？　じゃあ、カフェで軽く食べたい」

　すると、朝陽が突然笑いだし、キョトンとする私をグイッと引き寄せて抱きしめる。

「次に行きたい旅行先、っていう意味で言ったんだけど？」

「え？　あ、やだっ！」

　勘違いをしていて恥ずかしい。かあっと熱くなり、朝陽の腕の中で頬に手をやる。

「本当、砂羽って可愛いな」

「まだ一日目なのに、そんなことを聞かれるなんて思ってもみなかったから」

　この先にふたりの未来があることに、安堵する私だ。

「行こうか。ランチにしよう。俺も腹減った」

「はいっ」

　手を繋ぎながら街を歩き、見つけたレンガ造りの可愛らしいカフェレストランへ私たちは入った。




　翌日、眠っていた私はパンの香ばしいにおいに気がつき、意識が浮上する。けれど、まだ眠くて瞼が開かない。

　朝陽にたっぷり愛された身体は、今も疼いている。

　次の瞬間、パンのにおいが間近に感じられて、パチッと瞼を開けた。私の鼻先に、食欲をそそるフォルムのクロワッサンがあった。

「朝陽……、もう起きてたの……おはよう」

　ベッドの端に腰かけた朝陽がいた。手に皿とクロワッサンを持って。

「啼なかせすぎたか。声がハスキーだ」

　朝から妖艶な笑みを浮かべて、彼は唇にちゅっと音をたててキスをする。

「もう……朝陽のせいだからね」

　私はかろうじて胸を隠している掛け布団を上げる。

　彼はオフホワイトの厚手のニットとデニムに着替えていた。自分だけ裸なのが恥ずかしい。

「今、何時……」

　まだ早いよね？

　ロイヤルブルーの重いカーテンが開けられた窓から見える空は、昨日と同じでどんよりしている。

「十一時」

「ええっ!?」

　眠気が一気に覚めて、掛け布団を持ちながら飛び起きる。

「もうそんな時間なのっ？　朝の散歩を楽しみたかったのに……」

「散歩くらい、向こうでできるさ。とはいっても、寒さに負けなければだけどな。向こうは雪が降っている」

「寒さくらい我慢できるからっ。シャワー浴びるから先に食べててね」

　着替え済みの朝陽の目の前で裸体を晒す勇気はなくて、向こうへ行くように促した。そんなことは承知しているとばかりに彼は笑って、皿にのったクロワッサンと共にリビングへ去っていく。

　はあ～。もう。目覚ましをかけたのに起きられないなんて、バカッ……。

　予定が狂ってしまい、自分に腹を立てながら、バスルームへそそくさと向かう私だった。




　シャワーを浴びて、寒さ対策で裏起毛のデニムを穿き、暖かい肌着の上にラベンダー色のタートルネックセーターを身につけて、リビングへ行く。

　ソファの上に、カナダで有名な高級防寒着と、分厚くて暖かそうな膝までのブーツがふた組あった。

　床には朝陽のキャリーケースのひとつが開かれて、空になっている。

「砂羽、食べ終わったら、着てきたダウンコートとブーツをここにしまって」

　ソファから立ち上がった朝陽は私のほうへ歩を進める。

　びっくりするくらい用意周到な朝陽に感動して、言葉が出てこない。目の前に立った彼に抱きつく。

「用意してくれていたのね。朝陽、ありがとう」

「イエローナイフはここよりも寒いからな。夜は凍えるほどだ。これなら今のよりも風を通さないから」

　私が用意した防寒具は甘かったようだ。一応、服装など調べたけれど、何枚も重ね着してダウンコートで大丈夫……と思っていた。




　バンクーバー国際空港の国内線で十四時に出発し、イエローナイフに到着したのは十七時三十分を回っていた。

　すでに外は暗くて、雪は降っていなかったが、晴れているようには見えない。

　オーロラが出現する条件は晴れ。今日は期待を持てそうもないけれど、微かな望みを捨てずに、空港からホテルへ向かうタクシーの中でこっそり祈っていた。

　唯一、街の高級クラスに属するというホテルは空港から五キロほどのところで、そこを拠点に毎晩オーロラ鑑賞に出かけるという。

　七階建てのホテルの最上階の角部屋からは、高い建物のない街並みや、雪をかぶった針葉樹林が見渡せる。

　夕食を食べ終え、迎えに来たツアーの車に乗って、オーロラが見られるという場所までやってきた。

　オーロラが出るまでキャビンで待てるようになっており、他にも各国の観光客が二十人ほどいる。日本人観光客も数人。

　みんなは自由にキャビンから外へ出たりして、オーロラが出現するのを今か今かと待っている。

　もちろん私もそわそわしている。月が出ていたので、出現する望みはあるとガイドさんが教えてくれた。

「砂羽、外へ出てみる？」

「うん」

　落ち着かない様子の私に朝陽が声をかけてくれる。キャビンへ入って、一度外した手袋をはめて、手を繋ぎながら外へ出た。

　頭はニット帽をかぶり、暖かい防寒着のフードを重ねている。

　露出した顔は刺すような冷気で若干痛く、吐く息は真っ白だ。でも、大自然の中にいるだけで清々しい気持ちになっている。

　朝陽は空を見上げている。私も少しでもオーロラが出現していないか、空をくまなく見てみるが、東京では見られない無数の星がキラキラ瞬いているだけ。

「お天気はよくなったけど、どうなんだろう……」

「少しでも見えてほしいよな」

　寒さと、防寒具のフードがあるから、声がくぐもって聞こえる。

「朝陽は見たことがあるんでしょう？」

「ああ。オーロラだけがすごいんじゃない。コックピットからはいつも素晴らしい景色が見えているよ」

　砂漠の景色や、いろいろな姿を見せる印象的な雲の形、月の美しさなどを話してくれるのを、想像しながら私は聞いている。

　オーロラは朝陽にとって、珍しいものでもないのかもしれない。

「砂羽と出会ってからは、美しい景色を目にするたびに、『見せてやりたい。この感動を分かち合いたい』と思うようになった」

「朝陽……」

　彼の気持ちを知って、凍えるほど寒いのに、心の中は温かくてずっとここにいられそうなくらいだ。

　その日、結局オーロラが出現することはなく、深夜を回り、がっかりしてホテルに戻った私たちだった。




　翌日は昼間に雪の上を滑走する犬ぞりを体験したり、小さな街を散策したり、スーパーを見つけて買い物などをしていると、寸刻でオーロラ鑑賞の迎えの車がやってくる時間になった。

　残り二日間で、オーロラを見ることができるのか。今日の日中、天候はよかったのに、夜になって雲が目立ち始めていた。

　結局、オーロラは出現せずに、二日目が終わってしまった。

　気落ちしている私に「もし今回見られなかったとしても、また連れてきてあげるから落ち込むなよ」と元気づけてくれる朝陽だ。




　そして最終日。お天気は晴天で申し分ない。

　迎えの車でいつものようにキャビンへ向かう中、カナダ人の運転手さんが今日は期待大だと教えてくれる。

　キャビンに到着しても、中へ入るより外で待ちたいと言う私に朝陽も頷いてくれる。

　今日は最終日だから、祈るような気持ちが心を占め、ジッとできないほど落ち着かない。

「空気が澄んでいるな」

「うん。見られるといいな……」

　周りを見回すと、数人のツアー客が夜空を眺めているのが、うっすらわかる。それだけ周りには灯りがないのだ。

「もう少ししたら、また来よう。あまり出ていると風邪をひく」

「はい」

　肩に朝陽の腕が回り、キャビンへ促された。




　何回か外へ出たり、キャビンに戻って温かいスープやコーヒーを飲み、身体を温めたりするのを繰り返して、現在は二十二時。

　夜空を眺めてから、再びキャビンへ戻ろうとしたときだった。

　待ち焦がれていたオーロラは、突然姿を見せ始めた。

「オーロラが始まった！」という声が辺りに響き、私たちも振り返り、夜空へ視線を向ける。

「朝陽っ！　オーロラが！」

　星が瞬く夜空にまるでカーテンが引かれるように、緑色をしたオーロラがゆらゆら揺らめいていた。

　目にしたときは少しだったが、それは徐々に大きくなっていった。

「すごいな。まだまだ広がっている」

　朝陽が感嘆の声を漏らす。

　周りからも、うっとりとしたため息や興奮した声が聞こえてきた。

「なんて幸せなの……」

　私も例にたがわず、ため息が何度も漏れる。念願だったオーロラをこの目で、朝陽と一緒に見ているのだ。

「俺にもツキがあったようだな」

「えっ？」

　緑色の神秘的に揺らめくオーロラから朝陽へ顔を向けると、彼は私を見つめていた。

「本当にツイていてよかったわ。一生の思い出よ」

　寒さでこわばる頬を緩ませて、微笑みを浮かべる。

「俺のツイているっていう意味は……」

　そう言って言葉を切ってから、朝陽は私のほうを向いた。そして両手を分厚い手袋の上から囲むようにして握ってくれる。

　朝陽の後ろでオーロラの緑はいっそう濃くなっていた。ほんのりピンクがかった色も確認できる。素晴らしいオーロラだ。

「砂羽、結婚してくれるか？」

　一瞬、なにを言われたのかわからず、キョトンとする。

「砂羽？」

「ええっ？　い、今、なんて？　け、結婚……？」

　聞き間違いだとしたら、めちゃくちゃ恥ずかしい。

「そう。結婚してくれる？　オーロラが出たら、ここでプロポーズしようと思っていた。まあ、見られなくても今夜プロポーズするつもりだったけどな」

　私は驚きで目を見張り、足が震えてくる。まさか朝陽からプロポーズされるとは夢にも思っていなかった。まだ付き合ってからの歳月は浅い。お互いをよく知っているとは言えないのだから。

「砂羽？」

「び、びっくりしちゃって……」

「愛している。ずっとそばにいてほしい。素晴らしい景色を一緒に見たいと思うのは砂羽だけだ」

　朝陽は私を引き寄せ、抱きしめる。

　モコモコして、はたから見たら不格好だろう。でも、しだいにプロポーズを実感してきた私は、朝陽の腕をしっかりと掴んで、幸せに包まれていく。

「朝陽、ありがとう。私も愛しています」

　これから順風満帆かどうかわからないけれど、朝陽が愛してくれる限り、信じてついていきたい。

　彼は私の身体を離したのち、見つめる。

「エンゲージリングも日本から持ってきているんだ。本当はオーロラをバックにカッコよく薬指にはめたかったが、こんな寒い中だと、手袋を取って指輪を持った瞬間、手がかじかんで落とす羽目になりそうだったから置いてきている」

　おどけて言う朝陽に、クスッと笑みが漏れる。

「指輪を落としてしまったら、見つからない、なんてことになりかねないものね」

「ああ。今は、オーロラを鑑賞しよう。砂羽の念願のオーロラを」

　コクッと頷き、手を繋ぎながら、私はさらに大きくなってゆらゆらと揺らめくオーロラを静かに見つめた。

　美しいオーロラを鑑賞しながらも、隣にいる朝陽に神経が集中してしまい、ドキドキと心臓が暴れて痛いくらいだ。

　私、本当に朝陽からプロポーズされたんだよね……。

　オーロラが見せてくれた夢ではないのかと思ってしまうほど、幻想的な時間だ。

　それからオーロラは、三十分ほど神秘的な姿を見せてくれたが、終わるのも突然だった。

「はあ～、消えちゃった……」

　残念に思いながらも、あんなに雄大なオーロラを目にすることができてラッキーだった。もしかしたら、見られなかったかもしれないのだ。

　途端に、寒さが身に沁みてブルッと震える。

「キャビンへ入って身体を温めよう」

　朝陽に手を引かれ、寒さでこわばった足でキャビンへ向かった。




　ホテルへ戻ってきたのは、二十三時三十分を回っていた。

　オーロラを見終えた私たちは、キャビンでミネストローネスープとクラッカーで身体を温めてから、車で送ってもらった。

　部屋に入ってすぐ手袋を取り、防寒着を脱いでニット帽を外す。

　手は冷たく、口元に持ってきて「はー」と息を吹きかけて温めていると、軽装になった朝陽がバスルームへ行き、すぐに戻ってきた。

「お湯を入れているから」

「ありがとう。オーロラ、信じられないくらい美しかったね」

「ああ。今度は夏のオーロラにしようか。砂羽の鼻が真っ赤にならないように」

　朝陽の指が私の鼻に、ちょんと触れる。

「あ……、嘘。真っ赤？」

「先に入ってきて。バスタブが狭すぎて、ふたりじゃ入れないから」

「朝陽からでいいよ」

「いいから。手が凍っているみたいに冷たい」

　クルッとバスルームのほうへ身体を向かされては、行くしかない。

「うん。じゃあ、お先に」

　プロポーズされてから、ずっとふわふわと浮いているような気持ちでいる私は、バスルームへ歩を進めた。

　服を脱ぎ捨てて、湯の張られたバスタブに身体を沈めると、思わず「んー」と至福の声が出る。

　まさかプロポーズされるなんて、夢にも思わなかったな……。

　彼のプロポーズとオーロラの余韻に浸るあまり、気づけば湯がぬるくなっていた。

　いけない。早く出て朝陽も温まらないと。




「朝陽、今お湯を――」

　バスルームのドアを開けた瞬間、言葉を失う。

　部屋の灯りはほんのりオレンジ色で、小さなテーブルの上にホールケーキとシャンパンが用意されていた。

「こっちへ来て」

　バスローブ姿のままで突っ立っている私の手を引いて、朝陽はソファへと座らせる。

「砂羽、もう一度プロポーズさせて」

　私の前に片膝をつき、指輪の箱を開いて差し出した。

「水樹砂羽さん。俺と結婚してください。一生かけて、世界中の美しい景色を見せてあげたい」

「朝陽……ありがとう。私でいいの……？」

　感動で瞳が潤み始めて、朝陽の顔がぼやけてくる。

「私で？　当たり前だ。砂羽がいいんだ。やっと見つけた女だよ。まさかこんなに深く愛するとは思っていなかったが。今も惹かれる気持ちが止まらない」

　立ち上がった朝陽は私の隣に腰を下ろすと、ひと粒のダイヤモンドのエンゲージリングへ視線を落として手に取る。

　シンプルなデザインを選んだのは朝陽らしい。だけど、ダイヤモンドは大きくて、高級感たっぷりにキラキラと美しい光を放っている。

　エンゲージリングが私の左手の薬指にはめられた。

「朝陽、ずっとあなたと一緒にいたいです。大好き」

　嬉し涙が頬を流れるまま朝陽に抱きつく。すぐに主導権は彼に変わり、抱きしめられ、独占欲に満ちたキスが落とされた。










結婚の条件




　自宅のベッドで目を覚ました私は「はあ～」と声を漏らす。時刻は、十時を過ぎている。

「戻ってきちゃったのね……」

　朝陽との旅行のすべてが夢のような時間で、とても幸せだった。左手の薬指に輝くエンゲージリングが、夢ではないと教えてくれる。

　私たちは昨日の夕方、東京へ戻ってきた。

　今日、朝陽はローマのフライトで、すでに出社して飛行経路や天候の確認をしている時間だ。

　私は遅番で、旅行の片付けをしつつ、ゆっくり支度をして出社する。

「今日から気を引きしめて頑張ろう！」

　十二月のクリスマス辺りから繁忙期。来年の四日頃までは目が回るほど忙しいだろう。特にＡＡＮは、路線や乗客数が他社より多いのも忙しくなる理由だ。

　朝陽も、航空法の規定で一ヵ月百時間ギリギリまでスケジュールが入っている、と帰りの機内で話していた。

　両親への挨拶や、結婚式のことは来年になる。

　お父さんとお母さん、びっくりするだろうな……。

　両親は都内に住んでいるものの、ここ半年ばかり会いに行っていない。

　今度の休みに行って朝陽の話をさりげなく耳に入れておこうかな。突然ふたりで会いに行ったら、絶対に慌てるだろうし。

　勤務表を確認すると、明後日の土曜日が休み。それを過ぎればだんだん忙しくなって、足が遠のいてしまいそう。

　明後日、私は江え戸ど川がわ区にある実家へ行くことに決めた。




　出社して更衣室で着替えていると、ブラウンのコートを着た比呂が姿を見せる。

「ううっ、寒い～。あ！　砂羽！　おかえり～」

　制服の上着を羽織った私に足早に近づき、比呂はギュッと抱きつくと、離れて大きな目でジッと見つめる。

「ただいま」

「砂羽ったら、幸せオーラ全開じゃないっ。どうだった？　オーロラは見られたの？」

　私から数個離れた自分のロッカーを開けながら、比呂は聞いてくる。

「最終日にようやく見られたの。ここ最近では、規模の大きなオーロラだったみたい。すごかったわ」

「それはラッキーじゃない！　しかも隣には桜宮機長がいたんでしょ？　なんていいの！　妬んじゃう」

　コートを脱ぎ、テキパキと制服に着替える比呂は笑いながら口も動かした。

　私はロッカーのドアにある鏡で首元を映し、首に赤で縁取られた水色のスカーフを巻きながら話す。

「比呂だって、岡本さんとベトナム旅行に行ったでしょ。私もうらやましかったわよ」

　九月の下旬に、彼女は航空整備士の岡本さんとふたりでベトナム旅行をしていた。

「彼氏と行く旅行って、最高よね～。特に桜宮機長は帰国子女で英語が堪能、外国慣れもしているから、しっかりエスコートしてくれたんでしょ？」

「うん。実はファーストクラスに乗せてもらったの」

　プロポーズの話は今ここで話すわけにはいかず、ゆっくり時間のあるときにと思っていた。エンゲージリングも外している。

「ええっ!?　ファ、ファーストクラスにっ？　すごいわ。さすが御曹司ね！　あーっ、もっと聞きたいけど時間がないわね。また後で話してね！」

　早口でそう言って残念がり、比呂は着替える手を速めた。




　朝陽に会えない時間はなんと長いのだろう。でも、彼は今ローマにいる。スマホに収められた旅行の写真を眺めながら寂しさを紛らわす。

　勤務が休みの今日、カナダのお土産を持って実家へ向かった。

　築年数の古い、五階建てマンションの二階の角部屋が我が家だ。久しぶりで懐かしく感じるのは、朝陽と付き合ってから一度も帰っていないからかもしれない。私の生活も目まぐるしく変わったし。

　江戸川区の実家に着いたのは、お昼前。

　土曜日で、お父さんも、大学生の妹の美み羽わも家にいた。

「なに？　お姉ちゃん、カナダへ行ってきたのっ!?」

　お土産で渡した袋の中をさっそく開けてみて、美羽は大きな声を上げる。お土産はメープルシロップとクッキーの他に、お母さんと美羽にはブランドのリップ、お父さんにはウイスキーを買ってきた。どれもお土産としては定番だ。

「うん。先週行ってきたの」

「いいな～。私も行きたい～」

　ダイニングテーブルに着きながら、話が弾む。キッチンからお母さんが鍋を持ってきた。蓋を開けて、熱々のすいとんに、私は嬉しい声を漏らす。

「カナダって、この時期は日本より寒いんじゃないの？」

　お母さんが、すいとんを各自の小どんぶりによそいながら口を開いた。

「オーロラを見に行ったの」

「まあ！　オーロラを？　見られたの？」

　小どんぶりをお母さんから手渡され、ウイスキーを手に取って眺めているお父さんの前に置く。嬉しそうでよかった。

「三日間あったんだけど、最終日にようやく見られたの。それも、とても大きなオーロラを」

「よかったわね。出現しないこともあるとテレビで見たことがあるわ」

　全員の分をよそい終えたお母さんは、椅子に腰を下ろした。

　私は「いただきます」と両手を合わせて、野菜がたっぷり入ったすいとんのおつゆをすする。

「お母さんのいつもの味。美味しいわ」

「砂羽はすいとんが好きだから、来るって聞いて材料を買っておいたのよ。外は寒いでしょ。温まるわよね」

「お姉ちゃん、旅行へは誰と行ったの？　友莉子さんと？」

　美羽の質問に私は箸を置いて、目の前のお父さんとお母さんを真剣な眼差しで見る。

「お父さん、お母さん」

「どうしたの？　急に改まって」

　お母さんは私の態度にキョトンとしているけれど、お父さんは食べ進めていて、耳だけ傾けているみたい。

「私、プロポーズされたの」

　次の瞬間、お父さんが口の中のものを吹き出した。

「やだ！　お父さんっ、汚い！」

　被害を受けたのは、お父さんの前の席の美羽。慌てて立ち上がった美羽は、離れたところにあったティッシュボックスを持って戻ってくる。

「ごめんごめん」とお父さんは謝り、オロオロして私へ顔を向けた。

「砂羽。今、プロポーズと言ったか？」

「はい」

　真剣な表情ではっきり答えて頷く。

「相手は、だ、誰なんだ？」

　寝耳に水のお父さんは、かなり動揺しているようだ。

「桜宮朝陽さんといって、ＡＡＮのパイロットなの。年は三十一歳で――」

「わお！　パイロット!?」

　お父さんが飛ばしたものを拭き終えた美羽が、興奮したように身を乗り出す。

「その年じゃ、副操縦士ね」とお母さん。

「ううん。違うの。我が社の最年少機長なの。今年の五月から」

「そんなすごい人が、砂羽の彼……なの？」

　お母さんはびっくりして、落ち着こうとしているのか、水を口にする。

「そう。で……彼はＡＡＮの社長の息子なの」

　さらに三人は驚き、あんぐりと口を開けた。先に我に返ったのは美羽で、「御曹司がお姉ちゃんの恋人？」と目をパチクリさせる。

　私は十七年前の、羽田国際空港の展望デッキの話をした。

「そんなことが現実にあるとは……」

　感慨深げにお父さんはため息を漏らす。

「今はローマに飛んでいて、これから年末の繁忙期になるから、挨拶は来年になってしまうんだけど、その前に知らせておこうと思って、来たの」

「その……経歴的には素晴らしいが、性格はどうなんだ？　御曹司ということじゃないか。好き放題な生活をしてきたんじゃないか？」

　お父さんが言いたいのは、いわゆる女遊びのこと。

「朝陽は真面目で素敵な人よ。お父さんも会えばわかるわ」

「砂羽、お前の選んだ男だ。喜んで会うよ。両家が釣り合わないせいで、お前が肩身の狭い思いをしなければいいが」

　お父さんは不安を口にした。

　確かに中小企業の課長であるお父さんが主あるじの我が家は、桜宮家とは格差がある。そこは私も気にしているところだ。ハンナさんのような嫁を勧めていたくらいなんだから、私が朝陽のご両親のお眼鏡に叶うかどうか心配している。

　でも、ここで不安を言ったら、お父さんたちは憂慮するはず。安心させるように笑みを浮かべた私だった。




　ローマへ飛んでいた朝陽は、私が実家へ行った翌日に帰国した。デブリーフィング後、直接私の部屋へ来てくれる約束になっている。彼は明日休みだけれど、私は早番で長い時間は一緒にいられないから。

　デブリーフィングとは、フライト後の打ち合わせのことだ。

　夕食のリクエストは味噌煮込みうどんで、彼は私がそれしか作れないと思っているのかもしれない。だから、手作りのメンチカツや卵焼きも作ってみた。メンチカツは下ごしらえをし、成形までして、朝陽の連絡を待って揚げる。

　夕方、今から出ると連絡があり、急いで支度を始める。

　朝陽のために料理をすることが嬉しくて、笑みを浮かべながらメンチカツを揚げている私だ。

「キャベツの千切りもたっぷりあるし、卵焼きもきれいに焼けたわ」

　鍋の中の味噌煮込みうどんもトロッとして、いい感じだ。

　ローテーブルに食事の準備をしていると、インターホンが鳴った。




「おかえりなさい」

「ただいま」

　上質なカシミアのチェスターコートを着たままの朝陽は冷気をまとっていて、抱きつくと冷たくてブルッと震えがきた。

「うまそうなにおいがする」

　おでこにキスが落とされ、私を離した朝陽はコートを脱ぐ。それを受け取ってハンガーに通し、鴨かも居いにかけていると、背後から腰に腕が回った。

「新婚みたいだな」

　低音でベルベットみたいな滑らかな声が、耳をくすぐる。

「……洗面所で手を洗ってきて」

　急にふたりだけでいるのが恥ずかしくなって、何気なさを装いながら、キッチンへ歩を進める。クッと喉の奥で笑った朝陽は、玄関横の洗面所へ向かった。身長のある朝陽が部屋にいると、とても狭く感じられ、意識してしまう。

　結婚を誓い合った仲だというのに、いまだに心臓がバクバクと暴れだしてくるから困る。

　朝陽が手を洗っている間に、胸の高鳴りを抑えるように食べ物のことだけを考え、残りの支度を済ませようとガスレンジの前へ立つ。

　味噌煮込みうどんを丼に入れて、テーブルに並べてでき上がりだ。

　時刻は十七時と夕食には早いけれど、朝陽はお腹が空いていると言っていたから、たくさん食べてくれるだろう。

　洗面所から戻ってきた彼は、長い脚であぐらをかいてラグの上に座る。

「うまそう。コロッケ？　メンチ？」

「メンチカツなの。美味しくできたか自信はないけど、食べてみて」

「いただきます」

　ソースをかけて、ひと口大に箸で切ると、朝陽はパクリと口の中へメンチカツを入れた。味わうように咀嚼した彼は、不安そうな私ににっこり笑う。

「うまいよ。揚げたてでサクサクしている。何個でもいけそう。ありがとう」

　美味しそうに食べ進める朝陽に、ホッと胸を撫で下ろした。

「昨日、実家へ行ってきたの。朝陽のことも話そうと思って」

「うん。どうだった？　もしかして反対されたか？」

「朝陽の家とうちの差がありすぎて、お父さんは心配していただけ。会いたいって言っていたわ」

　箸を止めて真剣に聞いてくれていた朝陽の顔に、安堵の笑みが広がる。

「よかった。繁忙期が過ぎたら、挨拶に伺うよ」

　朝陽の端整な顔立ちを、お父さんはともかく、お母さんと美羽が見たら、腰を抜かすほどびっくりするだろうな。

　食事を終えて少し話をしてから、私の明日の勤務が早いことを考え、朝陽は帰っていった。




　その日から朝陽とゆっくり時間を取れないまま、十二月下旬の繁忙期に突入した。

　インフルエンザが流行って、ＧＳも数人休み、私も比呂も勤務が終わる頃にはヘトヘトだった。

　ＣＡにもインフルエンザになった者が多数いて大変そうだ。忙しいから私への陰湿な嫌がらせもない。

　空港の中の飾りつけはクリスマスからお正月に変わり、大きな羽子板やコマなどでいつもと違った雰囲気になり、外国人旅行客の目を楽しませている。

　空港で働く私たちも、和風のテイストを凝らしたお正月の飾りつけに、気分だけでも味わうことができた。

　この時期は近場の海外が人気で、朝陽は韓国や香ホン港コン、台湾などへ往復路のフライトだった。彼は年末は休みだが、私はインフルエンザで休んでいる同僚の代わりに出勤。比呂も同じく。

「明後日は大おお晦みそ日かだね」

　チェックインのお客さまがようやく途切れ、比呂が言う。

「毎度のことだけど、実感ないね」

「初詣に行けるのはいつだろう。彼、めちゃくちゃ忙しくて、ここのところデートはおろか顔も合わせていないの。砂羽も桜宮機長と会えていないでしょう？」

　朝陽とは昨日、ゲートで姿を見かけただけで、うちに食事に来て以来会っていない。あれが十三日だったから、かれこれ十六日間だ。メッセージアプリや電話では話をしているけれど、やはり寂しい。

　私がこの仕事をやっている限り、すれ違いが続くのね。

　会っていない日数を、指を折ってみせると、比呂が大げさに嘆く。

「お互い、前途多難な恋だね」

　比呂に、プロポーズされたことを話せていないのが気になっていた。

「明日の勤務が終わったら、久しぶりに食事に行かない？」

　ふたりとも早番なので、十四時までになる。

「行く行く。美味しいものでも食べて、ストレス解消しなきゃ」

　比呂と約束をして、明日ようやく話せる私は少し気が楽になった。




　翌日の激務が終わり、比呂と私は混雑している羽田を離れて、彼女の自宅の最寄り駅近くにあるカフェレストランに入った。

　コートを脱いで、私たちはさっそくメニューを見る。

　お腹も空いている私たちは即座に食べたいものを決め、通りかかった店員にオーダーしてひと息ついた。

「比呂、話があるの」

「話？　改まってどうしたの？」

　そう聞いて、比呂は目の前に置かれたコップの水を口にする。

「プロポーズされたの」

　告白した瞬間、比呂は苦しそうに咳き込んだ。

「ゴホッ！　んんっ！　ええっ!?　プ、プロポーズって、もちろん桜宮機長よね？」

「うん。オーロラを見ながらプロポーズを――」

「きゃーっ、なんてロマンティックなの！　オーロラを見ながら？　桜宮機長じゃないとなかなかできないわ。ロマンティストね！」

　想像をしているのか、比呂は自身を両手で抱きしめて身もだえている。

「結婚式は、いつ？　うわー、素敵よね～」

「まだご両親に会ってもいないし。結婚式はいつになるか、決まっていないの」

　そこへロコモコ丼が運ばれてきて、店員が去ると食べ始める。

「そうなのね。それじゃ、すぐには無理っぽいわね？」

「久美が城田機長と決めた結婚式だって、一年はかかっていたしね。来年できるかどうか。その前に、朝陽のご両親に私が受け入れてもらえるか心配で」

　不安な気持ちを吐露していた。こんなことを話せるのは、他には久美と友莉子しかいない。

「砂羽、もっと自信持って。砂羽は可愛いし、優しいし、お嫁さんとしては百点よ。大丈夫だって」

　朝陽のご両親に会うことを考えると、今も心臓が口から出そうなほどになるのだから、実現したときは失神してしまいそうだ。

　お腹を空かせていた私たちはロコモコ丼を平らげ、モンブランとコーヒーを食べながら、旅行の話に花を咲かせていた。




　大晦日、出国する人々も数日前よりは少なくなったけれど、それでもまだまだ忙しくて、ヘトヘトの私は明日も遅番出勤。

　あと二時間ほどで新年が始まると思うと、浮き立つような気持ちになる。

　空港内をざっと見渡してみれば、出発ロビーはだいぶ閑散としてきていた。

　そのとき、カウンターにいる私の目に、こちらへやってくる朝陽が映る。

　えっ……？

　今日の彼はオフ。スケジュールが合わないため、会うことを断念していたのだ。

　紺色のロングコートのポケットに手を突っ込み、朝陽は颯爽とした足取りでこちらへ進んでくる。ロングコートから覗くのは細身のデニムだ。

　ファッションモデルが歩いているような姿に、その場にいる女性たちは朝陽に目が釘付けになっている。

　制服を着た朝陽も近寄りがたい雰囲気を醸し出しているけれど、カジュアルな私服でもカッコよくて、王子さまと呼ばれるのも納得してしまうほどの気品が窺える。

　嬉しさよりも驚きのほうが大きくて、ボーッと見とれてしまっていると、朝陽は目の前にやってきた。

「砂羽、終わりだろ？　迎えに来た」

「え？　あ、うん」

　ハッとして我に返り、腕時計を確認すると、二十二時。すでに私の担当カウンターは片付け終わっている。

「今日会えるって思っていなかったから、びっくりしたわ」

「一緒に年越ししたいと思って」

「ありがとう。嬉しい」

　公衆の面前でなければ、抱きつきたいくらい嬉しかった。なんといっても十八日ぶりだ。




　仕事上がり、朝陽が連れてきてくれたのは、川かわ崎さきの工場地帯が見える埠ふ頭とう。工場地帯には灯りが煌こう々こうとしていて、見る者の目を奪う。

　夜の工場地帯を見学に行くツアーがあると聞いていたが、なるほどなと思うほどきれいだった。

　途中で買ったコーヒーとサンドイッチを出していると、車内搭載のテレビでは芸人たちの新年のカウントダウンが始まった。

　そして新年おめでとうの声。

「砂羽、Happy New Year」

「明けましておめでとうございます」

　ドリンクホルダーにカップを置いたところで、朝陽に後頭部を引き寄せられ、唇が重なる。

　外から誰かに見られるかもしれない車内なのに、貪欲に唇を求められ、夢中で応える私だ。

「砂羽を愛したくてたまらないけど、お腹も満たさないとな」

　最後に甘く唇を食んだ朝陽は、渋々私から離れてコーヒーのカップを渡してくれる。

「今日はゆっくりできた？」

「ずっと寝てたよ。砂羽のほうは忙しかっただろう？」

「それはもう。足が痛かったから、迎えに来てくれて嬉しかった」

　コーヒーを口にしていた朝陽は、聞き捨てならないと、ずいと私に顔を近づける。

「それは帰りが楽だから？」

「あ、違うわ！　会いたかったんだから。一日一日、会えない日数を数えていたのよ？」

「よかった」

　フッと極上の微笑みを浮かべると、朝陽はちゅっと唇をかすめるようにキスをして、運転席に身体を預ける。

「繁忙期には人員を増やすべきだよな。うちの会社、ブラック企業化してるな」

「フフッ。もちろん派遣でも増やしてくれればなって思うけど、ＡＡＮはブラックじゃないよ。でも、どうして来てくれたの？　早朝のフライトじゃ……？」

　今日会えたのは嬉しいけれど、彼の体調に支障をきたさないか心配だ。

「夜に変更になったんだ。砂羽は遅番だろ？　これから明日の昼まではふたりだけの時間だ」

　理由を聞き、しかも明日のお昼まで一緒にいられることを知る。朝陽と最高のお正月を迎えられ、私は満面の笑みを浮かべた。

　コーヒーとサンドイッチでお腹が満たされると、眠気に襲われてきた。

「帰ろう。眠ってていいからな」

　フットブレーキを解除して、朝陽はアクセルを軽く踏む。

「でも……」

「疲れきった砂羽を愛せないだろう？」

「も、もうっ」

　朝陽の頬を軽く摘まんで恥ずかしさを隠すと、私は真正面を向いて目を閉じた。




　一月の半ば、かねてから報告をしたいと思っていた久美と友莉子に会うことができた。場所は銀ぎん座ざのイタリアンレストラン。

　美味しい料理をいただき、私たちのシャンパンも進む。

「砂羽、王子と進展は？　旅行へ行ったってＣＡたちが騒いでいたわ。ファーストクラスって本当？」

　ＣＡたちが騒いでいたなんて知らなかった。

　久美の言葉に、リゾットを口に入れようとしていた友莉子が手を止める。

「ファーストクラスっ!?」

「十二月の前半にオーロラ観賞に連れていってくれたの。ファーストクラスは事実よ」

「さすが王子ね。やることが並大抵の男とは違うわ」

　満足げに頷き、久美はシャンパンを口にするが、驚きを隠せない友莉子は食べるのも忘れてポカンとしている。

「カナダでオーロラってことは、イエローナイフ辺り？」

「そう。最終日に素晴らしいオーロラを見られたの。実は、そこでプロポーズを」

「ええっ!?　王子がプロポーズ!?」

　ふたりはびっくりして目を大きく見開いている。

「う、うん」

「うわー、衝撃的だわ。ちょっとぉ！　私だけ寂しい独身になるじゃない。でも、おめでとう。砂羽」

　頬を膨らませた友莉子だが、すぐに笑顔で私を祝福してくれる。もちろん久美も。

「おめでとう。本当に衝撃を受けたわ。でも、お似合いよ。心からおめでとうを言わせて」

「ありがとう。友莉子、久美。久美の結婚式のサプライズのおかげよ」

　そう言うと、久美は大きく首を左右に振る。

「私のサプライズは、ほんの少し手伝っただけよ。その前から王子は砂羽のことを知りたがっていたんだから、私が席を隣同士にしなくても、王子がアプローチしていたはずだわ」

「砂羽がうらやましすぎる。国内最大手のＡＡＮの機長が旦那さまになるなんて」

　友莉子はため息を漏らす。そんな彼女に久美が追い打ちをかける。

「友莉子。王子って、ＡＡＮの社長の息子なのよ」

　久美の発言にしばし言葉を失った友莉子だ。

「だ、大丈夫？　お水を飲んで」

　私は水の入ったグラスを差し出す。彼女は頭をゆっくり横に振って、シャンパンを一気飲みした。

「はあ～。飲まないと、このショックには耐えられないわ」

　笑いながら久美は友莉子のグラスにシャンパンを満たし、私たちのグラスにも注ぐ。

「乾杯しましょう」

「そうよね。砂羽の幸せに！」

　気を取り直した友莉子は、にっこり笑顔になり、私たち三人はグラスを重ねた。

「ありがとう」

　大好きなふたりに祝福されて、肩の荷が少し下りた気がした私だった。




　そんな幸せいっぱいで過ごしている私は、心の奥底で若干の不安を覚えながらも、愛している朝陽とこの先も一緒に過ごせると思っていた。

　でも、それを覆すときは意外に早くやってきた。

　早番の仕事が終わり、社屋を出たところで私は男性に声をかけられた。かっちりとスーツを着た彼は、中肉中背で、私の父親くらいの年齢に見える。

「失礼ですが、水樹砂羽さんですか？」

　なぜ見知らぬ男性にフルネームで呼び止められるのだろうか、と考えてしまい、返事が遅れると――。

「ＡＡＮグランドスタッフの水樹砂羽さんですよね？」と、再度確かめられた。

「……はい。そうですが？」

　嫌な予感がして、男性の顔をジッと見つめた。

「桜宮朝陽氏の件で話があります」

「朝陽の……？」

「はい。私はリチャード・シモンズ氏から交渉役を依頼されました、弁護士の真ま鍋なべと申します」

　真面目そうな黒縁眼鏡をかけた真鍋さんは、名刺を私に手渡す。

　シモンズ家……嫌な予感的中。

「一緒についてきてくれませんか？」

　嫌だと言いたかった。だけど、やはりそれはできずに話を聞くことに。




　真鍋さんに同行して着いた場所は、羽田空港内のホテルのカフェ。店内の一番隅の席は、人払いをあらかじめ頼んでいたのか、周りのテーブルに誰もいない。

「飲み物は？」

「いりません。どのようなお話でしょうか？」

　想像がついてはいたけれど、気持ちを落ち着けるために静かに尋ねた。

「率直に申し上げます。桜宮朝陽氏と別れさせるのが、私の役目です」

「……朝陽はハンナさんを愛していません。結婚したら不幸になるのではないでしょうか？」

「ハンナさんは美しい。男は誰でも美しい女性がそばにいれば、心は揺れ動くものですよ」

　自信ありげに真鍋さんは口角を上げた。狡こう猾かつさが窺える笑みに、心臓がドクンと嫌な跳ね方をする。

　ひるまないように下唇を噛み、膝の上に置いた手をギュッと握った。

「朝陽は違います」

　きっぱり言いきる私に、真鍋さんは顔色ひとつ変えない。

「ハンナさんと桜宮氏が結婚しない場合は、ＡＡＮとの取引を今後停止することも辞さない覚悟でいます」

「そんな！　なんてことを！　ひどいです！　私的な感情をビジネスの手段として使うのは卑ひ怯きょうではないですか!?」

「昔から政略結婚という形で存在していましたよ」

　政略結婚……ＡＡＮの御曹司とアメリカの大手航空機メーカー・シモンズ家の令嬢ならば、これ以上ない組み合わせ。

「なにも水樹さんばかり損はさせません。アメリカの大手航空会社のＣＡとして働けるようにしますし、かなりの金額も支度準備金として支払われます」

　ＣＡの話を持ち出すなんて……私のことを調べつくしているに違いない。

「悪い話ではないと思いますよ。どのみち、桜宮家はおふたりの結婚を反対するでしょう。もしあなた方が別れず、彼がＡＡＮを辞めたりしたら、桜宮氏が人生を懸けているパイロットの仕事を、世界中どこに行ってももう二度とできないように手を回します」

「ひどい……なんてことを……」

　唖然として、私は真鍋さんの眼鏡の奥の瞳を見つめた。

「一週間、待ちます。こちらまで連絡をください。何時でも構いません。真夜中でも。お待ちしております」

　猶予は一週間だけ……。

　茫然としながら椅子から立ち上がり、その場を離れた。




　自宅のベッドに力なく座ると、肩から提げていたバッグが布団の上にドサッと落ちる。視線は、テレビ横に飾ったいくつかのフォトフレームへ。そこに朝陽と行ったカナダの写真が入っていた。

　中でも、オーロラをバックに並ぶ私たちのシルエットの写真が気に入っていて、毎日飽きずに眺めているけれど、今はそれを見るのがつらい。

　フォトフレームから目線を逸らして、ベッドに身体を横たえた。

　私では、ハンナさんに太刀打ちできない……朝陽の愛だけではダメなのだ。

　別れなければ、シモンズ社は手を緩めないだろう。そうなればＡＡＮが困窮した状況に陥ってしまう。

　私が身を引けば……。私がいたら彼の邪魔になるだけ……。

　そう考えた瞬間、心臓がズキッと痛んだ。

　朝陽……。

　瞼を閉じると、鮮明に彼の姿が映し出される。いろいろな桜宮朝陽が。

　迷惑はかけられない。朝陽の苦しむ姿なんて見たくない。

　一週間以内の返事……答えは出したくないけれど、どう考えても、私たちには別れる道しかないのだ。

　別れることを考えると、つらくて、胸が苦しくて、嗚お咽えつを堪えられなかった。




　ある噂を私が比呂から聞かされたのは、真鍋さんへの返事の期限が今日に迫っていた日。

　早番で九時から食堂で休憩を取っていた私は、廊下でも、ここでも、なぜだかチラチラ見られていることに気づいていた。

　なんでだろう……。

　居心地が悪く、落ち着かない気分で食事をしている。そんな私の元へ、比呂が慌てた様子でやってきた。

「あ、比呂。お疲れさま。お先にいただいてるわ」

「砂羽、お疲れさま」

　かつ丼がのったトレイを持って、比呂は私の横に座る。キョロキョロと辺りを見回してから、片手を口元に当てて口を開く。

「ねえ……桜宮機長がＡＡＮを辞めるって本当？」

　温かい山菜蕎そ麦ばを口元まで持ってきていた手を止めて、驚いて比呂を見る。

「辞めるって……？」

「あちこちで噂になっているわ」

　私の耳にはなにも入っておらず、朝陽がＡＡＮを辞める噂なんて初耳だ。でもそれならば、視線を感じていたのも納得できる。

「比呂、その理由は聞いている？」

　そう尋ねると、比呂は視線を逸らし、気まずそうな顔になった。

「……あのね、本当じゃないかもしれないから、気にしないでよ？」

「なあに？　そんな言い方された……ら……」

　比呂に答えながら、思い当たる理由が脳裏をよぎり、ビクッと身体が跳ねる。

「私のことね？」

「う、うん……社長が、家柄にふさわしい妻でなければ結婚は許さないと、砂羽とのことを反対しているらしいの。それで桜宮機長は絶縁して退職し、砂羽と結婚するって。あ、でも本当にこれは噂だからね」

　手をブンブン左右に振って、気にしないように話す比呂だ。

　私たちが結婚を誓い合ったのを知っているのは、会社では比呂と久美。だけど、ふたりが口が堅いのは知っている。だとしたら、出どころは朝陽側。この話は事実……？

　もしかしたら、シモンズ家がなんらかの行動を起こしたのかもしれない。それで朝陽が……。

「そんな思い悩まないで。単なる噂よ」

　比呂は元気づけてくれようとしているけれど、この噂が本当だったら……そう思うと、身体に力が入らない感覚に陥る。

　本当だったら……朝陽に家族と絶縁なんてさせてはいけない……。それに、辞めてもハンナさんの祖父は、朝陽がパイロットとして飛べないように手を回す。




　仕事が手につかなかった。ようやく退勤時間になり、事務所に向かっていると廊下に住田くんが立っているのが見えた。

　あの告白以来、ぎこちない空気が流れてしまい、面と向かって会話をしていない。私が近づくと、住田くんはペコッと頭を下げた。

「水樹さん、だいぶ時間が経ってしまいましたが、あのときのこと、申し訳ありませんでした」

　潔くきびきびした口調の住田くんだった。

「……住田くん」

「あれから水樹さんの笑顔が見られなくなって、ずっと気にしていたんです。もちろん、もう水樹さんのことは諦めました。相手が桜宮機長では太刀打ちできませんから」

　彼は残念そうに口元を歪めてから、やんわりと笑みを浮かべる。

「……ありがとう。私も気になっていたの。気持ちに応えてあげられなくて、ごめんなさい」

「いえ。元気なさそうですが、大丈夫ですか？　もしかしてあの噂が……？」

　彼の耳にも入っているようで、おそるおそる尋ねられる。

「あ……うん。大丈夫。これで前みたいに戻れて嬉しいわ」

「噂だとしても、桜宮機長は水樹さんを第一に考えてくれるはずです」

「ありがとう。住田くん」

　住田くんのことがクリアになって、重苦しかった気持ちが、少しだけ軽くなった気がした。




　その日、自宅に着いて、スマホを手にメッセージを送ろうか迷っていた。もちろん朝陽に。

　こういうことは直接聞いたほうがいいと思う。

　壁にかかった時計へ視線を向けると、二十二時。もうかれこれ半日以上悩んでいた。

　パリは十五時。この時間に朝陽はホテルの部屋にいるのかどうかわからないけれど、気持ちを奮い立たせて、朝陽の番号を出して受話器のマークをタップした。

　数回呼び出し音が鳴った後、『砂羽？』と朝陽の声がする。

「朝陽、今、大丈夫……？」

　フライト先に電話をかけたのは初めてだった。朝陽の低くて滑らかな声は、すぐに怪け訝げんそうなものになる。

『ああ。大丈夫だよ。どうした？』

「あの……」

　次の言葉が出てこなくて、大きく深呼吸する。

『砂羽？　なにかあった？』

「……朝陽が会社を辞めるって噂を聞いたの。単なる噂……だよね？」

『もう耳に入ったのか……』

　呆れたようにため息を漏らしながら、朝陽は口にした。

「もう、ってことは、本当なのね？」

　本当だったのだと知って、私はガツンと頭を殴られたようなショックを受けた。

『この件に関して砂羽は関係ないから。気にしないでいい』

「関係ない？　私が原因なんでしょう？」

『辞めないし、砂羽と結婚もできる。なぜそんな噂が出たのか調べている最中だから』

　そう言われても気休めみたいで、信用できない。朝陽は私を守ろうとしているのではないか。本当はご両親と絶縁して、ＡＡＮを辞めるのでは？　頭の中でその考えがグルグルと巡る。そしてその場合、あの脅しが……。

『桜宮氏が人生を懸けているパイロットの仕事を、世界中どこに行ってももう二度とできないように手を回します』

　真鍋さんの言葉が脳裏をよぎり、ぶるりと身体が震えた。

『砂羽？　聞いてる？』

「……やっぱり私と朝陽では違いすぎるみたい」

『は？　いったいなにを言ってるんだよ。その噂は単なる噂だ。信じるなよ』

　朝陽の声に焦りの色が見え、若干早口になった。

　返事を考えあぐねていると――。

『明日戻ったら話そう。いいな？』

「朝陽……」

　もう話すことなんて……別れを告げるだけだ。朝陽の未来が私のせいで変わってほしくはないし、家族と仲たがいしてほしくない。

　でも、ずっと一緒にいたい。だけど想いだけでは私たちは幸せになれないのだ。

『そっちは二十二時を過ぎてるんだろ？　早く寝ないと体調が悪くなるぞ？』

「ん……」

　声が震えてしまって、やっと出した返事だった。

『砂羽、愛している。なにも考えないでいいから、寝ろよ。おやすみ』

「おやすみなさい……朝陽」

　私の言葉を最後に通話が切れる。

　スマホを枕元に置いて、頬に伝わる涙を急いでティッシュで拭く。

　もう私は決断するしかない。朝陽の幸せを切に願って。

　乱暴に身体を起こして、部屋の隅に置いてあるバッグを逆さにし、中身をラグの上に落とす。

　コスメポーチやポケットティッシュなどが散らばっている中、真鍋さんの名刺を手にした。

　名刺には、真鍋さん個人の番号が書かれている。

　返事をする約束の期限の一時間前、私は真鍋さんへ電話をかけた。




　翌日、早番で出勤した私の顔を見た住田くんから「体調が悪そうですよ？　休んだほうがいいです」と言われるくらい、私はひどい顔をしているようだ。

　昨晩、真鍋さんは待っていたかのようにワンコールで出た。私が出した答えに満足げな声色で『それでいいんです。所詮、あなたが住めない世界ですから。このことは桜宮家には内密に』と、とどめを刺された。

　結局、別れると告げた電話の後、一睡もできなくて、住田くんから心配されてしまうくらい生気のない顔になったみたいだ。ずっと緊張が続いて、病気になってしまったのかと思うほど今も心臓がバクバクしている。

　決断の後も、悲壮な思いは変わらなかった。

　意思を告げたのだから、朝陽から離れなければならない。

　別れることによって、シモンズ家の施しは絶対に受けないと言ってある。ＡＡＮを辞めて、朝陽のそばから去らなくてはならないけれど、引き換えにＣＡの職や手切れ金なんてもらいたくない。

　空港は毎日、活気ある人々であふれている。

　今日も空港内では、これから出国で笑みの絶えない旅行客や、出張が憂鬱なのか顔を顰めているビジネスマン、ここで働く職員などが行き交っている。

　私は活気あるこの空気が好き。自分が旅行へ行けるわけではないけれど、いるだけでワクワクしてしまうのだ。

　だから、ここを離れても、携われる仕事を見つけて必ず働く。




　チェックインカウンターにいる私の元へ、日向主任が現れた。ちょうどチェックインのお客さまの波が途切れ、ひと息ついたところだった。

「水樹さん、お疲れさま」

「お疲れさまです」

　やんわりと笑みを浮かべた日向主任は、ポケットから白い封筒を出した。日向主任なら朝陽との噂が耳に入っているはずなのに、なにも聞かないところはさすがである。今日は幾度となく同僚から、噂の真相を尋ねられていた。

　朝陽の言葉を借りて、私には『その噂は嘘です』としか答えられないが。

「先ほど届いたの。本社から水樹さん宛てよ」

「本社から……？　みなさんにも……？」

　眉根を寄せ、私は困惑しながら封筒を受け取る。

「いいえ。あなた宛てに親展よ」

　みんなにではなく、私だけのようで当惑する。

「ありがとうございます」

　お礼を口にしたところで、日向主任がＧＳの男性に呼ばれて私から離れた。

　周りに誰もいなくなると、封筒の裏側を見てみる。そこにある名前を見た途端、背中に嫌な冷や汗が流れそうなほど、ぞわっと鳥肌が立った。

　差出人は、桜宮優成とある。ドクンと心臓が跳ね、不規則に鼓動が打ち始めている。

　優成って……本社の専務で、朝陽のお兄さんだ。

　手紙には【今日の十七時に本社の自分のところへ来てほしい】とあった。【都合が悪い場合は電話をいただきたい】と。

　今日は早番。予定はないから、十七時には品川区にある本社へ行ける。けれど、シモンズ家に朝陽と別れると告げた私と会う必要なんてないのに、どうして呼ばれたのか不安でしかなくて、行くのがためらわれる。

　いや、呼ばれた理由として、今飛び交っている噂が本当ならば、桜宮専務の言いたいことはわかる。

　朝陽を説得するように告げられるのだろうか。

　指定の時間は、私が早番だというのをわかってのことと推測できる。

　会うことを考えると、足が震えてくるけれど、逃げるわけにはいかない。もうこれで終わらせなくては。

　私は桜宮専務に会いに行くことに決めた。




「ううっ……緊張する」

　本社ロビーの受付で名前を言って、桜宮専務に取り次いでもらう。まだ受付なのに顔がこわばり、引きつっている。

　寝不足だし、ひと晩中泣いたからひどい顔をしているが、頭をはっきりさせなければ。自宅で濃いコーヒーを飲んできたのに、役に立ってくれない。心臓だけがさっきから早鐘を打っていた。

　無意識に頭を左右に振ると、目の前の受付嬢に小首を傾げて見られる。

　退勤後、私は一度自宅へ戻り、シンプルな形のグレーのワンピースに着替えていた。ワンピースには小花があしらわれており、上品で落ち着いた雰囲気に見えるようにそれを選んだ。

　夜会巻きにしていた髪はハーフアップにして、メイクはいつも通りに。

　髪型を仕事のときのままにして、できる女風にスーツを着てきたほうがよかった？

「水樹さま、二十五階へどうぞ。エレベーターは奥の右手になります。二十五階のフロアにて秘書が迎えに参ります」

　レモンイエローの制服を着た受付嬢に入館カードを手渡され、エレベーターホールへ歩を進める。

　役員専用のエレベーターに乗り、二十五階を押す。エレベーターには私しか乗っておらず、動くインジケーターを見つめながら、暴れる胸の鼓動を沈めようと努力したけれど、結局はもっと激しくなり、二十五階へ到着してしまった。

　ゴクンと唾を飲み込み、エレベーターを降りると、目の前にきれいな女性が立っていた。

「水樹砂羽さまでいらっしゃいますか？」

「は……い……」

　女性は柔らかい微笑みを浮かべながら、「ご案内いたします」と言って、深緑色の絨毯が敷かれた廊下を進んでいく。

　彼女は重厚なブラウンのドアの前に立った。そこにはシルバーのプレートに黒字で【専務室】とある。ドアをノックし、彼女は中からの返事を待って開けた。

「失礼いたします。水樹砂羽さまをお連れいたしました」

　キャビネットを背にして、大きなマホガニーのデスクに座っていた男性が立ち上がる。専務室の広さは、二十畳はあるだろうか。中央に黒革のソファセットが置かれてあり、それが物々しい雰囲気を醸し出しているかのようで、私に重圧感を与える。

　余裕のある広い部屋なのに。

　ビジネススーツのモデルのような男性が私のところへやってくる。朝陽に似た、整った美麗な顔立ちで、身長も同じくらいだ。

　髪をアップハングにしており、意思の強そうな眉。その下にある黒い瞳は私を見ているけれど、なにを考えているのかまったくわからない。

「朝陽の兄の、桜宮優成です」

「み、水樹砂羽です」

　緊張しすぎて、気のきいた言葉なんて出てこなくて、名乗るのが精いっぱいだ。

「どうぞおかけください。水樹さん、コーヒーと紅茶、どちらに？」

「い、いいえ。お構いなく……」

　口の中はカラカラだけれど、飲み物を出されても、喉を通っていきそうもない。

　そんな私の様子を悟ってか、桜宮専務は指示を待っている女性に水とコーヒーを頼んだ。

「今日、君を呼んだのは、心から朝陽を愛しているか聞きたくてね」

　そんなのは愚問なのに……。でも、もう別れるのだ。

　シモンズ家は、私に圧力をかけたことを知られたくなさそうだった。真鍋さんは内密にと言っていたから、言葉を選ばなくては。話さない義理はないけれど。

「心から……愛しているのなら、別れなさいということでしょうか……？　それならもちろんです。彼の足あし枷かせにはなりたくありません」

　一瞬、桜宮専務は瞳を大きくさせたのち、身体をソファの背もたれにゆったりと満足そうに預けた。

　そこへ私が背を向けているドアがノックされ、カチャッと開く音が聞こえた。先ほどの女性が戻ってきたのだろう。

「では、愛のために朝陽と別れても構わないと言うんですね？」

　確認の言葉を頭の中で反復すると、胸が苦しくなって返事ができずにコクンと頷く。

「ったく、兄貴！　意地の悪い質問するなよ」

　その声に私はハッとし、咄とっ嗟さに立ち上がって振り返る。

　朝陽だった。制帽はかぶっていないけれど、機長の制服のままでドアの前に立っている。

「朝陽……」

　彼は口元を緩ませ、私のほうへ近づいてくる。

「兄貴、それは俺が頼んだことと真逆のことだろ。見ろよ。砂羽が怯おびえている」

　怯えるというのは語弊があるけれど、確かに、朝陽の足枷にはなりたくないと口にしたときは苦しかった。

　今でも手が震えている。その手を朝陽はギュッと握って、私をソファに座らせ、自分も隣に腰を下ろす。

「砂羽、大丈夫か？　すまない。兄貴が悪ふざけしたんだ」

「悪……ふざけ……？」

　なんのことかさっぱりわからなくて、不安な瞳を朝陽に向けていると、桜宮専務が「クッ」と喉の奥で笑った。

「朝陽、すまない。あまりにも彼女が可愛すぎていじめたく、いや、からかってみたくなったんだ。砂羽さん、申し訳なかった」

　先ほどまで『水樹さん』と呼んでいたのが、親しみを込めた『砂羽さん』になった。

「手っ取り早い話が、俺たちの結婚は誰からも反対されていない。シモンズのじいさん以外はな」

「えっ!?」

　話が呑み込めず、朝陽から桜宮専務へ視線を移動させる。

「砂羽さん、試すようなことを言って申し訳なかった」

　桜宮専務は本当に申し訳ないと思っているのか、若干笑っている。

　この人、鬼畜だわ……。

　ショックが収まってきた私はホッとしながらも、桜宮専務をそう思った。

　そこへ先ほどの女性が飲み物を持って戻ってきて、大理石のローテーブルに置いて下がっていく。

「砂羽、噂の出どころは親父だった」

「親父って、社長……？」

　朝陽の代わりに、桜宮専務が語り始める。

「そうです。結婚話を喜んでいる父が重役たちに話したところ、歪曲されて伝わったようだ」

　どう言ったら、話が歪曲されるのか……。

　朝陽はお兄さんへ視線を送って、続けるよう促す。

「両親は俺たちが結婚しないことをずっと心配していてね。朝陽がうちを辞めてまでも砂羽さんを愛しているようで安心した、と話したらしい」

　社長……朝陽のお父さまが私たちの結婚に賛成していると知り、肩に入っていた力がガクッと緩んだ。

　まだ手を繋いでくれている朝陽にはわかったみたいで、「大丈夫か？　水飲んで」とグラスを手にして渡してくれる。

「で、でも……」

　真鍋さんの話では、そうなったらＡＡＮとの取引を停止すると言っていたのに。それに危害が……。

「なにが『でも』なんだ？　ああ、そうだった。シモンズ側の弁護士に別れると言ったらしいな」

　困惑する私の顔を覗き込んで、朝陽はフッと笑みを浮かべる。

「どうしてそれを……？」

「ハンナから聞いた。シモンズのじいさんの弁護士が砂羽に接触し、脅し同様のやり方で俺と別れるように言ったんだろう？　申し訳なかったと伝えてほしいと、ハンナの兄・ハワードからことづけがあった。俺や家族に危害を加えるとか？　怖かっただろう？」

「ハンナさんのお兄さまから……？」

　話が呑み込めず、私は首を傾げた。

「ああ。シモンズ社の実権を握っているのは孫のハワードだ。可愛い孫のためにシモンズのじいさんが勝手にやったようだが、そこまでしたことがハワードの耳に入り、砂羽に突きつけた条件をなかったことにさせた。実際、シモンズのじいさんには事業の実権はない」

　ＡＡＮが危機に陥ることはなく、朝陽たちも危害を加えられなくて済むのだとわかり、ホッとしすぎて眩暈めまいを覚える。

「ハワードは姉の華の夫なんだ。華も俺たちのことを応援してくれている。近いうちに会いに来るそうだ」

　私がポカンとして呆気に取られていると、優成さんが笑みを浮かべながら口を開く。

「もうリチャード・シモンズは隠居だな。今回のいきすぎた行いで、相当ハワードから叱られたそうだよ。ハンナもね。華が言っていた。だから、砂羽さん。政略結婚うんぬんなんて、関係ない。もともと、ハワードに姉が嫁いでいるんだし」

　朝陽と優成さんの楽しそうな笑いで、ようやく事態が呑み込めて、安堵感が広がってくる私だ。

「反対……されていないんですね……？」

「安心していいんだよ。それどころか、歓迎されているから心配いらない。なんなら父はすぐにでも孫が欲しい勢いだったよ」

　そう言った桜宮専務は「クッ、クッ、クッ」と思い出し笑いをしている。

「砂羽、ここに呼び出してすまなかったな。俺が言っても、あの様子じゃ納得してくれなかっただろ？　兄貴が話せば、真実味が出ると思ったんだ」

「……心臓が口から飛び出そうなほど怖かったんだから」

「ま、ここへ来てもらったのは、俺を焦らせた罰もあるけどな。信じない砂羽が悪い」

　不敵な笑みを浮かべ、朝陽は私の頬を軽く摘まむ。

「んんっ！　おふたりさん、俺の前でイチャイチャしないでくれないか？　ひとり身には目に毒だ」

　こんなに容姿端麗でカッコよく、地位もある人がひとり身なんて信じられない。

「朝陽、その格好で本社へ来ると、モデルがコスプレをしているようにしか見えないし、女性社員が落ち着かなくなるからやめてくれと言ったはずだろう？」

「俺が指定した時間より、三十分も早く砂羽を来させたせいだろ。デブリーフィングを終えて、車を飛ばしてきたんだ」

　ＡＡＮの正式な機長に対してコスプレ発言をする桜宮専務と朝陽から、仲のよさが窺える。

「誰がお前に教えたのかは見当がつくが」

「もちろん。汐しお里りは俺の味方だから。あ、砂羽。ドリンクを持ってきてくれたさっきの秘書の女性は、一条医師の妹なんだ」

　一条医師といえば、私の腱鞘炎を診てくれた一条総合病院の医師だ。先生の妹さんがＡＡＮで秘書をしていたのだ。

　きれいな女性だったな。とても感じがよくて。

「とりあえず、忙しいなんて言っていないで結婚式場と日取りを決めるんだな。砂羽さん、早ければ早いほどいい。手伝いが必要なら俺の秘書を貸すからいつでもどうぞ」

　ここへ来るまでは朝陽との別離を考えていたのに、目まぐるしいほどの展開に、桜宮専務の言葉に頷くことしかできない。

「じゃあ、俺たちは行くわ。親父にペラペラ話すなと釘を刺しておいてくれ」

　朝陽がソファを立ち、私も倣う。

「わかった。おかげで株価が下がったんだ。すでに収拾しているが」

　ＡＡＮの御曹司である朝陽は、パイロットの中でも特別な存在のようで、些細なデマひとつで株が左右されるようだ。

「へえ。兄貴、さすがだな」

「ああ。お前たちの婚約を株主向けのホームページで公表したら、すぐに回復した」

　それを聞いた朝陽がニヤッと不敵に笑う。

「砂羽、うちの一族はひと筋縄ではいかないが、俺の奥さんになってくれるだろう？」

「朝陽……ええ、もちろん。桜宮専務、よろしくお願いします」

　ようやく笑みを浮かべることができて、私は桜宮専務に腰を折って挨拶した。




　本社と朝陽のマンションはそれほど離れていなくて、十五分後には彼の部屋にいた。

「砂羽、気を揉ませてごめん」

　朝陽は制服を着たままで私を引き寄せ、抱きしめてくれる。

「もうなにも心配することはない」

　しっかりと私をわからせるような声の後、唇にキスが降ってくる。何度も、何度も、『信じろよ』と。

「本当に……よかった……」

　甘く唇が食まれ、たくさんのキスを受けていると、頭の中に靄がかかって、身体の力が抜けていく。

「砂羽が欲しい」

　息が上がる私をお姫さま抱っこした朝陽は、寝室へ連れていった。

　宝物のようにベッドに横たわらせ、パイロットの制服の上着を脱ぎ去った彼は、ワイシャツのボタンを外し、引きしまった身体を堂々と晒して、私に覆いかぶさる。

　性急に私のワンピースのボタンを外して脱がし、下着も取り去った。

　一糸まとわぬ素肌を朝陽の目に晒し、恥ずかしくて胸に手を置いたとき、その手が掴まれ、万歳をさせられるようにシーツに押さえつけられた。

「まだ恥ずかしがる。もう何度となく見ているのに」

「っあ、朝陽っ」

　舐なめるような彼の視線を一身に受けた私は、羞恥心に襲われ、しだいに身体が熱を持ち始める。

「砂羽のすべてが好きだ。ここも、ここも……」

　私の唇にキスを落とした朝陽は、唇を鎖骨から胸の頂へ、そして腹部へと滑らせていく。

　サラッとした朝陽の前髪が肌をくすぐり、私の肌を味わうようにキスしていく吐息が熱かった。

「愛している。砂羽」

「朝陽……ずっと、ずっと一緒にいてね」

「約束する」

　掴んでいた私の手から両頬に自分の手を移動させ、唇を重ねる。味わうように舌が動かされ、身も心も朝陽の色に染まっていった。




　数日後。

『オール・エアー・ニッポン５２１便、香港行きは、ご搭乗の手続きが始まっております』

　チェックインカウンターを閉める準備をしていると、目の前に誰かが立った。顔を上げて、「あっ」と声が出てしまう。

　目の前に立つのは、真っ赤なＡラインのワンピースを着たハンナさんだった。

「ミズキさん、お話、少しいいですか？」

　彼女は以前の勝気な表情がなくなり、申し訳なさそうに聞いてくる。

「……少しなら大丈夫です」

　隣の心配そうな表情の畑中さんに、私は「五分ほど外します」と言葉をかけ、人のいないほうへ歩を進める。

　そして周りに誰もいないところで、後ろをついてきていたハンナさんを振り返った。

「ミズキさん、いろいろとすみませんでした。兄に怒られて目が覚めました。最初から私に勝ち目はなかったから、あんな手段しか取れなくて……本当にごめんなさい」

「……おじいさまに愛されているんですね」

「はい。私、小さい頃からアサヒが好きで、追いかけてきました。でも彼の心にはミズキさんしかいなくて。どうにかして私のほうを向いてもらいたくて、ロンドンの写真も小細工を」

「ハンナさん……」

　わざわざ謝りに来てくれたのだと考えれば、ハンナさんは嫌な性格の女性ではないのかもしれない。

「アサヒが私と見つめ合っていた写真は、目にゴミが入ったと嘘をついて見てもらったところを撮ってもらったんです」

　私はあのときの写真を思い出した。見つめ合っていたように見えたのはそういうことだったのだ、と納得した。

「機内でのアナウンスを聞いて、もう私に入る余地はないと確信しました。彼はずっと私を妹のようにしか見てくれませんでした」

「ハンナさん、話してくださってありがとうございました。朝陽のこと、ごめんなさい。私も、もう迷いません……朝陽を心から愛しているから」

「ええ。相思相愛ですね。日本語を勉強し始めたときから一番好きな言葉です。残念ながら私は叶いませんでしたが。留学中、アサヒは我が家にホームステイをしていたことがあったんです。彼は忘れられない子がいると、そのときから話してくれていました」

　言葉を交わしていくうちに、ハンナさんに同情を覚えてしまう私だ。

「忘れられない子は、あなただったんですね。……私、家庭の事情で帰国しなくてはならなくてＡＡＮを辞めますが、お幸せに」

「ええっ!?　辞める……？」

「はい。これから帰国します。もう時間なので行きますね。では、お元気で。アサヒといつまでも仲よく。さようなら」

　私に頭を下げたハンナさんは、保安検査場へと向かっていった。

　ワンピースの裾をなびかせて歩くハンナさんの後ろ姿を見送る。

　彼女のモデルのようなスタイル、人形のように整った顔。どこを取っても私が容姿で勝てる要素なんてないのに……。




　五ヵ月後。

　六月の梅雨の晴れ間の結婚式。

　都内一等地にあるＡＡＮグループの高級ホテルの花嫁控室では、これから始まる結婚式を待つ私がいた。

　落ち着かなくて、壁一面の鏡で何度も自分の姿を確認してしまう。

　オフショルダーで胸のラインはハート形。花とパールが縫い込まれた身頃とウエストから広がるスカート部分は、プリンセスラインと呼ばれるもの。トレーンは長く、お姫さまが着るようなうっとりするドレスだ。

　そこへドアがノックされて、鏡越しに久美と友莉子が顔を覗かせた。ふたりの姿に振り返り、はにかむような笑みを浮かべる。

「砂羽！」

　久美はシックなロイヤルブルーのパーティーワンピース。友莉子はラベンダー色の、レース遣いが女らしいパーティーワンピースを着ていた。

　ふたりは窓際に立っていた私のところへやってくる。

「砂羽！　おめでとう！　とてもきれいよ！」

「おめでとう。素敵なホテルで最高の旦那さま。砂羽ったらなんてうらやましいの～」

　久美と友莉子は満面の笑みで祝福してくれた。

「ありがとう。心臓がバクバクして……」

「私のときもそうだったわ。もう一年経つなんてね」

　久美が感慨深げに口にすると、友莉子が続く。

「結婚まで早いわよ～。決めた！　私、今日誰か見つけるわ！」

「ちょっと。ＡＡＮの男はなかなか会えないからやめたくせに。ねえ？　砂羽」

　久美に賛同するように頷くも、友莉子には早く誰かいい人が現れてほしいと願っているから、実は披露宴の席は朝陽に頼んでイケメンコーパイの隣にしていた。もちろん彼女なしの。

　驚かせたいから、今はまだ内緒。席次表は出入口で渡されることになっている。

　――トントン。

　ノックの後に入ってきたのは朝陽だった。今朝一緒にホテルに入ったとき以来で、朝陽は純白のフロックコートを着ていた。眩しいくらいの男っぷりだ。

「あら？　花婿が挙式前に花嫁に会いに来るなんて。砂羽のことが可愛くて仕方ないんですね」

　颯爽とした足取りで入ってくる朝陽を、久美が茶化す。

「まあな」

　ちょっと照れくさそうな笑みを、端整な顔に浮かべた朝陽だ。

　友莉子が私の耳に顔を寄せる。

「本当の王子さまみたいね」

　こそっとささやく友莉子に、私は真面目な顔で頷く。確かに、フロックコートを着た朝陽は似合いすぎて、ボーッといつまでも見ていられそうなくらいカッコいい。

「じゃあ、砂羽。邪魔者は出ていくわね。桜宮機長、塗ったリップは取っちゃダメですからね」

　面と向かっては『王子』と呼ばないのは、朝陽が会社の先輩だからだろう。からかった久美と友莉子はクスクス笑いながら出ていった。

「楽しそうだったな」

　朝陽と向き合うと、また心臓がトクンと高鳴った。それを気にしないようにして微笑む。今日は心臓の音を気にしていたら、きりがなさそうだ。

「もちろん。大親友なの。朝陽、とても幸せよ」

　朝陽の指先が私の顎を捉えて、上を向かされる。彼の瞳はいつもよりも熱がこもっている気がした。

「砂羽、めちゃくちゃきれいだ。キスして乱したいが、メイクを直す時間がないからやめておく」

「朝陽……」

　そこでドアが叩かれ、「花婿さま、花嫁さま、お時間です」と声がかかる。チャペルへ行く時間になったようだ。

「時間だ。行こう」

　差し出された手を私は握る。その手を、朝陽の肘の辺りまで持っていかれた。

「幸せになろうな、砂羽。愛している。今後ともよろしくな」

　朝陽の言葉に感無量になってしまい、目頭が熱くなっていくのを堪える。頷くのが精いっぱいだ。

「泣くなよ。ふたりだけになったら、たくさん啼かせてやるから」

　からかうような不敵な笑みを送られ、フッと気持ちが楽になった。

「ちょ、もう！」

　緊張を和らげてくれた朝陽の手に引かれ、歩を進めると、外側からドアが大きく開かれた。

　私たちの、夫婦としての第一歩。

　キラキラ輝く眩しい日差しに目を細める。

　これから幸せな未来が待っている。

　朝陽と一緒なら。




ＥＮＤ










あとがき




　このたびは『極上パイロットが愛妻にご所望です』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　以前からパイロットのヒーローを書いてみたいと思っておりましたが、なかなか取りかかれず、ようやくみなさまの元へお届けすることになりました。

　ヒロインの砂羽は、小学生の頃から空港で見かけたキャビンアテンダントに憧れていましたが、規定身長に足りずに泣く泣く断念。けれど少しでも飛行機に携わる仕事がしたいとグランドスタッフになり、日々頑張っている女子です。

　ヒーローの朝陽は、恵まれた家柄もありますが、努力で最年少機長になった押しの強い男です。そしてロマンティスト。

　いろいろなシーンが思い出されますが、あえてピックアップしますと、朝陽の操縦する旅客機の危機と、砂羽の望みを叶えにオーロラを見に行く旅行シーンでしょうか。

　旅客機の危機のところでは、周りに交際を隠したい砂羽ですが、あえて朝陽は制服のまま抱きしめる。もう隠したくないと。強引な男を書きました。

　そしてふたりの旅行は、砂羽を思いっきり甘やかすという。

　ベリーズのヒーローでなければできそうもないですが、みなさまに楽しんで読んでいただけたら幸いです。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版のみなさま、編集でお世話になりました三好さま、矢郷さま、お正月も忙しかったですね。ありがとうございました。

　めちゃくちゃカッコいいパイロットのヒーローと、愛らしいグランドスタッフ姿のヒロインを描いてくださいました、ささおかえり先生、ありがとうございました。ふたりの姿を見ては顔をにやけさせておりました。

　この本に携わってくださいましたすべてのみなさまに、お礼申し上げます。




　これからも小説サイト『Berry's Cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈りつつ、応援してくださるみなさまに感謝を込めて。




　二〇二〇年二月吉日

若わか菜なモモ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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